
大分県教育庁埋蔵文化財センター調査報告書第24集

豊 後府内９

一庄の原佐野線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書（３）一

(大友36次・５５次）

２００８

大分県教育庁埋蔵文化財センター



豊 後府内９

一庄の原佐野線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書(３）

(大友36次．５５次）

２００８

大分県教育庁埋蔵文化財センター



例

１．本書は大分県大分市六坊北町に所在する中世大友府内町跡第３６次調査・第５5次調査の発掘調査報告書であ

る。

２．発掘調査は大分駅付近連続立体交差事業の実施に伴い、大分県土木建築部大分駅周辺総合整備事務所の委託

を受けて大分県教育委員会文化課（第36次調査）・埋蔵文化財センター（第55次調査）が実施した。

３．中世大友府内町跡第36次調査は平成15(2003)年１０月１５日から平成16(2004)年３月１５日にかけて実施し、

高橋信武・綿貫俊一・生野令子・安井由加梨・河原英明・細川愛（大分県教育委員会）が担当した。

また、中世大友府内町跡第55次調査は平成1７（2005）年５月９日から平成1７（2005）年１０月２０日にかけ

て実施し、高橋信武・河原英明が担当した。

４．現地での写真撮影･遺構の実測は上記職員のほか､第36次調査では(株)埋蔵文化財サポート(調査員田中顕・

池田あゆ子）が担当した。

５．遺物実測・トレースなど報告書作成に伴う現地調査終了後の諸作業については調査員のほか、大分県教育庁

埋蔵文化財センターの整理補佐員が大部分を行ったが、陶磁器の一部については（株）岡三リビック（第３６

次調査）．（有）九州文化財リサーチ（第55次調査）に委託した。

６．出土遺物ならびに図面・写真等は大分県教育庁埋蔵文化財センター（大分市大字中判田字ビワノ門1977番

地）において保管している。

７．本所で使用する方位はいずれも座標北である。旧日本測地系と座標値については世界測地系の数値を併記し

ている。

８．本書で使用する遺構略号は以下のとおりである。

ＳＤ（溝)､SＢ（掘立柱建物)､SＫ（土坑)､SＥ（井戸)､SＦ（道路)､SＡ（柱穴列)､SＰ（柱穴および小穴)､SＸ（性

格不明土坑および集石土坑）

９．本書で使用した出土遺物の分類については、以下の文献による。

青花小野正敏「１５～１６世紀の染付碗・皿の分類と年代」（『貿易陶磁研究」No.21982年）

青磁上田秀夫「１４～１６世紀の青磁碗の分類について」（｢貿易陶磁研究」No.21982年）

白磁森田勉「１４～１６世紀の白磁の分類について」（『貿易陶磁研究」No.21982年）

備前系陶器乗岡実「中世備前焼喪（壷）の編年案」・「備前焼播鉢の編年案」（｢第３回中近世備前焼研究会

資料付第１回・第２回研究資料」所収2000年）

乗岡実「近世備前焼播鉢の編年案」（｢岡山城三之曲輪跡一表町一丁目地区再開発ビル建設に伴

う発掘調査一」岡山市教育委員会2000年）

中国南部製焼締陶器鉢吉田寛「中世大友府内町跡出土の産地不明焼締陶器について」（｢貿易陶磁研究」

No.282003年）

京都系土師器塩地潤一「大友領国内における京都系土師器の分布とその背景」（｢博多研究会誌」第６号

1998年）

塩地潤一「九州出土の京都系土師器皿」（｢中近世土器の基礎研究」ＸⅣ1999年）

坂元嘉弘「」

河野史郎「大友府内４－中世大友府内町跡第４次発掘調査報告書一」大分市教育委員会

2002年

１０．魚骨・獣骨については、独立行政法人国立歴史民俗博物館の西本豊弘教授に同定を依頼し、原稿を頂いた。

11．本書の執筆・編集は高橋信武が担当した。
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序文

本書は、大分県教育委員会が大分県大分駅周辺総合整備事務所の依頼を受けて

実施した県道庄の原佐野線事業に伴う、中世大友府内町跡第３６次・第５５次調査

の発掘調査報告書です。

大分市には旧石器時代以来の多数の遺跡が存在します。古代・中世には豊後国

の中心として豊後「国府」や「守護所」が置かれていました。戦国時代には大友

氏館を中心にして周辺には「府内町」が広がっていました。この範囲では近年、

ＪＲ線路の高架化や国道１０号の拡幅に伴い発掘調査が行われ中世の町跡としては

全国的にも注目されています。

今回調査した遺跡は中世大友府内町跡のうち、大友氏館跡の南側にあったとさ

れる御蔵場の南部付近や外側の町屋跡一帯を調査した報告書です。１５世紀・’６

世紀の遺構・遺物を多数検出し、この地で長期にわたる生活活動の展開したこと

が窺われます。

本書が、埋蔵文化財の保護に向けて、また地域の先人の生活を理解する資料と

して、さらには学術研究の一助として活用されれば幸いです。

終わりに、長期間にわたる発掘調査に御支援、御協力をいただきました関係各

位に、衷心から感謝申し上げます。

平成20年３月３１日

大分県教育庁埋蔵文化財センター

所長福田快次
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第１章はじめに

第１章はじめに

第１節調査の経緯

１．調査に至る経過

発掘調査の発端となった庄の原佐野線は、高速道路の大分道の椎迫出入り口（庄の原にある）か

ら東に向かって直線的に延びた路線であり、大分駅付近連続立体交差事業に伴って建設工事が実施

されている。現在、国道１０号と直交する地点までの工事を来年度までに行うことが決定している。

今後の予定としては、名称が示すとおり大分川を越え古代大分郡衝（今でいう大分市役所）所在地

に想定されている下郡の平野地帯を抜け、明野丘陵に上りさらに大分市東部の佐野に至る予定であ

る。

路線は国道１０号に合流する直前に中世豊後の中心都市であった府内を通過する。中世末期に豊

後守護であった大友氏が廃された際に当時の城下町も捨てられ、別の場所に近世の城下町が作られ

たのが現在の大分市市街地の始まりであった。第二次大戦中の空撮写真をみると、近世城下町の東

南部外側に郊外の耕作地帯として存在するのが豊後府内町のあった場所である。戦後は建物も多く

見られるようになった。庄の原佐野線と中世大友府内町跡の位置関係は、近世初頭に描かれた「府

内古図」によれば御蔵場南端部およびその西側から東南側に該当する。「府内古図」は中世末期の

情況を回想した地図であり、それ以前の府内の状態は示されていない。最近の発掘調査によれば中

世末期以前にはその後埋められた多数の堀があったことが分かってきたが、絵図には描かれていな

い。

以上のように庄の原佐野線は中世大友府内町跡と重複するため、大分県教育委員会は大分県土木

建築部と協議を行い工事に先立ち発掘調査を実施することとなった。

大分駅付近連続立体交差事業に伴う大分県教育委員会による中世大友城下町跡の発掘調査は、平

成１１（1999）年８月から始まった。また、国土交通省も城下町跡を南北に貫いて国道１０号の拡幅

と一部路線変更した国道１０号古国府拡幅事業を平成１２（2000）年度から本格的に実施しており、

これにも大分県教育委員会が対応し発掘調査を重ねている。県とは別に大分市教育委員会も民間開

発や大友氏館跡と万寿寺跡の史跡指定のため中世大友城下町跡の発掘調査を実施してきており、調

査個所の混同を回避し遺跡の理解を容易にするため県市を越えて一連の調査次数を付している。中

世大友城下町跡を‘性格によって二分し遺跡全体は「中世大友城下町跡」とし、中心部にあった大友

氏の館跡を「大友氏館跡｣、周辺の町屋部分と御蔵場等を「中世大友府内町跡」と区別している。

現在までに実施した庄の原佐野線が関連する御蔵場周辺の発掘調査は、今回報告する平成１４

(2003）年１０月から平成1５（2004）年３月に調査した府内町跡第36次調査と、平成１６（2005）年

５月から平成1７（2006）年１０月に調査した府内町跡第55次調査である。このほか今回調査場所に

直接隣接する調査例には、第４１次調査（2005年度)･第６9次調査（2006年度)･第７5次調査（2006

年度）・第７7次調査（2007年度）がある。なお現地調査にあたり、発掘作業員を含んだ調査支援

委託を第69次調査・第７5次調査・第７7次調査に導入した。

第３６次調査区は庄の原佐野線の道路下に埋設する金池放水路部分にあたり、工事の中では先行

して行う必要があった。その年度はＪＲ久大本線高架化に伴う中世大友府内町跡第３１次調査区の

調査を年度前半に行ない、その調査終了後、幅４０ｍ程度ある庄の原佐野線の南部に幅８ｍで設定

した第３６次調査区を調査した。

発掘調査と工事との関係について触れれば、原則的に工事予定地が県によって買収されることに

より調査が可能になった時点で発掘調査を実施してきた。２００７（平成19）年１０月には、工事計画

１
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■

が確定している場所におけるすべての現地発掘調査を終了した。今後は今回報告していない調査個

所の報告が残されている。

２．調査の体制

大分駅付近連続立体交差事業に伴う中世大友城下町跡の発掘調査、国土交通省による国道１０号

関係の発掘調査に加え、この遺跡中心部には「大友氏館跡」も想定されており、１９９９（平成１１）

年度からは国指定史跡化のために範囲や性格を把握するため確認調査が大分市教育委員会が実施さ

れている。このように大規模な事業が重要遺跡に近接して実施される状態であるため、事業と遺跡

保存の調整が行われる場面も想定できることから県及び市教育委員会では文化庁と協議して調査指

導者会を開催することとした。２０００（平成１２）年度から大分県教育委員会と大分市教育委員会と

が各１回主体となって年２回開催し、指導者会の指導を受けながら調査を実施して現在に至った。

本書に報告する２００３（平成15）・２００５（平成17）年に発掘調査した府内町跡第３６次・第５5次

調査は以下の体制で調査した。役職名は調査当時のものである。

調査指導者河原純之（千葉大学文学部教授）

後藤宗俊（別府大学文学部教授）

小野正敏（国立歴史民俗博物館教授）

坂井秀弥（文化庁記念物課文化財担当調査官）

2003（平成１５）年度

大分県教育庁文化課

課長今永一成

参事兼課長補佐麻生祐治

大型事業担当

主幹高橋信 武

嘱託細川 愛

嘱託生野令子

2005（平成１７）年度

大分県教育庁埋蔵文化財センター

所長渋谷忠章

調査第一課長栗田勝弘

大型事業担当

主幹高橋信武

嘱託河原英明

第２節遺跡の立地と環境

１．地理的環境

調査区が位置するのは大分川下流域である。調査区が位置するのは大分川下流域である。流域左右には標高約１００ｍ以下の段丘地形が展開す

る。左岸には上野丘丘陵がありその西側にはやや高い庄の原面がある◎右岸の明野台地は西が高く、

東に向かって段々に下がる段丘地形である。これらは120万年位前海底に堆積した層が海水面上昇

に伴う大分川と大野川の下刻により複数の段丘面として形成されたものである。

２．歴史的環境

現在の大分市市街地は近世初頭に新設された城下町に由来する。鎌倉時代以来豊後国を支配した

大友氏は豊臣秀吉のために除国されてしまう。中世後半の下勉上を生き延びた我が国でも数少ない

守護大名大友氏は薩摩の島津氏のように近世にまで続くことはできなかった。替わって入国した福

２
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原氏は大友時代の城下町よりも海岸寄りで、かつ西側に府内城（別名荷揚城と言うのは海岸から荷

揚げできるという意）を造り、それに伴い内陸側に城下町を造った。府内城は石垣を多用し、本丸

を中心に二の丸、三の丸を廻らせ防禦に意を注いだ縄張りである。城下町の周囲は外側とは堀で区

画し、出入り口は数カ所に限定されていた。明治三十年代に初めて作られた五万分の一図でも、当

時の市街地は城下町の範囲に止まっている。大分駅は城下町の南側にあたり、駅前広場の北方を東

西に走る外堀通りが府内城下町の南を画する堀跡である。したがって現在の府内城跡は大友時代と

は無関係の存在である。

大友時代の城下町は中世末期の島津侵攻による大火（1586年）で焼け、以後放棄されたと思わ

れてきたが、最近の発掘調査では火事以前の道筋を踏襲し少なくとも一部で復興していたことが分

かってきた。島津侵攻大火の焼土面に切り込んで溝や柱穴が一部の調査区で見つかっている。大友

時代の城下町の情況はキリスト教の宣教師が残した記録に断片的に現れている。しかし、当時描か

れた地図は存在しない。大友時代を示すものとして知られている「府内古図」は江戸初期に描かれ

たとされている。それでも島津侵攻前の府内の記憶が写されているのは疑いない。

第３節報告書作成にあたって

１．府内古図と御蔵場周辺

中世末の府内を近世初頭に描いたとされる「府内古図」の研究によれば、同図の成立年代は

1634年を遡らず､古い方からＡ類→Ｂ類→Ｃ類と分類されている。1980年代後半に編集された｢大

分市史」では同図を現地に比定する作業が行われている。それによれば今回報告する第55次調査

区は市史の想定では御蔵場の東南端部に、第36次調査区はその外側の道路・「魚之店」・「ノコギリ

町」に該当する。ただし、御蔵場の名称は一番新しいＣ類にしか記載されていない点の背景は不

明である。「府内古図」には東西方向の道路のほかに南北方向の道路が４本描かれている。このう

ち東から二番目の南北道路は市史では二之大路と仮称されているが、大友関連のほかの発掘調査報

告書にならい第２南北街路を使用する。

２．本書で使用する中世大友城下町跡出土の土師質土器編年

遺構の時期を判断するに際し主に土師質土器を用いることになるが、本書ではこれまでに出版さ

れた中世大友城下町跡の発掘調査報告書や京都系土師器に関する研究を踏襲することにする。中国

製陶磁器類・備前焼等については、例言で触れたとおりである。

３．整理作業の経過

中世大友府内町跡第３６次調査区と第55次調査区の整理作業は2007年度におこなった。報告す

る遺物はほとんど埋蔵文化財センターの整理補佐貝が実測図を作成したが、陶磁器類のうち第５５

次調査区の一部は（株）岡三リビックに、第36次調査区は（有）九州文化財リサーチに委託した。

整理作業のうち、水洗･注記･接合の基礎作業は第36次調査区を石井蓉子･岩本真由美･河野清美・

吉田ひとみが、第55次調査区を安部典子･石井蓉子･今別府洋･田端里美･姫野真知子がおこなった。

実測図作成作業と同製図作業は第36次調査区を赤嶺博美・小野千恵美・田嶋智子・西嶋スミエが、

第55次調査区は麻生麿美・安部明美・上杉里枝子・上田はるみ・大嶋のぞみ・金丸涼子・佐藤綾・

松本ひとみが分担した。陶磁器類については吉田寛の教示を得た。現地での遺構実測は調査員のほ

か、（株）埋蔵文化財サポートシステムに委託した。

３
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第１図調査灰付謂灰
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第２章中世大友府内町跡第36次調査区

第１節調査区の設定

発掘および遺構実測・遺物採上げにおいては、旧国土座標軸に基づいた１０ｍ方眼で調査区を区

画した。この方眼は周辺の中世大友城下町跡発掘調査と共通のもので、南北にアルファベットを、

東西に二桁のアラビア数字を用い、例えばＸ６４１Ｘ・Ｙ６５区というようにした。

第２節遺構の概要と基本層序

調査区南壁の層序を基に調査区全体の基本層序を説明する。

現耕作土：調査着手時点で調査区の表土は南側の耕作地に運ばれていた。そのため南側耕作地は

嵩上げされている。旧地主によれば野菜を栽培し、ある程度成長した時点で斜め方向に成長度合い

が異なる線状の場所が例年現れたという。この部分では中世の砂利敷き道路面を検出した。

焼土層：現地は近世以降は水田として利用されており、市街地近郊地として開発が進んだのは近

年のことである。水田床土の高さでは焼土が混入しており、主に1586年の島津侵攻による火災の

痕跡である。中世の遺構はこの面に掘り込まれるものが最後で、これより下層に５０cm前後が中世

の遺構が重複して存在する。

遺構番号の少ない順に図版を並べたので､時間的には前後する場合があることを断っておきたい。

第３節近世の遺構と遺物

この節でとり上げるのは、中世府内町が近世府内城下町に移転した後の遺構と遺物である。調査
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第２章中世大友府内町跡第36次調査区

第36次調査区遺栂一覧表

本報告での

遺構番号
旧遺栂番号

過椴の

性格
遺栂の位匝 遺栂の時期 特記事項

SＦｌ 道 Ｃ･Ｄ区 16世紀 青花

SＫｌ Ｓｌ 土坑 F64区 近世 １４．１６世紀土師器､古伊万里
SＫ２ S２ 土坑 A65区 近世

SＫ３ S３ 土坑 A65区 近世 陶胎染付

SＫ４ S４ 土坑 B64区 近世 唐津系陶器･タイ製四耳壷
SＫ５ S５ 土坑 A65区

SＫ６ S６ 土坑 B64区 焼土の詰まった穴

SＤ７ S７ 櫛 F65区 肥前系磁器碗
SＤ８ S８ 櫛 D64区

SＫ９ S９ 土坑 B64区

ＳＥ1０ SlO 井戸 E65区 16世紀末葉以降 六角形石組･桶材･食膳用台

ＳＤｌｌ Ｓｌｌ 櫛 F65区

SＫｌ２ Ｓｌ２ 土坑 Y65区 １６世紀末葉以降 天目碗･鮒渦･坤瓦
ＳＤｌ３ Ｓｌ３ D64区 SD8に切られる

SＥｌ４ Ｓｌ４ 井戸 Z64区 16世紀末葉以降 六角形石組･備前焼･風炉･木製品

SＤｌ５ Ｓｌ５ F65区

ＳＤｌ６ Ｓｌ６ 櫛 F65区

ＳＫｌ７ Ｓｌ７ 土坑 E64区

SＥｌ８ Ｓｌ８ D64区 16世紀末葉以降 琳渦･青銅製品･平瓦
ＳＫｌ９ Ｓｌ９ 土坑 B65区

SＤ２０ S2０ 櫛 D65区 16世紀中葉～後葉 土錘･瓦質火鉢･土師器･鉄釘

S2１ D65区

SＫ２２ S2２ 土坑 B64区

SＫ２３ S2３ 土坑 Z64区

ＳＥ2４ S2４ 井戸 A64区 １６世紀中葉～後葉 井戸側は桶｡漆器椀

SＫ２５ S2５ 土坑 F64区 近世

SＫ２６ S2６ 土坑 B64区 １６世紀末葉以降 石臼･瓦質火鉢･帝花

SＫ２７ S2７ 土坑 B64区 16世紀末葉以降 赤間石製硯

S2８ B64区

SＫ２９ S2９ 土坑 F64区 近世

SＫ３０ S3０ 土坑 Y64区 16世紀中葉～後葉 石臼がSK72のものと接合

SＫ３１ S3１ 土坑 F64区 近世 青花皿

SＫ３２ S3２ 土坑 F65区 近世

SＫ３３ S3３ 土坑 F64区 近世

SＫ３４ S3４ 土坑 Z65区 16世紀中葉～後葉 琳渦8点･輪の羽口

SＫ３５ S3５ 土坑 A64区 16世紀中葉～後葉 天目碗

SＫ３６ S3６ 土坑 B64区 16世紀中葉～後葉 景徳鎮青花

SＫ３７ S3７ 土坑 B65区 近世 内野山窯皿

SＫ３８ S3８ 土坑 B64区 16世紀中葉～後葉 砥石･石臼･埠瓦

SX3９ S3９ 土坑 B64区 近世 操の小集中

SＫ４０ S4０ 土坑 D64区

SX41の下 S41の下 D65区 １４世紀中葉～後葉

SＸ４１ S4１ D65区 16世紀末葉以降 京都系土師器

SD42a S4２ 櫛 Y65区

SD42b S4２ 櫛 Y65区 １６世紀前葉～中莱

SD42c S4２ 櫛 Y65区 １６世紀前葉～中葉

SＤ４３ S4３ 櫛 X65区 16世紀前葉～中葉

SP44 S4４ 柱穴 E64区

SＫ４５ S4５ 土坑 E64区 16世紀中葉～後葉 常淵焼

SＫ４６ S4６ 土坑 E65区

ＳＫ４７ S4７ 土坑 E65区 16世紀前葉～中葉 なし

SＫ４８ S4８ 土坑 F65区 16世紀中葉～後葉 遺物なし

ＳＫ４９ S4９ 土坑 F65区 １４世紀中葉～後葉

ＳＫ５０ S5０ 土坑 E65区

ＳＫ５１ S5１ 土坑 A65区 １６世紀末葉以降 京都系土師器･風炉･石臼･東播系

ＳＫ５２ S5２ 土坑 B65区 １６世紀末葉以降 風炉･備前交叉拙目播鉢

ＳＫ５３ Ｓ5３ 土坑 E65区

SＸ５４ S5４ B64区 １６世紀前葉～中葉 京都系土師器皿二枚頭ね

SＫ５５ S5５ 土坑 B64区 16世紀末葉以降 タイ製四耳壷･近世ｌｂ期備前播鉢

SＤ５６ S5６ 櫛 C65区 14世紀前葉 磯の詰まった穴

SＫ５７ S5７ 土坑 C65区 16世紀末葉以降 磯の詰まった穴

SＫ５８ S5８ 土坑 C65区 16世紀末葉以降 瓦質土器の皿

SＫ５９ S5９ 土坑 D64区 14世紀中葉～後葉

SＫ６０ S6０ 土坑 F65区 １４世紀中葉～後葉

SＫ６１ S6１ 土坑 E64区 １６世紀中葉～後葉 備前焼播鉢

６
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本報告での

遺構番号
旧遺椴番号

遺栂の

性格
遺構の位置 遺椴の時期 特記事項

SＫ６２ S6２ 土坑 B64区 16世紀末葉以降 天草砂岩製砥石

SK63 S6３ ｌ坑 C65区 16世紀末葉以降 京都系土師器･瓦簡鍋

SＫ６４ S6４ 二！ 坑 B64区

SＫ６５ S6５ 」坑 D64区 14世紀前葉

SＫ６６ S6６ ゴ坑 D64区 13世紀 吉備系土器

SＫ６７ S6７ ｌ坑 Ｃ6４ 16世紀末葉以降 遺物なし

SＸ６８ S6８ D64区 灰層

SＫ６９ S6９ 土坑 C64区 16世紀前葉～中葉 丸瓦

SＫ７０ S7０ 土坑 C65区 16世紀末葉以降 備前焼壷

SＫ７１ S7１ 土坑 Y64区 16世紀前葉～中葉 高麗青磁

SＫ７２ S7２ 土坑 Z64区 16世紀中葉～後葉 石臼･瓦

SＫ７３ S7３ 土坑 C64区 16世紀前葉～中葉 遺物なし

SＤ７４ S7４ 櫛 C65区

SＫ７５ S7５ 土坑 A64区 16世紀中葉～後葉 土師器

SＫ７６ S7６ 土坑 A64区 l5ilt紀後葉

SＫ７７ S7７ 土坑 A64区 15世紀後葉

SＫ７８ S7８ 土坑 A64区 １６世紀中葉～後葉 遺物なし

SＫ７９ S7９ 土坑 Z64区 16世紀中葉～後葉 京都系土師器
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SＫ８２ S8２ 土坑
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SＫ８４ S8４ 土坑 Y64区

SＫ８５ S8５ 土坑 A65区 16世紀前葉～中葉

SＫ８６ S8６ 土坑 Y64区

SＫ８７ S8７ 土坑 Y64区

SＫ８８ S8８ 土坑 A64区 １６世紀中葉～後葉 津州窯背花碗

SD89 S8９ 櫛 Y65区

SＤ９０ S9０ 櫛 Y64区

SＸ９１ S9１ Ｄ64区区 14世紀前葉前後

SD92 S9２ 櫛 Z64区

SD93 S9３ 櫛 Z6５

SＤ９４ S9４ 櫛 Z65区

S9５ Z65区

ＳＤ９６ S9６ 隙 Y64区

SＤ８９ S9７ 慨 Y65区 14世紀中葉～後葉 SD89と番号重複

SＤ９８ S9８ 陣 Y64区

SＤ９９ S9９ 厳 Y64区

SK100 SlOO ,坑 A65区

SKlO7 SlO7 土坑 Y64区

SDlO8 SlO8 C64区

SDlO9 SlO9 櫛 C65区 13世紀 亀山焼･瓦質鍋

SD110 SllO 脚 C64区 15世紀後葉

SDlll Ｓｌｌｌ 牌 C64区

SDll2 Sll2 慨 C65区 15世紀後葉

SDll3 Ｓｌｌ３ 櫛 B64区

SKll4 Sll4 土坑 C64区

SDll5 Sll5 櫛 C64区

SKll6 Sll6 士坑 B64区

SDll7 Sll7 櫛 C64区

SKll8 Sll8 土坑 C64は 13世紀 青磁鍋蓮弁紋碗

ＳＰｌｌ９ Sll9 柱穴 D65区

SDl20 Sl20 櫛 C65区

SDl21 Sl21 櫛 C64区 15世紀後葉

SDl22 Sl22 櫛 D65区
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2ｍ

5.0,

0

区全体に中世層の上に水田床土が分布するので、近世には水田として利用されていたものと思わ

れる。近世・中世の遺物を含む遺構を標高5.2ｍ前後で検出した一ＳＫ1.2.24.25.29.31～33.37.

39．同一場所で繰り返し掘り返した状態である。溝状遺構ＳD７．８．１５．１６もこの時期である。同

じ面に存在する近世の遺構である。操を多量に詰めた土坑がＢ区からＣ区に集中していた。出土

遺物は中世のものを含むが、一部に江戸時代初め頃の遺物が出土している。報告では各出土遺物に

従って記述するが、これらは一括して江戸の可能性がある。

近世の遺構･遺物代表的なものを説明する。SKl(第８図ｌ～７)のｌは１４世紀の在地系土師器皿、

2は１６世紀末頃の京都系土師器皿。３は１８世紀前葉の古伊万里梅樹紋碗。ＳK2(第８図)は標高5.2

ｍ前後で検出した浅い円形の土坑である。SK29からは第47図の遺物が出土している。

ＳＫ３出土遺物（第１５図１．２．９）１．２は口縁部が外湾する形態で、外面に牡丹唐草紋、見込

みに宝相華紋をもつＢ1群皿。

ＳＫ２９（第７図）Ｆ区北部の近世の土坑が重複した場所にある。長さ６，，幅4.2ｍ､深さ0.5ｍ・

出土遺物（第５１図１～３）中世の遺物が混入したものである。

ＳＫ３１（第１０図）Ｆ６４区の標高5.2ｍ前後で検出した浅い不整形の土坑である。

出土遺物(第１ｌ図ｌ～３)ｌは碁笥底の青花皿Ｃ群。２は吉備系土師器。３は四面を使用した砥石。

ＳＫ４（第１２図）標高5.2ｍ前後で検出した方形の土坑で、南半分は掘り下げ過ぎた。内部には

川原石多数が廃棄されていた。埋土は上層から焼土を多量に含む砂質土、焼土を少量含む茶褐色砂

質土、焼土を含まない茶褐色土の順であった。肥前系磁器(6)、唐津系陶器溝縁皿（８）を伴うの

で近世初頭の遺構である。第75図のタイ製四耳壷の破片も出土している。

ＳK３．５（第１４図）Ａ６５区に位置する浅い土坑である。ＳＫ３出土遺物には１８世紀前半の陶胎染

付け（第１５図３）があるので、近世の遺構である。

ＳＤ７（第５図）Ｅ区にある溝状遺構で、西側のＳＤ８と連続的な状態を示す。

ＳＤ７出土遺物（第１６図ｌ～６）３は肥前系磁器碗である。

ＳＫ３７（第６９図）Ｂ64.64にあり、ＳＫ５２とＳＫ３８の間に位置する。篠を集中的に廃棄したよう

な土坑である。出土遺物に１７世紀前葉の遺物があり、遺構の所属時期の一端を示すものである。

‐－－－－４．５ｍＬ一二二＝一

第７図ＳＫ１・ＳＫ２５・ＳＫ２９・ＳＫ３２・ＳＫ３３実測図

1２
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第２章中世大友府内町跡第36次調査区

掘込み面は検出位置よりも上に想定する。

出土遺物（第６１図６～８，第69図）６～８は石臼。第72図１．２は京都系土師器、３は１７世

紀後半の長崎県内野山窯製皿で、茶褐色。４．７は瓦質土器、５．６は備前焼播鉢。これらは１５世紀

から１７世紀までの年代幅があり、１７世紀に一括して廃棄されたとみられる。

第４節中世の遺構と遺物

中世に属す遺構を新しい段階から説明する。

○１６世紀末葉以降の遺構と遺物

概要この段階は京都系土師器が３期で備前焼播鉢が交叉福目をもつこと（近世ｌｂ期）を主な特

徴とする。年代が分かる遺構には、井戸（SE）２基･土坑（SK）６基･道路（SF）１条･喋列（SX）

１基がある。土坑のうち、喋の詰まったＳK２６．３８．５１．５２．５５～５７．６２．６４．６３等は近接した

場所にあり、すべてから同じ時期の遺物が出ている訳ではないが、おそらく年代は１６世紀末葉以

降であろう。火災跡地の片付けに伴うゴミ穴の場合、近世に下るものもありうるが、遺物面からは

判断できない。

ＳＥ1０（第１７～１９図）Ｅ区中央で検出した。検出面では喋が散乱していたが、０．８ｍより下に

は凝灰岩板石を六角に三段組んだ井戸側があり、基部には重量分散のためか４枚の板石を並べる。

最下部の掘削は桶の水溜部分だけである。井戸の壁を観察すると、標高約2.7ｍの砂層が湧水層と

なっており、ここからの水を利用している。上部には木製井戸枠があったのか、板石を一段抜いた

のか解釈が分かれる。

出土遺物（第20～22図）第20図ｌは中国南部製の焼締陶器､２は備前焼喪､３は東播系こね鉢。

４は瓦質土器、５は平瓦、６は杉の板材で井戸水溜の桶材である。第２１図１．２は中国南部製焼締

陶器、３～６は備前焼播鉢で、５．６は近世１期の交叉播目をもつもの。７は増渦、８は瓦質の火鉢、

９は京都系土師器、１０は結晶片岩製砥石である。第22図ｌは？州窯系青花碗。２は杉の桶材、３は

食膳用台である。

ＳＥｌＯは出土遺物に交叉福目をもつ備前焼播鉢や中国？州窯青花が存在することから、１６世紀第

４四半期に廃絶した井戸である。

ＳＥ1４（第23～25図）Ｚ区西部の標高5.1ｍ前後で検出した井戸である。掘方は逆円錐状で底

面は平らである。水溜は桶一段作りである。桶の板は一周２２枚からなる。桶の高さの三分の二ほ

ど埋めた段階で、井戸側を支える凝灰岩を花弁状に配し、その上に六角形に四段、凝灰岩板石を積

んでいる。断割り観察によると、板石を一段積む毎に背後を埋め立てた状態がみられる。標高４ｍ

以上は井戸側を抜いたようには見えず、桶が腐朽したものと思われる。埋土１よりも上の第４層は

井戸を埋めた層であろう。この井戸の廃絶時期は交叉播目の備前焼播鉢から判断した。上部構造に

ついてはＳＥ１０と同様である。

出土遺物（第26～28図）ｌ～４．７は瓦質土器で、１．４は火鉢、２．３．７は鉢、である。５は

裏込めから出土した１５世紀の備前焼喪である。６．８も備前焼喪。第27図ｌ～４は備前焼、３は交

叉播目の近世１期播鉢。４も近世１期の特徴をもつ。５は天目碗、６は瓦質風炉の穴空き部の上、７．

1８
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８は琳渦、９は漆器椀で、赤い紋様をもつ。１０．１１は？瓦である。第２８図ｌは凝灰岩製の輪羽口

で図の左は赤変している。２は揺り粉木状の木製品。３は側面に削り面が多い木製品。４は中心か

ら放射状に分割した木材。５～７は鉄釘。
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２５

也
両 1７ ７:暗灰色土。粒状の褐色のマンガンを含む。磯を多量に含む。もろい。

８:灰褐色土。しまりが良く粒状のマンガンを含む。
９:褐灰色土。小磯を中量に含む。やや粘質。

１０:褐色土。灰色ブロックを含む。ややもろく粘質。マンガン少且を含む。
11:褐茶灰色粘質土。灰色ブロックを含む。マンガン少■を含む。
１２:灰褐色粘質土。マンガン少量を含む。

13:褐灰色粘質土。ややシルト質。灰色ブロックを含む。
14:褐色粘質土。ややシルト質。灰色ブロックを含む。
１５:褐灰茶色。灰色シルトブロック・マンガン・磯・炭化物・焼土を含む。
１６:暗灰褐色。粘質土。磯を含む。

17:淡褐色土。粘質土。灰色粘土ブロックを下眉に含む。
マンガン少量。炭化物・健士澄量。ややシルト質。

１８:淡褐色士ら

１９:暗褐灰色粘質土。灰色粘土ブロックを含む。ややシルト質。
20:暗褐灰色粘質土だが、１９よりも灰色粘土ブロックは少なく、ややシル20:暗褐灰色粘質土だが、１９よりも灰色粘土ブロックは少なく、ややシルト質。
21:暗褐色土。マンガン少量を含む。
22:褐灰色粘質土。ややシルト質。上部に淡灰色ブロックを含む。
22:凝灰岩
23:昭灰色粘質土。ややシルト質。マンガンを含む。炭化物微量を含む。
24:暗灰色粘質±。ややシルト質。マンガンを含む。
25:暗黒灰色粘質土。
26:暗褐灰色粘質土。
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1:床土の酸化±を含む硬化

土層。
2:砂質灰褐色土。

マンガン(1ｃｍ前後)を含む。
3:2よりも明るい灰褐色土。

ＳＫ１２（第２９図）Ｙ６５区東端で検出した。篠の上端は標高5.3ｍ。近世水田の床土酸化層直下

で検出した浅い楕円形の土坑である。出土遺物からではなく、検出面の位置からこの時期に置く。

出土遺物（第３０図ｌ～３）ｌは天目碗、２は財渦、３は噂瓦、４は鉄釘である。
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第２９図ＳＫ１２実測図
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3２

ＳＸ４１（第３１図）Ｚ６４区で牒が長さ３．５ｍにわたって平面的にまとまっていた部分である。検

出面の標高位侭と周辺から出土した遺物からこの時期に殻〈。側面から見ると標高５ｍ付近に人工

的に並べた状態である。

出土遺物（第３１図１～３）ｌは１期の京都系土師器皿で、２は東播系のこれ鉢、３は近世１期の

備前焼揺鉢である。
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第３１図ＳＸ４１遺構及び出土遺物実測図

９０

10

５０，「

４５斤

■
。
■
■

第２軍中世大及府内町跡輔３６次捌在Ⅸ

豆ミーーニ１ﾆーニヲフ



第２章中１１t大友府内町跡第36次淵在Ⅸ

ＳＦ１（第３２図）調査区中央部を北西から南東に斜行する道路である。現地にはこの延長上に耕

作区画の境界線が北に向かって延びており、現在の境界線は中世の道路と何らかの関連性をもつも

のとみられる。この道路は、「府内古図」で御職場の南から西側に描かれている道路と同一のもの

である。路面は砂利の分布として捉えられ、上面は硬い。砂利は散乱した状態であり、直線的に道

路を示す状態ではなかった。断面観察によれば、何度か若干位置を微妙に変動させながら、存続し

たようである。

出土遺物（第１４０図１０．１１，１４～１７、第141図13，第147図ｌ～１１，第１５３図90）道路の砂

利層中から第１４７図ｌ～１１，第153図90が出土した。砂利層の直下で出土したのが第146図18、

道路砂利層から３０cm下で出土したのが第142図２．７である。
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第２章中世大友府内町跡第36次調査区

Ｉ

ＳＫ１８（第33図）Ｄ区北西部にあり、半分は未調査区に属す蝶を多量廃棄した土坑である。近

世の溝状遺構ＳＤ８の西で検出した。検出面は近世水田の床土直下である。篠に混じって人工遺物

が出土した。

出土遺物（第３５～３７図）第35図では、ロクロ目を残す在地系土師器（１）やｌ～２期の京都

系土師器（2）もあるが、３～８の京都系土師器は３期である。９．１０は附渦、１１は備前焼壷、１２．

１３は瓦質の火鉢である。

第３６図ｌ～４は備前焼、３は中国南部製陶器、５．６は青銅製品、７は容器状の凝灰岩製品、８は安

山岩製石臼で故意に打ち割った痕跡がある。９は軟質の凝灰岩に彫り込んだ用途不明のものである。

第37図ｌは平瓦で、内面は紐で切り離す技法が明瞭である。長さ３１cm，幅23.8cm。
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第２章中世大友府内町跡鋪３６次捌在灰

ＳＫ２６（第３８図）Ｂ区北部にあり、一部は調査Ⅸ外に延びる。北部は篠が詰まる状態で、篠の

上面は標商5.2ｍにある。南部は磯がなく、別の穴が重複したものである可能性が強い。

出土遺物（第３９．４０図）第39図１は中国景徳鎮窯の青花皿。２は？洲窯系青花碗。３は青銅製

品で鍵か。４～６は鉄釘。第３９図ｌは禰臼、２は瓦質火鉢、３は流紋岩製の変形砥石で、上下の二

面をよく利用している。

ＳＫ２７（第５図）Ｂ区中央、ＳＫ３６の北側にある小型の土坑である。

出土遺物（第５１図4）赤間石製の硯である。上下両面使用可能。
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１０ＣｒＴ

ＳＫ５１（第４１図）Ａ６５１又西部で検出した際で二辺をl刑まれた遣榊である。東西約３ｍ、南北は

現状で2.9ｍである。内側に向いた際は積み重ねた状態であった。方形竪穴の可能性がある。調交

区南側土層図（策３図）に標高4.9ｍから掘り込まれている。内部に炭化物・灰層が重複して流れ

込んだ状態で堆稚していた。１６世紀前菜の京都系土師器が複数存在するが、近世１期の備前焼も

みられるので、この段階に位股づける。

出土遺物（第４２．４３．６７Ｍ）縮42図１．２は胎土は京都系土師器的で、底部は在地的に糸切り
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第２章中世大友府内町跡第36次調査区

底である。在地系土師器を造っていた職人が京都系土師器を模作した例であろう。３は備前焼瓶で、

肩部と接地面Iこへラ記号がある。４は青花皿、５は白磁、６は陶器香炉、７は土師質の東播系土器、

８は瓦質風炉、９は？瓦である。１０．１１は青銅製品で、１０は小刀。１２は鉄釘、１３は古墳時代の高坪。

第４３図ｌは景徳鎮青花、２は白磁皿破片は、別にＳＫ２に１片、SPlOllに４片、Ａ６４区包含層に

６片分散していた。３．５は京都系土師器、４は在地系土師器。６～８は備前焼、９～１２は石臼。９

と１０はきめの細かい岩質で、おそらく近畿産。１１は凝灰岩製、１２は安山岩製である。第70図ｌ

は土師質の燭台。

ＳＫ５２（第６６図）Ｂ６５区東部で検出した喋の詰まった土坑である。

出土遺物（第67図）２は青磁、３は在地系土師器、４は備前焼の交叉播目播鉢。５は瓦質土器の

鍋、６．８は備前焼で６は蕊、８は瓶。７は瓦質土器の風炉。９は花尚岩製石臼である。

ＳＫ５５（第70図）Ｂ６４区で検出した喋の詰まった土坑である。ＳＫ３８とＳＫ６７に挟まれた位置

に検出した。

出土遺物（第72図ｌ～４）ｌはタイ製四耳壷である。この個体は破片の過半数はここにあった

が、他にもＳＫ１０．２９．３７．５４．６７や包含層にも分布していた。最大径37cm，底径20.4cm、現存高

38.4cmで、胴部下半には紬が掛からない。２は近世ｌｂ期の備前焼播鉢。３は砂岩製の石臼。４は結

晶片岩製の砥石。

ＳＫ５６（第82図）Ｃ区西部、SK63の東北側で検出した喋の詰まった土坑である。時期の判明

する遺物はない。

ＳＫ５７（第８２図）Ｃ区、SK63の東南に位置する喋の詰まった土坑である。

ＳＫ５８（第９２図）Ｃ区中央に位置する不整形土坑である。

出土遺物（第83図ｌ）ｌは瓦質土器の皿。１６世紀後葉の豊後以外からの搬入品である。

ＳＫ６２(第５図）Ｂ区の東端､SK55とSK64の中間に位置する篠の詰まった長さ１．２ｍ､幅0.6ｍ、

深さ０．３５ｍの土坑である。

出土遺物（第89図８）８は天草砂岩製砥石で、長い四面を使用している。

ＳＫ６３（第６５図）Ｃ６５区で検出した喋の詰まった土坑である。

出土遺物（第６５図）１．４は３期の京都系土師器。３は近世１期の備前焼播鉢。５は瓦質の鍋。

ＳＫ６７（第８４図）Ｂ区とＣ区にかけて検出した喋が詰まった土坑である。土坑は１．４５ｍ×１．０

ｍの平面規模で、深さは０．３ｍである。人工的な出土遺物はない。

ＳＫ７０（第92図）Ｃ区南部で検出した。掘り下げの結果、二基の土坑が重複していた。

出土遺物（第93図ｌ）備前焼の壷である。

○１６世紀中葉から後葉の遺構と遺物

概要この段階は京都系土師器の２期の存在を主な特徴とし、ロクロ目の土師器は存在しない。井

戸１基・土坑２基があるだけで、遺構は少ない。

ＳＫ２０（第４４図）Ｄ区南部で検出した長さ２．７５ｍ、幅2.3ｍの円形土坑で、皿状に窪む。北西

部が欠けているのは、中世道路に対して直交する試掘識を入れたため、削ってしまったためである。

標高5,1ｍで検出した。

出土遺物（第４４図ｌ～６）ｌは２期の京都系土師器の皿、２は内面にロクロ目を残す在地系土

師器皿、３は古墳時代の高坪、４は瓦質火鉢、５は土師質の土錘、６は鉄釘である。
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4５

ＳＥ2４（第４５．４６図）

Ａ６４区にある。桶重ね

の井戸側が下部に残って

いたが、縦割り調査中に

崩落したので図は途中ま

でである。掘方内から完

形品の２期の京都系土師

器２点が出土した。一気

に埋め立てた埋土の１９．

２０層に該当し、その際呪

術的な意味で埋納したの

であろう。井戸作製時期

を示す珍しい例である。

その２点は第４０図７と

１０である。井戸側の内部

から漆器椀が出土してい

る（第49図)◎

出土遺物(第47～50図）

第４０図ｌ～３は井戸側

の裏込めから出土した在

地系土師器、４～１４は京

都系土師器である。７．１０

は井戸側を設置する時に、

外側を埋め立てた際に埋

納したものか。平面図(第

４５図）・横方向の投影図

(第４６図下）に示すよう

に、第１９層と第22層と

いう同時に埋められた土

に含まれている。１５は天

目碗、１６～１８は瓦質土

器で、１６は鍋、他は火鉢

である。１９は備前焼蕊で

ある。第４８図ｌは掘方出

土のＢ群の青花皿。２．３

は碁笥底をなすＣ群の皿

で、見込みに寿字が描か

れる。４は井戸側内出土。

ｌ～５は中国？洲窯製の

青花。５は掘方出土。６は

鉄鍋で、口径28.0cmであ

る。第４９図は漆器椀・皿

番号は採上時のもの
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第４８図ＳＥ２４出土遺物実測図

４

である。器形は立ち上がりがiIlI:線的な２．４．７と湾曲気味のその他に分かれる。ｌはｉI径13.4cIn、

器向4.3cm、高台径7.'１cmのIⅢ。１，１１』込みと外而に赤色の紋様がある。２は底部を欠く椀で、外面に赤

色の紋様をもつ。３は口縁部の小片で、外面に赤色の「井」を押し潰したような紋様をもつ椀。４

は底部が厚く、高台が垂直に近く立ち上がる椀で、見込みと外面に赤色の紋様が少し残る。５は器

壁が薄く、外面に赤色の紋様が少し残る。６．７には紋様は認められない。第４３図ｌ～３は木製1V，

で、ｌは六而を削り平坦にしている。発掘時の傷が二而に残る。３．４は棒が折れたもの。４は鉄釘。

5は凝灰岩製で、五輪塔の部材。６は中国銭の成平元宝。

ＳＫ３０（第５２図）Ｙ６４Ⅸ中央にある長さ２．０８ｍ、111m0.72ｍ、深さ().４２ｍの楕Ilj形土坑である。

出土小片がSK72出土の荊臼と接合した。

出土遺物（第５３図１～４）ｌは京都系土師器Ⅲ。２～４は鉄釘。

ＳＫ３４(第54図）Z65区束端にある､'２分だけ調査区にある円形土坑である。現状で幅3.1ｍあり、

深さは０．６ｍ、ＩｌＩ央に向かって窪む。多並の篠と共にⅨl示する遺物が出土した。廃棄土坑、ゴミ穴

である。遺物には１６世紀末葉のものはないが、もう少し古い後葉であるのかは不確定である。

出土遺物（第５６～５９図）特徴的なのは金属関係の作業用具で、琳渦８点があり、第５４図７．９

はlﾉj而に金属の溶融物が付着する。第５７脚１の風炉は口縁部上端が剥げているが、整形時に横方

向に指押さえした跡が残る。４は龍泉窯系脊磁碗。６は輪の羽1-1である。
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４

這霊ヨーーグノ

Ｉ

第５１図ＳＫ２７・ＳＫ２９出十遺物実測図

/~'１

１１

SX3５（第６０図）Ａ６４区の北西で検出した牒群である。長さ２ｍ、幅１２ｍにわたり平面的に

喋が集I|Iしていた。

出土遺物（第６１Ⅸ'５）天ｕ碗である。

SX3６（第６０脳l）Ｂ区中央の標高５ｍで検出した長方形気味の土坑である。浅い土坑と重複し

た状態で、南側もこの土坑ではない。長さ１．８５ｍ、lllIiI1.1ｍ、深さ０．７ｍ・

出土遺物（第６１図ｌ～４）１．２は''１国紫徳鎮窯:iIf花。２の破片がSKll8からも出土した。３は

土錘、４は備前焼。

ＳＫ３８（第６２図）Ｂ区に位置する篠が詰まった長さ１．９３ｍ、幅1.04ｍ、深さ０．３ｍの楕円形土

坑である。

出土遺物（第６３１２１．６４図）ｌ～４は同一個体の備前焼壷である。５は１４世紀の備前焼播鉢、６

は天草砂岩製砥１．iで、長いPLI面を使用している。７は鉄釘、８は坤瓦。第６４図ｌは備前焼播鉢ｏ２

は凝灰瑞製で容器状に窪み、一部貫通する。３は凝灰岩製石臼で、ＳＫ３４から川土した破片と接合

した。
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焼土を5％含む。炭化物は1より多い。

１：黄褐色土。炭化物･焼土を5％含

２：暗褐色土。焼土を5％含む。炭イ
３：黄褐色土。

４：暗褐色土。炭化物が2より多い。
５：黄褐色土。
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ＳＫ４８（第５図）Ｆ区南端の調査区外にかかって標高５ｍ前後で検出した遺構である。出土遺
物がないが、この時期に位置づける。

ＳＫ４５（第５図）Ｅ区東部でＳＤ７に切られた小型土坑である。

出土遺物（第５図）常滑焼き翌で、外面に刻印がある。

ＳK7８．８８（第１０１図）Ａ区にあり、SK51の下位で検出した。掘り下げの結果、二三基の遺構

が重複したものであることが分かったが、前後関係については把握できなかった。ＳＫ７８は南部か

ら東部に篠を並べた状態が認められる。出土遺物が少なく、細かな時期ははっきりしない。

出土遺物（第７７図１１．１４）１１はＳＫ８８出土の中国樟洲窯青花碗である。１４は鉄釘。
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一

１
Ｊ

■■ーーー－－

ＳＫ７９（第１０２図）Ｚ６５区にある篠がやや多並に堆積した土坑である。ＳＤ８０を切るが、ＳＫ７８

との前後関係は掴めなかった。平面形は円で、2.65ｍ×2.0ｍ程あり、中央に向かって窪んでいる。

上部にレンズ状に篠が多数埋没していた。

出土遺物（第103図１．２）二点とも京都系土師器３期の皿である。

ＳＫ６１（第５図）Ｅ区とＦ区の中間に位置する小型の土坑である。

出土遺物（第８９図１．２）６は壷、７は捕鉢で共に備前焼。
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第６７図ＳＫ５１・ＳＫ５２出土遺物実測図
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、

ＳＫ７２（第９５図）Ｚ区北部で検出した楕円形の遺櫛である。

出土遺物（第８９図．９１～９３図）第８９図１は棟の中央上部に

使う瓦である。石英を多く含み、浅横色を呈する。第９１図ｌは京

都系土師器、２は備前焼瓶、３は凝灰岩製臼である。接合した小破

片がSK30からも出土した。第９２図。第９３図は丸瓦である。

ＳＫ７５(第８０図）Ａ区北部にあり､一部が調査区外に出ている。

床面の一部に炭化物が堆祇していた。

出土遺物（第１００凶ｌ～４）ｌは在地系土師器、２．３は京都系

土師器である。３は２期くらいの特徴があり、ｌのロクロ1.1をもつ

ものは混入と見られる。
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Ｉ

○１６世紀前葉から中葉の遺構と遺物

概要この段階は京都系土師器１期とロクロ目の残る在地系土師器が伴う。判明する遺構は少ない。
ＳＸ５４（第70図）B64区南部で出土した京都系土師器皿を二枚重ねたものである。底面が標高

5.40ｍにあった。図示したのは下の一枚である（第74図ｌ)。

ＳＤ４２（第５図）Ｙ区西部の標高4.745ｍ前後で検出した幅20～39cmの溝状遺構である。この

面では付近に少数の小穴以外なく、耕作に関するものと考える。無遺物である。３条が平行に北方

向に並ぶ。どれも深さ4cm程度と浅いｏ

ＳＫ４７（第85図）E65区にある。年代の分かる遺物はない。

一衿一

5.5ｍ

_=<ﾆー ｼ三=<ﾆーッ
5.4ｍ

、

第７０図ＳＸ５４・ＳＫ５５実測図
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第７１図ＳＫ５３・ＳＸ５４出土遺物
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第７２図ＳＫ５５出土遺物実測図



第２章中世大友府内町跡第36次調査区

ＳＫ６９（第７３図）Ｃ区北西部で検出した土坑である。掘り下げの結果、二基の重複と判断した。
遺構の一部は北側の調査区外に出ている。土坑の範囲をはみ出すように、多数の喋が上部から出土
した。

出土遺物（第74図ｌ～４）１．２は１期の京都系土師器皿である。３はやや新しい傾向をもつ。
４は丸瓦である。

ＳＫ７１(第５図）Ｙ区東部に位置し､南北方向に長い土坑である。16世紀後葉のSEl4に切られる。

出土遺物（第93図２～4）２は高麗青磁、３は京都系土師器、４は在地系土師器である。

ＳＫ７３（第99図）Ｃ区北西部に位置する楕円形気味の土坑である。時期の分かる出土遺物はな

いので、この段階に位置づけられるかははっきりしない。

５．０ｍ

4.0ｍ

０ ２ｍ

第７３図ＳＫ６９実測図
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第７４図ＳＫ６９出土遺物実測図

ＳＤ８０（第７５脳l）Ｚ区を北から２６.西方向に振って世線的に走る全長９ｍの溝状遺構である。

埋土下部に砂層・粘土脚があり、水流があったようである。埋没後、ＳＫ７９が掘り込んでいる。上
面の幅は１．３ｍ前後、深さは１．３ｍである。埋土状態の観察によれば、床面の標商３．９ｍのところ
で一度、埋没した溝を掘り直して使った跡がある。床而の商さは北側の方がやや商い傾向にある。

出土遺物（第78図１～８）ｌ～３は在地系土師器､４．５は京都系土師器の１期。６は瓦質の火鉢、
７．８は鉄釘である。

ＳＫ８１（第５図）Ｚ６４区に位置する。この時期とする明確な遺物は出土していない。

出土遺物（第７９Ｍ）ｌは鉄釘である。

ＳＫ８５（第７６図）Ａ６５区にあり、ＳＫ５１の．ﾄ゙位に検出した不整形上坑である。半分くらいは調
査区外にある。

出十置物（第７７図ｌ～８）在地系（１．２）と京都系（３～８）の土師器が出土した。

6９



第２章中世大友府内町跡第３６次調査区

5.0ｍ

4.5ｍ

4.0ｍ

3.5ｍ

2２ 2３

微細砂層。

土暦。

微細砂層。

土。砂が多くパサパサ。

。砂が多くパサパサ。

。微細砂が多くパサバサ

・微細砂が多くパサパサ

・微細砂が多くパサパサ。

１暦:水田床土。酸化硬化層１１層：白灰色の微細砂層。

２層：暗灰色土。酸化鉄が多迅。１２層：暗灰色粘十厩、
３暦:暗灰色土。酸化鉄が多艮。上面床土。１３層：白灰色の微細砂層。

４層:黒褐色±・焼土を含む１４層:暗黄灰色土。砂が多くパ１
５府:黄褐色土。焼土を含む。１５面：暗黄色土。砂が多くパサノ

6a層:青灰色細砂層。焼土を含む。１６層：白灰色±・微細砂が多くノ
6 b層:黄色士書１７層：白灰色土。微細砂が多くノ
6c暦:青灰色粗砂層。１８暦：白灰色土。微細砂が多くノ
６．層:青灰色細砂層。１９層：白灰色砂質粘土。
７層:暗茶褐色士谷２０層:黒灰色粘土・壁の崩落土。
Ｂ層:暗灰色粘土。炭化物がやや多い。２１層:暗黄灰色砂質粘土。
ｇ層:暗黄灰色砂質土。炭化物・焼土若干あり２２層：白灰色砂質粘土・
１０層:暗灰色粘土。２３層:暗灰色砂質粘土。

１層：暗褐色土。酸化した硬化暦。
２層:暗黄褐色土。酸化した硬化層。
３層:暗灰色土。シルト質。
４層:暗黄灰色土。シルト質。
５層：４層とほぼ同じ。

ｅ暦：灰色の微細な砂府。

4.5ｍ

4.0ｍ

3.5ｍ

７層：黄灰色±・シルト質。
Ｂ層：４層とほぼ同じ。

９暦：４層とほぼ同じ。

１０～１２暦:暗灰色。シルト質。
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第７９図ＳＫ８１・ＳＫ８２出士遺物実測図
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１
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○１５世紀末から１６世紀初頭の遺構

概要京都系土師器が現れず、ロクロ目を残す在地系土師器の盛行

する時期であるが、第３６次調査区ではこれに該当する遺構を指摘

できないし、この時期から１５世紀後葉までは明確な遺構・遺物は

存在しない。

■

第７８図ＳＤ８０出土遺物実測図
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○１５世紀後葉の遺構と遺物

概要（第108図）土師器皿はロクロ目出現以前で、器壁が直線的

に外傾する。Ｃ・Ｄ区に存在する瀧状遺構である。検出標高は約

4.7ｍｏｌ６世紀後半の斜行道路と重複する位置にあり、先行する道

路の側溝と考えられる。遺物が少なく時期は明確ではない。SD112

とSDllOの中軸間の距離は4.5ｍ,SD110とSD121では2.8ｍである。

どれも北方向の軸から西に３４°振る。

ＳＫ７６（第80図）Ａ区北部にあり、ＳＫ７５の南に位置する。出土

遺物は１点であり、時期比定は確実ではない。

出土遺物（第１００図５）在地系土師器で、灯明皿として使われて

いる。糸切り底。

ＳＫ７７（第80図）Ａ区にありＳＥ２４に切られた土坑である。出

土遺物はなく時期は不明だが、ＳＥ２４に先行することからこの段階

に位腫づける。

ＳＤ１１０（第108図）幅0.5ｍ、深さ０．１ｍ、標高４．７ｍで検出

したSKll8を切る。この上位に後に溝が掘られている（全体図)。

第lO9図ｌが出土した瓦質鉢である。

ＳＤ１１２(第５図）B64区からＣ６５区に直線的に走る1幅約０４ｍ、

深さ約０．１ｍの溝である。

出土遺物（第81図４）１５世紀後葉頃の土師器である。これ１点

しかないので、明確ではない。

ＳＤ１２１（第５図）SDlO9と重複する。おそらくＳＤｌＯ９よりも

後から作られたと思われるが、確認できなかった。

０
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第８１図ＳＤ１１０～１１２．ＳK１１４．１１７出土遺物実測図

更三Eこう

○１４世紀中葉から後葉の遺構と遺物

概要遺物からこの時期と思われるのはＣ・，．Ｆ区の泳状遺構・士坑・井戸がある。概して調査
区東部に遺構が分布する傾向がある。

ＳＫ４９（第８４図）Ｆ区西端にあり、標高5.0ｍから中世の地111に掘り込んだ半円形土坑である。
出土遺物（第９０図）ｌ～４は在地系土師器で、１．４は体部の下部が厚い特徴をもつ。２．３は休

部中央が厚い。５は瓦質鍋である。

ＳＸ４１下位出土遺物（第９３図５～１０）ＤｌＸのSX41付近下位から出土した遺物である。９は瓦

質のこれ鉢、１０は常滑焼斐。

４ 口
●

且

‘>‘

○１４世紀末から１５世紀前葉の遺構と遺物

概要この時期の土師器皿は、器壁の下部が厚く、直線的に続く口縁端部は薄いつくりである。適
職は少ない。
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鯵溌鍵麹蕊’

ＳＤ９７（第５１Xl）Ｘ６５Ｉ>fからＹ６４区に北東方向45.で走るＩ服50cm、深さllcln前後の瀧状遺椛で

ある。標高4.66～４．５０ｍで検出した。Iiilじ面に同一方liil、liil-規模の溝状遺構ＳD８３．９８がある。

これらからは時期の明らかな進物は出土していないが、検出面からこの段階と考えるｏ

ＳＥ５９（節87図）Ｄ６４区に位慨する。上位にＳＤ８や柱穴類があり、斜行道路に枇交する試掘瀞

を入れて発見した。土層断面図を作成してないので井戸側・水溜の埋没状況は不明である。平面形

は長さ３．５ｍ×２．７ｍほどの楕円形で、検出面から底までは2.7ｍある。断面は底に向かって狭ま

る形で、底は標高２．１ｍ強である。木質のものは何も発見できなかった。出土進物から、ＳＥ５９の

時期は１４世紀中葉前後と考える。

出土遺物（第88図ｌ～６）ｌは器壁が中位から上位にかけて厚くなる特徴の土師器Ⅲ。２は底

部近くの器壁が厚く、ｎ縁端部が尖る土師器皿である。３は弥生時代中期くらいの土器。４は外面

刷毛|~I訓整の認である。

５は凡質の鉢、６は天草砂岩製の砥石で、二而を使用している。

ＳＫ６０（第８４図）Ｆｌ又南部にあり、一部は洲査区外に延びる。:標尚５ｍで検州した。

出土遺物(第８９図ｌ～５）１．２は在地系土師器Ⅲ。３は瓦質土器の鉢で､'-1径292cln､底径１１２cm、

器高128cmである。４は東播系こね鉢。１１径30.lCmo5は外面に斜格子の叩きＬｌを残す瓦質土器。
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鋪２車中世大友府内町跡第３６次調杵灰
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I－

６

４

９ １０ｃｍ

第９０図ＳＫ４９出土遺物実測図

○１４世紀前葉の遺構と遺物

概要Ｉ淵査区I|｣央からやや東寄りのＤ区で一箇所だけ遺物が分布していた。他にはこの時期の明

確な遺構は存在しない。

ＳＫ５６（第５図）Ｃ区中央に位悩する。篠の詰まった穴である。検出位置からこの時期の可能

性がある。

ＳＸ６５（第５図）Ｄ区北部にあり、ＳＸ４１の北側で検出した土師器が直佳50ｃｍくらいの範囲に而

的に散乱していた部分である。土坑を見つけることは出来なかった。遺物の底の商さは標高約４．９

ｍであった。

出土遺物（策９１回ｌ～１２）ｌ～４は皿で、１．３．４は休部の上半部が厚い特徴をもち、２は体

部i１１．位が薄く、下部から底にかけてなだらかに移行する。’１徒はl28cIn～l35cln､器高は2.9cm～３．６

cmである。５～１２は小llUで､底部から体部が外傾し直線的に｛IlIびる。１１径は8.2cm～１０.()cnl､器商は1.0

cm～1.5cmである。

８．９．１１は傾きが弱く、１２は体部が丸みを帯びて立ち上がる。７は体部外面が窪んでおりやや

新しい傾向を見せるが、他は１４世紀前葉の所産と考えてよいであろう。
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ＳＤ１０９(第lO51xl）１６世紀の斜行道路の下の方で､Ｃ区とＤ区の境で検出した瀧状遺椛である。

上面の幅は約３ｍ、深さは1.7ｍで、床面は南側が低い。埋土上部には西側から喋が投げ捨てられ、
下部では水I|:'ポンプを使う必要があるほど水分が多く、木質遺物も出土した。この龍はSDl20～
122と寵複するが、調査時点で先後関係に注意して観察した結果、SDlO9がこれらの溝を切るとい
う証拠は見つけられなかった。埋土は湿気を帯びていた。床面は北部で一段商<なっている。北部
の床は崩壊の危険性があるので、次Ii1lの調査に調査することにした。埋土上部には篠が窪んで堆稚
していた。

出土遺物（第１０６図ｌ～２０，１０７図ｌ～14）第１０６図ｌは脊花、２～５は青磁、６．７は白磁、
８は土師器、９～１２は土師器で１２だけは時期が新しいので混入と思われる。１３は須恵器、１４．
１５．１７は備前焼、１６は常滑焼、１８．１９は瓦、２０は鉄釘である。第107側は瓦衡土器。

○１３世紀の遺構と遺物

概要１４仙紀前菜よりも･Ilfい遺椛が若干存在する。

ＳＸ６６（第83図１～１０）６４，区にあり、SX65の北閥に遺物が分布した部分のことである。穴

として検出できず､平面的に廃棄した状態であった。ｌ～８は皿､９は小皿､１０は吉備系土器である。

l～3.5.7.8は'1縁端部が尖り気味で休部は直線的に外反する。口径は８が11.6cmとやや小さいが、

他は12.0cm～12.9cmに収まる。器高は3.4cln～3.9cmに収まる。これらはＳＸ６５の一群よりも口径は

小さく、器商は大きい特徴をもつ。４は体部下半に丸みをもち、休部が内湾する皿で、他よりも古

い特徴をもつ。９は小皿で、底部から体部の断面が三角形状であり、１３世紀的である。

麓２章中世大友府内町跡第３６次捌森区
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Ｉ

ＳＫ１１８（第108図）Ｃ６５区にあり、埋没後にSDllOが作られている。SDllOと同規模で東側

２ｍの間隔を置いて平行に走るSDl21(SD122)がSDlO9に切られている｡従って､SKll8が最も古く、

SDllOとSDl21がこれに次ぎ、SDlO9が最も新しいことになる。

出土遺物（第１０９．１１０図）ｌ～７の土師器皿は器壁の下部が厚く、口縁部に向かって尖るもの

が多い。１５の東播系謹は頚上部で強く外反する形である。１８は混入か。

へ§聖2－

Ｉ 4.5ｍ

⑳
4.0ｍ

ＳＫ１１８

岸 Ｆ弓手、

０ 2ｍ

｡鷺

１

４．５ｍ

４．０ｍＩ ●－０

‐

Ｋ８１

堂:皇
、

心
5.0ｍ

４．５ｍ

２－－－劃、

第１０８図ＳＫ１１４・ＳＫ１１８・ＳＤ１１０実測図

9６



７

蛸２１ｉｆ中世大友府内町跡第３６次調在区

惑義謹熱‘慧謹謹蕊‘

、 |面－万，

1陽

9７

●
●

ｒ
Ｉ

篭蕊霧識ｉ）

ー

第１０９図ＳＫ１１８出土遺物実測図

！

９1６ １０ｃｍ1７

【
●
》

１

曲一口ー一ーーー＝ｰ－－＝＝一一一．＝一一

¥－－

1５

1８

三雲＝言雷言

２

雲雲霧

嘱
口

、
1馬

ﾏｰｰにﾖｰｰｰ／ 1１



鵬

１０Ｃ、
ｒｌ〔

７

＝一

「

○包含層の遺物（第１１５～153図）遺榊外から多数の遺物が出土した。内容は観察表に示した。
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〃

○柱穴（第１１２図）多数の柱穴を検出したが、調査区が細長いためもあって、建物として確実に

復元できなかった。掘立柱建物跡については、隣接調在区の成果を待って、改めて再検討したい。

柱穴は木柱の痕跡が軟らかい土脚として、断而|､xl・平面図で示すように他と区別できた。ｉｌｌｌ冒径は
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府内町跡36次調査遺物観察表

第２章中世大友府内町跡第36次捌在区

挿図Nb’ 器種 生産地
法

口径

ft(単位ｃ

底径

､）

器高
遺栂名 備考

第７図１ 准地系土師器 1111 在地 1２６ ９ SＫｌ 浅い黄橿色

第８図２ 京都系土師器 lⅢ ＳＫｌ

第８図３ 磁器 碗 肥前 ＳＫｌ

第８図４ 1'j:花 llll 中国景億餓潔 ＳＫｌ

第８図５ 陶器 変 備前 ＳＫ３２

第８図６ 瓦蘭土器 火鉢 国内 ＳＫ３３

第８図７ 鉄製品 釘 国内 3.5 ９ SＫｌ

鋪8図８ 京郷系土師器 IIll 在地 9.6 ＳＫ２

第８図９ 背花 1１１１ 中国

第８図1０ 背磁 碗 中国 ＳＫ２

第８図1１ 背花 ｌＩｌｌ 中国 ＳＫ２

第８図１２ 磁器 碗 肥前 ＳＫ３９

鋪１１図１ １１f花 1１１１ 中国漁州烈 ＳＤｌ 紬薬茶褐色

第llIXl2 土師器 椀 内 SＫ３１ にぶい橿色

第11図３ 石製品 砥 ＳＫ３１ 粘板岩

第13図１ 京都系土師器 IⅢ 在地 11.6 SＫ４

第13図２ 京都系土師器 1111 中国 1２０ SＫ４ 薄緑

鋪13図３ 京祁系土師器 １１１１ 在地 2.0 ＳＫ４ 淡灰白色

節13図４ 京祁系土師器 lIIl 在地 ＳＫ４ 茶色土粒少量

第13図５ 在地系土師器 lＩｌｌ 在地 SＫ４ 底部へラ切りか？

鋪13図６ 陶器 碗 肥前 SＫ４

第１３図７ 白磁 碗 中 SＫ４ 捉付内側にの一部紬

第13図８ 陶器 櫛縁Ⅲ 肥前 SＫ４ 薄緑褐色袖

鋪131 陶器 艶 備前 ＳＫ４

第１３図1０ 瓦蘭土器 鉢 国内 SＫ４ 髄褐色

第13図1１ 瓦閲土器 鉢 国内 ＳＫ４

鋪13図1２ 土師街 上錘 国内 1３ 5．６９ ＳＫ４

第13図1３ 鉄製品 釘 国内 ９ ＳＫ４

第13図１４ 鉄製品 釘 国内 ＳＫ４

第13図1５ 鉄製肋 釘 国内 ＳＫ４

第13図１６ 鉄製品 釘 国内 ＳＫ４

鋪151 Ｗ花 Ⅲ１ 中国餓徳鎖潔 ＳＫ３

第15図２ 背花 lⅢ 中国景徳釧潔 ＳＫ３

第l5IXl3 陶胎染付け 碗 肥前 ＳＫｌ６

第15図４ 陶器
手mF

f38f 備前 ＳＫｌ６

第15図５ 鉄製品 釘 在地 4.1 ９ SＫｌ６

第15図６ 鉄製砧 釘 在地 2．９９ SＫｌ６

第１５図７ 鉄製品 釘 在地 4.5 ０．９ 6．７９ SＫｌ６

第15図８ 瓦蘭土器 土鍋 国内 底径 SＫ５

鋪19図９ 坤瓦 国内 1２６ 10.7 SＫ３

第16図１ 陶器 Ⅲ 瀬戸美漉 5.7 SＤ７

第１６図２ 白磁 IⅢ 中国 1２９ SＤ７

第16図３ 磁器 碗 肥前 SＤ７ 灰～淡赤褐色1630～5０

第１６図４ イ地系土師器 !Ⅲ 在地 8.7 SＤ７

第16図５ j』 都男土師器 角火鉢 在地 11.2 SＤ７ 櫛色

鋪16図６ １蘭」 器 火鉢 在地 SＤ７ にぶい黄樋色

第16図７ １ 髄」 器 火鉢 国内 SＤ８

館16図８ ｌ師器 燭台 在地 6.6 6．７９ SＤ８

第16図９ １，j:磁 碗 中国 SＤ８

第16図１０ 陶器 碗 朝鮮 SＤ８ ワラ灰袖

鋪l61xlll ，I1f磁 喬炉 中国髄泉剰 SＤ８

第16図1２ 製1W， 火打石 在地 4.4 2.6 63.79 SＤ８ 六太郎石的･茶褐色

第16図1３ 鉄製1W！ 釘 在地 ５ ９ SＫ４３

第20図１ 焼締め陶器 鉢 中国南部 SＥｌＯ

第20図２ 陶器 艶 備前 SＥｌＯ

第20図３ 瓦蘭土器 鉢 東播系 SＥｌＯ

第20図４ 瓦質土器 鉢 国内 SＥｌＯ 灰

第20図５ 坤瓦 国内 SＥｌＯ

鋪20図６ 木製品 板 在地 45.7 5.8 2.0 SＥｌＯ

第21図１ 焼締め陶器 鉢 中岡南部 SＥｌＯ

第21図２ 焼締め陶器 鉢 中国南部 SＥｌＯ

第21図３ 陶器 柵鉢 備前 SＥｌＯ 交叉すり目

第21図４ 陶器 拙鉢 備前 SＥｌＯ

第21図５ 陶器 撒鉢 備前 SＥｌＯ

第21図６ 陶器 捕鉢 備前 SＥｌＯ
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挿図Nb， 器孤 生産地
法

口径

Ⅲ(単位ｃ

底径

､）

器高
遺櫛名 備考

第21図７ 土師質土器 jli渦 側内 SＥｌＯ

第21図８ 瓦質土器 火鉢 内 SＥｌＯ

第21図９ 京都系土師器 １１１！ 在地 SＥｌＯ 裏込め

第21図１０ 石製品 砥石 内 2２１ 7.2 4２ SＥｌＯ 結晶片岩･'200.19

第22図１ 磁器 碗 中lIil南部 SＥｌＯ

第22図２ 木製品 板 内 37.5 9.7 0.6 SＥｌＯ

第22図３ 木製品 板 ﾉkｌ 168 2.1 0.7 SＥｌＯ 箱の基部

第26図１ 瓦質土器 火鉢 (！ 地 SＥｌ４ 井側内

第261 瓦質土器 鉢 。地 SＥｌ４ 淡い黄灰色

第26図３ 瓦質土器 火鉢 曲地 SＥｌ４ 暗褐色

第26図４ 瓦質土器 火鉢 ｲＩ 地 SＥｌ４ 淡い灰橿色

第26図５ 陶器 翌 備前 SＥｌ４ にぶい褐色･裏込め

第26ｌｘ1６ 陶器 艶 備前 .８ SＥｌ４ 暗赤褐色

第26図７ 瓦蘭土器 鉢 任地 SＥｌ４ 灰褐色

第261 陶器 喪 備前 3３ SＥｌ４ 暗赤褐色

第27図１ 陶器 鍵 備前 SＥｌ４ SK37､Ａ64床－１０～20でも出土

第27図２ 陶器 術 SＥｌ４

第27図３ 陶器 拙鉢 愉前 ＳＥｌ４ 交叉揺り目

第27図４ 陶器 拙鉢 備前 ＳＥｌ４

第27図５ 陶器 天Ⅱ碗 瀬両美濃 ＳＥｌ４

第27図６ 瓦質土器 風炉 岡内 ＳＥｌ４ 口縁部･井側内

第27図７ 土師質土器 jll渦 凶内 7.6 ＳＥｌ４

第27図８ 土師衝土器 jli渦 国内 8.2 ＳＥｌ４

第27図９ 木製品 漆椀 脚内 14.6 ＳＥｌ４ 赤い紋様

第27図1０ 坤瓦 脚内 ＳＥ1４

第27図1１ 坤瓦 倒内 ＳＥｌ４

第28図１ 石製品 羽口 凶内 SＥｌ４ 凝灰岩

第28図２ 木製品 棒状加工1W， 11.7 3.1 3.0 SＥｌ４ 井側内

第28図３ 木製品 9.1 ３７ 2.7 SＥｌ４ 全面削り

第28図４ 木製品 縦捌材 16.8 ３９ 4.2 SＥｌ４ 井側内

第28図５ 鉄製品 釘 岡内 ４ ０４ 11.79 SＥｌ４ 井側内

第28図６ 鉄製品 釘 国内 3.2 ０３ 2．０９ SＥｌ４ 裏込め

第28図７ 鉄製品 釘 国内 3.1 ０３ ９ SＥｌ４

第30図１ 陶器 天目碗 瀬戸美濃 12.1 SＥｌＯ

第30図２ 瓦質土器 111渦 国内 11.8 SＫｌ２

第30図３ 坤瓦 国内 ８ 8８ SＫｌ２

第30図４ 鉄製品 釘 和 ２１ 0.4 2．９９ SＫｌ２

第31図１ 京都系土師器 lⅢ 准地 16.0 ワ
ー SＸ４１

第31図２ 瓦質土器 鉢 東描系 SＸ４１

第31図３ 陶器 棚鉢 備前 SＸ４１ D64-NO28と接合

第35図１ 在地系土師器 IⅢ ‘地 1２０ ６５ ２７ SＥｌ８ 横色

第35図２
－■

jｌ 郡系土師器 llIl (Ｉ 地 18.0 2.2 SＥｌ８ 灰黄褐色

第35図３
○
・
Ｊ

『
○
Ｊ 都系土師器 lⅢ Ⅷ地 13.1 2.3 SＥｌ８ 灰褐色～燈色

第35図４
一ａ

ｊｊ 郡系土師器 1111 、地 11.6 2.4 SＥｌ８ 灰橿褐色

第35図５ 月 都系土師器 llll ｲＩ 地 11.6 2.5 SＥｌ８ にぶい黄樋色

第35図６
一ａ

ｊ５ 郡系土師器 lⅢ ハ地 12.4 2２ SＥｌ８ 灰黄褐色

第35脳１７
一g

j5都系土師器 IIll 油地 2.4 SＥｌ８ 炎橿灰色

第35図８ 京郁系土師器 1111 血地 ９ 2.4 SＥｌ８ 炎橿灰色

第35図９ 土師質土器 jII渦 IIKI内 11.4 5.3 SＥｌ８ 炎灰黄色

第35図1０ 土師質土器 iii渦 国内 SＥｌ８ 金属溶融

第35図1１ 陶器 翌 備前 ＳＥ1８

第35図1２ 瓦質土器 k鉢 在地 348 SＥｌ８ 暗灰褐色

第35図1３ 瓦質土器 k鉢 油地 33.5 SＥｌ８ 淡褐色

第36図１ 陶器
ＱＦ

ＩＨｆ 備前 SＥｌ８

第36図２ 陶器
多
企
坐

９
，
Ｍ 備前 SＥｌ８

第36図３ 焼締め陶器 蓋 ＩｌｌＩ過l南部 16.4 19.4 SＥｌ８

第36図４ 陶器 備前 SＥｌ８ 明茶褐色

第36図５ 青銅 国内 2.2 0.7 1．６９ SＥｌ８

第36図６ ¥銅 内 3.4 1５ 6．６９ SＥｌ８

第36図７ 琵灰岩 容器状 〈l§地 33.8 133 SＥｌ８

第36図８ 階山岩 石臼 側内 ＳＥ1８ 故意に割る

第36図９ 蕊灰岩 不明 在地 14.0 12.5 9.0 SＥｌ８

第37図1 Iz瓦 lJil内 31.0 238 1５ SＥｌ８ コビキ痕

第39図１ 青花 lⅢ '''1通鰍徳釧 SＫ２６

第39図２ iIf花 碗 中艇l涼州潔 SＫ２６

第39図３ 銅製品 棒 内 0.5 8．７９ SＫ２６ 断面四角･溝三条
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挿図Nb， 器樋 産地
法

口径

Ⅲ(単位ｃ

底径

､）

器高
遺構名 備考

第39図４ #ツ 製貼 釘 1１ 内 14.8 0.3 17.69 SＫ２６

第39Ixl5 ;） 製肺 釘 内 5.4 0.3 9．２９ SＫ２６

第39図６ 別製品 釘 イ地 4８ 0.5 ９ ＳＫ２６

第40図１ イ製1W， 上側 '五l内 ＳＫ

第４OIXI2 ム 蘭土器 鉢 在地 ＳＫ２６ 脚は一箇所現存

第401 イ製品 砥石 同内 17.4 17.3 170()９ SＫ 流紋岩｡両面に使用痕

第42図１ 〃 部系土師器 lⅢ (’ 地 12.8 ツリ
ー｡ｰ SＫ５１ 淡灰色

第42図２ ｲＩ 地系土師器 IⅢ （’ 地 ０ 6.2 2.3 ＳＫ５１ 暗黄灰色

第421Xl3 陶器 瓶 術 5.2 7０ 15.2 SＫ５１ 口佳･底径･胴部径｡S9.1011も

鋪42図４ ilf花 Ⅲ 中圃峨徳創 SＫ５１

第42図５ ''１磁 Illl Ｉｌ１ｌＫｌ 18.0 102 3.8 SＫ５１

第42図６ 陶器 喬炉？ 備前 SＫ５１

第421 土師蘭土器 鉢 束播系 SＫ５１ 暗灰色

第42図８ 瓦質土器 風炉 刷内 SＫ５１ にぶい桜色

第42図９ 坤瓦 内 8.3 9.4 2.9 SＫ５１

第42IxllO 銅製品 小刀？ 内 6.0 1.4 lo,１９ SＫ５１

第42図1１ 銅製１１Ａ 内 2３ 1.3 1．１９ SＫ５１

第42図1２ 鉄製〔Y， 釘 liil内 5‘６ １０ 4．５９ SＫ５１

第42図1３ 土師器 尚坪 ハ地 SＫ５１ 石英が多く結紬片岩を含む。

第43図１ 1花 llll IＩ 脚峨徳創 SＫ５１

第43図２ ''1磁 Ⅲ 油地 SＫ５１ SK2･lOll他包含胸に分布

第43図３ 都系」 師淵 lⅢ 澗地 11.6 2２ SＫ５１ 灰褐色～にぶい栂色

第431 在地系二Ｉ 師淵 ⅢＩ 約地 11.4 SＫ５１ にぶい掻色

第431 京部系」 師器 Ⅲ ｲＩ 地 1.9 SＫ５１ にぶい黄梼色～オリーブ黙｡煤付粁

第43図６ 卿 器 蝿 術 SＫ５１ 黄褐色

鋪43図７ 卿 鼎
0Ｆ

蝿（ 伽iii 28.6 SＫ５１ SEl4井側･Sll22他

第43図８ 陶器 柵鉢 備前 10.8 SＫ５１ 交叉捕り目

第43図９
●
二

製IHI 川 岡内 SＫ５１ １０と類似石材

鋪43図1０ 石製IVI ドドＩ 111内 SＫ５１

第43IZIll ｲ丁製砧 上Ｆ１ 在地 SＫ５１ 凝灰岩

第43図1２ ｲi製1W， ｣:Ｆ１ 則内 SＫ５１ 安山岩

第44図１ 都系土師器 lIIl ｲ１ 地 13.4 2.2 SＫ２０

第44図２ 在地系土師器 lⅢ ｲＩ 地 SＫ２０

第44図３ ｋ師器 -00
10」 杯 ｲＩ 地 SＫ２０ 淡赤褐色

第44図４ 瓦蘭士器 小鉢 (’ 地 SＫ２０

第44図５ 瓦髄 Ｉ錘 IRI内 4.8 2９ 2８２９ SＫ２０ 灰白色

第44凶６ 鉄製IY1 釘 同内 7.2 ０．６ 14.39 SＫ２０

第47図１ 在地系土師器 1111 ハ地 SE2４ 樋色･裏込め

第47図２ 礎地系土師器 IIIl ｲＩ 地 8.1 4.5 1.7 ＳＥ2４ 被熱で黒褐色･糸切底･典込め

第471 在地系土師器 IⅢ (Ｉ 地 １．９ SE2４ 淡灰褐色･裏込め

第47図４ 郡系土師器 1111 ｲＩ 地 15.2 ２１ SE2４ 掻色

第47図５ 都系土師器 Ⅲ (’ 地 1３６ ツツ SE2４ 淡灰褐色

第47図６ 郁系土師器 lⅢ 〈Ｉ 地 1３ ２ SE2４ 裏込め

第47図７ 郁系土師器 Ⅲ 、地 141 2.5 SE2４

第47図８ 鮒(邸系土師器 １１１１ ハ地 1２ ０ ･） ｡ SE2４ 暗褐色

第47図９ 京郁系土師器 Ⅲ 〈Ｉ 地 1３ ５ 2.5 SＥ 淡灰色･要込め

第47図1０ 京郁系土師器 !Ⅲ ｲＩ 地 1０ ９ 2.5 SE2４

第47図1１ 戚郁系土師器 Ⅲ ‘地 1２ ６ ＳＥ2４ 樋灰色

第47図1２ 蝋都系土師器 lⅢ (’ 地 1１ SＥ 樋褐色

第47側1３ 京郁系上師器 １１１１ ｒｌ 地 8.2 1.9 SＥ 井側内

第47IXll4 京都系土師器 Ⅲ (’ 地 7.8 1.9 SＥ 井側内

第47図1５ 陶器 犬I|椀 美濃 ＳＥ2４

第47図1６ 瓦蘭土器 鉢 在地 SE2４ 淡掻褐色

第47図1７ 瓦衝土器 火鉢 在地 ＳＥ2４ 裏込め

第47図1８ 瓦間土器 火鉢 椛地 SE2４ 裏込め

第47図1９ 陶器 艶 備前 SE2４ 裏込め

第48図１ １，j:花 碗 IljlIil漁州潔 SＥ 裏込め

第‘18凶２ lIj:花 排笥lIll Il1llil漁州潔 SE2４

第48回３ IIj:花 浦!Ⅲ Il1llil涼州難 SE2４

鋪481 1ｉｆ花 碗 I|咽諏州潔 SE2４ 井側内

第481 :lIj:花 碗 Il1lfl漁州;？ SE2４ 要込め

第481 卿製品 鍋 岡内 28.0 SE2４

第49図１ イ製IY， 漆椀 IiiIlﾉ､Ｉ 13.4 7.4 4.3 SE2４ 井側内

第491 オ製1W， 漆椀 岡内 17.2 SE2４ 井側内

第491 イ製1W， 漆椀 側内 ６７ ＳＥ2４ 井側内

鋪49図４ 木製1W， 漆椀 '五１１人Ｉ 15.3 ＳＥ2４ 井側内
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第49図５
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第57図４
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第57図９

第58図１

第58図２

第59図１

第59側２

第59図３

第59図４

第611

第61図２

第61図３

第61図４

第61図５

第61図６

第61図７

第61図８

第63図１

第63図２

木製I品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

鉄製品

石製品

銭

京都系土師器

瓦質土器

陶器

石製品

京都系土師器

鉄製航

鉄製品

鉄製IHI

京都系土師器
－▲

j『
一ａ

ｊ７
一a

j5
一旦

月

都系土師器

都系土師器

都系土師器

都系土師器

京都系土師器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

白磁

青花

陶器

陶器

陶器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

青磁

背花

土師質土器

瓦質土器

蝉瓦

石製品

瓦

瓦

瓦

瓦

坤瓦

坤瓦

青花

背花

土師質

陶器

陶器

石製品

石製品

石製品

陶器

陶器

器種 生産地

漆椀 国内

漆椀 国内

漆椀 国内

国内

棒 国内

国内

釘 国内

五輪 在地

成平元宝 北宋998年

皿 在地

火鉢 国内

播鉢 備前

硯 国内

皿 在地

釘 国内

釘 国内

釘 国内

鮒渦

鮒渦

jlI渦

増渦

琳渦

瑚渦

湘渦

琳渦

琳渦

畑渦

鮒渦

附渦

琳渦

附渦

橘鉢 備Ｉｉ

喪 備耐

鉢 備前

徳利 備前

片口鉢 備前

八画坪 中国

碗 中国津 型

天目碗 瀬戸美 農

天目碗 瀬戸美 農

天目碗 瀬戸美 農

風炉 国内

国内

蓋 国内

碗 中国龍泉窯

皿 中国津州黛

羽口 国内

鉢 国内

内

上臼 国内

九瓦 国内

丸瓦 国内

国内

国内

国内

内

碗 111図

皿 中国景徳鎖

土錘 l内

壷 備前

天日碗 瀬戸訓 渡

上臼 和泉、 砂テ

上臼 安山岩

下臼 凝灰岩

喪 備

饗 備前

第２章中世大友府内町跡第36次調査区

法

口径

丑(単位ｃ

底径

面）

器高
遺構名 備考

18.9 SE2４ 井側内

SE2４ 裏込め

SE2４ 井側内

4.3 3.1 1.3 ＳＥ2４ 井側内｡長･幅･厚さ

24.5 6３ 6.8 ＳＥ2４ 井側内｡長･幅･厚さ

7.0 2.8 2.1 SE2４ 長･幅･厚さ

7.6 0.5 １６．９９ SE2４ 裏込め

ＳＥ2４ 井側内｡凝灰岩

2０９ SE2４ 裏込め

1９ ＳＫ２９ 淡灰黄色

ＳＫ２９ 暗灰色

10.8 ＳＫ２９ SK6にも分布

12.9 6.2 1.2 ＳＫ２７ 長･幅･厚さ

12.6 2.5 ＳＫ３０

119 0.6 33.29 ＳＫ３０

11.3 ０４ 35.09 ＳＫ３０

0５ 23.59 ＳＫ３０

SＫ３４

SＫ３４

SＫ３４

SＫ３４

SＫ３４

SＫ３４

１０ 5.1 SＫ３４

7.8 SＫ３４

9.3 SＫ３４

SＫ３４ 片口部分

SＫ３４ 口縁部黒変

SＫ３４

SＫ３４

SＫ３４

31.0 13.4 11.4 SＫ３４ SK51と接合

SＫ３４

15.9 SＫ３４

3.3 SＫ３４ 雌小掻

15.9 SＫ３４

4.0 SＫ３４ 高台剥落｡灰色

SＫ３４ 外底面露胎

5.1 SＫ３４ 高台のみ円形に再加工

SＫ３４

SＫ３４

39.2 SＫ３４ にぶい糧色

21.0 SＫ３４ 外面所々摩滅

14.5 1.0 SＫ３４

SＫ３４

SＫ３４

6.7 4.3 SＫ３４ 上部は熱で灰熟色

SＫ３４ 灰黒色

12.6 12.0 2.4 SＫ３４

SＫ３４ 安山岩

8.1 14.8 SＫ３４ 長･幅

13.8 7.0 SＫ３４ 長･幅

14.3 12.1 SＫ３４

1０９ SＫ３４

14.4 113 3３ SＫ３４

11.4 7.8 3.0 SＫ３４

SＫ３６

SＫ３６ SKll8にも分獅

4.7 1.0 4．６９ SＫ３６

13.0 SＫ３６ 胴部径

SＫ３５

SＫ３７

SＫ３７

SＫ３７

29.4 SＫ３８ 他にSKlO･５２．５５．１０３５に分布

SＫ３８

145



第２章中世大友府内町跡第36次捌従区

挿図Nb’ 器種 生産地
法

口径

Ⅲ(単位c、）

底径 器高
遺櫛名 備考

鋪63図３ 陶器 鍵 傭 418 SＫ３８ 胴部最大径

第63ｌｘ１４ 陶器 喪 備１ Ｉ 27.0 SＫ３８ 底部径

第63図５ 陶器 拙鉢 傭’ Ｉ SＫ３８ 黒褐色

第63図６ 石製品 砥石 天二 [砂岩 SＫ３８ 4面使用

第63図７ 鉄製砧 釘 凶内 ９ SＫ３８

第63図８ 蝉瓦 倒内 11.6 15.0 ２５ SＫ３８

第64図１ 陶器 描鉢 備前 SＫ４０

鋪64図２ 石製品 A地･凝灰岩 27.2 265 13.2 SＫ３８

第64図３ 石製品 上門 在地･凝灰岩 SK38･ＳＫ３４

第65図１ 取都系土師器 皿 在地 SＫ６３

第65図２ 土師質土器 燭台 在地 SＫ６３

第65図３ 陶器 描鉢 備前 SＫ６３ 赤黒色

第65図４
一g

jj 郁升土師器 1111 ｛地 SＫ６４

第65図５ ム 髄Ｉ 器 鉢 イ地 ＳＫ６４ 石英細砂中鼓｡外面煤

第671 ｣師衝土器 燭台 《地 ＳＫ５１

第67図２ 磁 1１１１ I’ 国 SＫ５２

第67図３ 在地系土師器 Ⅲ ｛地 8５ 4８ 1.6 ＳＫ５２ 燈色

第67図４ 陶器 拙鉢 備前 ＳＫ５２ 交叉揺り目

第67図５ 瓦質土器 鉢 国内 ＳＫ５２ 淡黄色

第67図６ 陶器 拙鉢 備前 ＳＫ５２ 暗赤灰色

第67図７ １ 蘭土器 風炉 '五I内 49.1 ＳＫ５２ 橿色

第69図1 郁系土師器 lⅢ 在地 9.2 2.4 ＳＫ３７ 煤付着｡灯明皿

第69図２
０
．
Ｊ

声
Ｉ
〃 都系土師器 Ⅲ 在地 SＫ３７

第69図３ 陶器 Ⅲ 肥前 14.2 4.6 3.1 ＳＫ３７ 淡茶色･内野山窯１７世紀後半
第69図４ 瓦簡土器 鉢 和 ＳＫ３７

第69図５ 陶器 描鉢 備前 32.5 SＫ３７ 暗灰色

第69図６ 陶器 棚鉢 備 21.0 SＫ３７

鋪69図７ 瓦簡」 器 火鉢 国内 30.0 SＫ３７ 淡灰色｡胴部最大径

第71図１ 郁昂 土師器 1１１１ 磁地 1２６ 2.4 SX54下 淡黄灰色

第71図２ 鉄製111 釘 国内 9.1 0.7 5．５９ SＫ５３

第71図３ 鉄製Ifi 釘 人Ｉ ３１ 3．７９ SＫ５３

第72図１ 陶器 四耳壷 タイ 37.0 20.4 38.4 SＫ５５ SKlO･29.37.52.54.67､包含層も

第72図２ 陶器 柵鉢 伽前 SＫ５５ 灰赤色

第72図３ 石製品 下臼 国内 SＫ５５ 黒色｡砂岩？

第72図４ 訂製品 砥石 岡内 14.0 ５１５．５９ SＫ５５ 結晶片岩

第74図1 撚都系土師器 Ⅱ 在地 15.8 2.0 SＫ６９ 淡横灰色

第74図２ ;(都系土師器 Ⅲ 在地 15.2 SＫ６９ 淡灰色

第74図３ 在地系土師器 Ⅲ 在地 12.7 2.5 SＫ６９ 暗褐色

第74図４ 瓦質土器 九瓦 国内 138 １９ SＫ６９ 淡橿褐色

第77図１ 在地系土師器 lⅢ 在地 11.2 ２５ SＫ８５ にぶい黄樋色

第77図２ 征地系土師器 1111 在地 12.4 7.6 2.4 SＫ８５ にぶい黄橿色

第77図３ 京都系土師器 Ⅲ 《Ｉ 地 14.4 2.2 SＫ８５ 樋褐色

第77同４ 頗都系土師器 Ⅲ ｲ！ 地 14.8 ２５ SＫ８５ 淡褐色

第77図５ 京都系土師器 lⅢ 在地 12.6 SＫ８５ 橿色

第77図６ 京都系土師器 Ⅲ 在地 110 2.0 SＫ８５ 淡黄色

第77図７ 京都系土師器 iⅢ (１ 地 8.8 2.0 SＫ８５ 灰黄褐色

第77図８ 京都系土師器 Ⅲ ｛Ｉ 地 16.6 SＫ８５ にぶい黄燈色

第77図９ 在地系土師器 皿 ｲＩ 地 12.3 2.9 SＫ９１ にぶい燈色

第77図1０ 在地系土師器 Ⅲ （’ 地 SKlOO 淡橿白色

第77図１１ 背花 碗 ｢Ｉ 国涼州黛 SＫ８８

第77図1２ 瓦衝土器 羽 釜 国内 26.6 SＫ９５ 暗灰色｡外径

第77図1３ 石製品 ド臼 '五l内 35.5 SKlO8 安山岩

第77図1４ 鉄製砧 釘 腿l内 2.5 0.5 3．３９ SＫ８８

第78図１ 在地系土師器 lⅢ 在地 SＤ８０ 橿色

第78図２ （地系土師器 Ⅲ １１ 地 １．７ SＤ８０ 灰色

第78図３ イ地系土師器 皿 油地 10.4 1.9 SＤ８０ にぶい黄横色

第78IXl4 都系土師器 Ⅲ1 ｆ１ 地 13.8 2.2 SＤ８０ にぶい黄横色

第78図５
一ﾛ

ﾒ』 部系土師器 皿 １１ 地 11.4 1.8 SＤ８０ にぶい黄橿色

第78図６ 瓦質土器 火鉢 人Ｉ SＤ８０ 淡黄色

第78図７ 鉄製1W， 釘 国内 SＤ８０

第781 鉄製品 釘 国内 SＤ８０

第79図１ 油地系土師器 Ⅲ 在地 SＫ８３ 燈色

第79図２ 劉製紬 釘 玉I内 ０．７ lｌ８ｇ SＫ８１

第81図１ 瓦蘭土器 鍋 人Ｉ SKllO 灰色

第81図２ 緬辿髄土器 国内 SKll2 灰黄色

第811 在地系土師器 llll 在地 13.1 3.1 SKll7 淡橿白色
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挿図NOL 器種 生産地
法

口径

丘(単位ｃ

底径

､）

器高
遺榊名 傭考

第81図４ 在地系土師器 皿 在地 1２６ 8.5 3.0 ＳＫｌｌ２ 蹄褐色

第81図５ 瓦質土器 これ鉢 東播系 ＳＫｌｌｌ 灰色

第81図６ 瓦質土器 これ鉢 東播系 ＳＫｌｌ６ 灰色

第81図７ 陶器 鉢 備前 ＳＫｌｌ４ 灰色

第81図８ 瓦質土器 鍋 備前 SKllO 茶褐色

第81図９ 鉄製品 釘 国内 l８９ｇ ＳＫｌｌ６

第83図１ 瓦質土器 碗 国内 11.3 3.1 ＳＫ５８ 吉備系？

第86図１ 陶器 翌 常滑 ＳＫ４５

第88図１ 在地系土師器 Ⅲ 在地 14.0 10.8 ＳＥ5９ 浅黄橿色

第88図２ 在地系土師器 皿 在地 1２８ 10.8 ＳＥ5９ にぶい橿色

第8８ 弥生式土器 喪 在地 7３ ＳＥ5９ 淡灰黄色

鋪881 瓦髄土器 鉢 国内 ＳＥ5９ 淡競色

第88図５ 瓦髄土器 鉢 国内 ＳＥ5９

第88図６ ;｛ 製Ｉｆ 砥石 天草砂岩 11.7 6.7 312.19 ＳＥ5９ 二面使川

第89図１ ｲ’ 地升 上師器 Ⅲ 在地 ８ 6５ 1２ ＳＫ６０ 櫛色

第891 rｌ 地引 土師器 Ⅲ 在地 7.8 ＳＫ６０ にぶい褐色

第89図３ 瓦簡土器 鉢 在地 29.2 112 12.8 SＫ６０ 粘土紐巻き上げ

第89図４ 鎖 u質土器 これ鉢 東播系 30.1 SＫ６０ 蹄灰色

第89図５ 須 凹衝土器 翌 国内 SＫ６０ 樋灰色｡SKlO9にも

第89図６ 陶器 壷 備前 ＳＫ６１ 灰褐色

第89図７ 陶器 描鉢 備前 ＳＫ６１

第89図８ 石製陥 砥石 天草砂岩 ＳＫ６２ 四面使用｡B64区-63と接合

第9０ 在地昇土師器 皿 在地 12.6 9.4 2.8 ＳＫ４９ 浅識樋色

第90図２ 棚地升 土師器 皿 在地 1２８ 2.8 ＳＫ４９ にぶい褐色

第90図３ 間地升 土師器 llll 在地 12.1 ８７ 3２ SＫ４９ 淡樋灰色

第90図４ 油地升 土師器 皿 在地 1２７ 9.2 2９ SＫ４９ 褐色

第91図１ 在地升土師器 皿 在地 12.9 2.9 SＫ６５ 浅黄授色

第91図２ 在地升土師器 皿 在地 13.5 8.0 3.6 SＫ６５

第91図３ 在地丹土師器 皿 在地 13.4 3.2 SＫ６５

第91図４ 在地升土師器 皿 在地 12.8 3.2 SＫ６５ 淡橿灰色

第91図５ 在地升 土師器 小皿 在地 6.9 1.2 SＫ６５ 淡授灰色

第91図６ 在地升 土師器 小皿 在地 7.3 1.4 SＫ６５ 淡橿灰色

第91図７ 在地系土師器 小llll 在地 9.2 １．４ SＫ６５ 明褐色

第91図８ 在地系土師器 小皿 在地 1.1 SＫ６５ 褐色

第91図９ 在地系土師器 小皿 在地 1.0 SＫ６５ 褐色

第91図1０ 在地系土師器 小皿 在地 10.0 1.2 SＫ６５ にぶい横色｡外面煤付着

第91図1１ 在地系土師器 小皿 在地 1.4 SＫ６５ 黄褐色.金色の雲母

第91図１２ 在地系土師器 小皿 在地 １．５ SＫ６５ 淡黄色

第93図１ 陶器
弓ｆ帝

鯉 備前 12.0 8.9 23.2 SＫ７０ にぶい赤褐色

第93図２ 揃麗青磁 Ⅲ 朝鮮 5.1 SＫ７１ 砂目横み痕見込みに象朕圏線２

第93図３ 郡系土師器 lIll 在地 10.4 2.1 SＫ７１ 灰黄掻色

第93図４ ｲＩ 地系土師器 皿 在地 1０８ 5.8 1.1 ＳＫ７１ 階褐色

第93図５ ｲＩ 地系土師器 小皿 在地 9.6 7０ 1.4 SX41の下 浅批横色

第93図６ 棚地系土師器 Ⅲ 在地 11.6 8.5 3.0 SX41の下 浅競樋色

第93図７ 卿製品 釘 国内 9.0 ０４ １４．６９ SX41の下

第93図８ 勘製ITI 釘 国内 5.0 0.5 12.59 SX41の下

鋪93図９ 瓦蘭土器 これ鉢 東播系 32.2 10.8 1１ SX41の下 灰色

第93図1０ 陶器 翌 常滑焼 SX41の下

第94図１ 瓦 伏間瓦 国内 323 16.6 2.5 ＳＫ７２ 石英多い､､浅樋色

第96図１ 京部系土師器 皿 在地 1２４ ＳＫ７２ 浅黄栂色

第96図２ 陶器 瓶 備前 5８ ＳＫ７２ 暗赤褐色

第96図３ 石製品 上 臼 国内 ＳＫ７２ 凝灰岩SK30からも小片

第97図１ 瓦 丸瓦 国内 138 １５．１ ＳＫ７２

第97図２ 瓦 九瓦 国内 19.3 14.0 2.0 ＳＫ７２

第98図１ 瓦 丸瓦 国内 13.3 13.8 2.9 ＳＫ７２

第98図２ 瓦 丸瓦 国内 17.9 13.4 1.7 ＳＫ７２

第１００図１ 在地系土師器 １１１１ 在地 12.3 ＳＫ７５ 樋色

第１００図２ 京都系土師器 皿 在地 20.8 ＳＫ７５ 灰授褐色

第１００図３ 都系土師器 llll 在地 ＳＫ７５ にぶい黄樋色

館１００図４ 瓦質土器 鍋 国内 ＳＫ７５ 茶褐色

第1００ 在地系土師器 小皿 在地 8.1 4.3 1.9 ＳＫ７６ 明樋色口に煤付着

第１００図６ 鉄製品 釘 国内 0５ 8.9 ＳＫ７３

第103図１ 京都系土師器 皿 在地 12.6 ＳＫ７９ 灰黄褐色

第lO3IXI2 京都系土師器 IIll 在地 11.4 ＳＫ７９ にぶい橿色

第１“図１ 在地系土師器 皿 在地 12.0 9.0 3.6 ＳＫ６６ 淡樋灰色

第104図２ 在地系土師器 皿 在地 1２１ 8.9 3.6 ＳＫ６６ 淡樋色
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第１０４図３ 在地系土師器 皿 モ地 12.3 ＳＫ６６ 明機灰色

第１０４図４ 在地系土師器 Ⅲ 花地 １２１ ＳＫ６６ 樋褐色

第104図５ 在地系土師器 Ⅲ 油地 12.9 SＫ６６ 淡樋色

第104図６ 在地系土師器 皿 油地 1２３ 9.1 ＳＫ６６ 淡樋白色

第１０４図７ 在地系土師器 １１１１ 梢地 12.7 SＫ６６ 褐色

第１０４図８ 在地系土師器 皿 在地 11.6 ＳＫ６６ 淡椅色

第104図９ 在地系土師器 小皿 在地 1.5 ＳＫ６６ 樋色

第106図１ 青花 皿 中国景徳鴬 ＳＥｌＯ９

第106図２ 青磁 碗 中国 SElO9

第106図３ 青磁 碗 中国 ＳＥｌＯ９ 鍋蓮弁紋

第106図４ 青磁 碗 中国 ＳＥｌＯ９

第106図５ 青磁 碗 中国 SElO9

第106図６ 白磁 碗 中国 SElO9

第106図７ 白磁 碗 中国 SElO9 口禿

第１０６図８ 土師器 椀 国内 6.0 SElO9 暗褐色

第106図９ 在地系土師器 皿 在地 8.2 6２ 1８ SElO9 褐色

第106図1０ 在地系土師器 皿 在地 8.2 6.6 0．５ SElO9 褐色

第１０６図1１ 在地系土師器 皿 在地 12.0 7.0 30.0 ＳＥｌＯ９ 明褐色

第１０６図1２ 京都系土師器 皿 在地 SElO9 白褐色

第１０６図1３ 須恵器 塾 国内 SElO9

第106図１４ 陶器 喪 備前 SElO9 暗赤褐色

第106図１５ 陶器 播鉢 備前 SElO9

第106図1６ 陶器 蕊 常滑 SElO9 灰黒色

第106図１７ 陶器 播鉢 備前 SElO9

第106図１８ 瓦 軒平瓦 国内 SElO9

第１０６図１９ 瓦 古代平瓦 国内 SElO9 格子目叩き

第106図2０ 鉄製品 釘 国内 3.6 0.5 4．８９ SElO9

第１０７図１ 瓦質土器 鍋 国内 SElO9

第１０７図２ 須恵質土器 鉢 東播系 SElO9

第１０７図３ 須恵質土器 鉢 束播系 SElO9

第１０７図４ 瓦質土器 鍋 国内 SElO9

第１０７図５ 瓦質土器 鍋 国内 SElO9

第107図６ 瓦質土器 鍋 国内 SElO9

第107図７ 瓦質土器 鍋 国内 SElO9

第107図８ 須恵質土器 蕊 国内 SElO9

第107図９ 瓦質土器 鍋 国内 SElO9

第107図1０ 瓦質土器 蕊 国内 SElO9

第lO7図1１ 須恵質土器 喪 国内 SElO9

第107図1２ 須恵質土器 斐 国内 ＳＥｌＯ９

第１０７図１３ 須恵質土器 蕊 国内 SElO9

第107図１４ 須恵質土器 喪 国内 ＳＥｌＯ９

第109図１ 在地系土師器 皿 在地 ＳＫｌｌ８ 淡樋白色

第１０９図２ 在地系土師器 皿 在地 ＳＫｌｌ８ 明褐色

第109図３ 在地系土師器 皿 在地 SKll8 淡褐灰色

第109図４ 在地系土師器 皿 在地 SKll8 明樋色

第109図５ 在地系土師器 皿 在地 119 3.1 ＳＫｌｌ８ 樋褐色

第109図６ 在地系土師器 小皿 在地 1.3 ＳＫｌｌ８ 樋色

第１０９図７ 在地系土師器 小皿 在地 1.2 SKll8 燈褐色

第109図８ 青磁 碗 中国 ＳＫｌｌ８

第109図９ 瓦質土器 鍋 国内 ＳＫｌｌ８ 灰哉褐色

第109図１０ 瓦質土器 鍋 国内 ＳＫ４８ 灰色

第１０９図1１ 瓦質土器 鍋 国内 ＳＫｌｌ８ 灰白色

第１０９図１２ 瓦質土器 鍋 国内 ＳＫｌｌ８ 浅黄橿色

第109図１３ 瓦質土器 鍋 国内 ＳＫｌｌ８ 灰白色

第109図1４ 須恵質土器 鉢 東播系 26.0 ＳＫｌｌ８ にぶい樋色

第109図1５ 瓦質土器 喪 国内 33.2 ＳＫｌｌ８ 灰黄褐色

第109図１６ 瓦質土器 喪 国内 ＳＫｌｌ８ 暗灰色

第109図1７ 須恵器 喪 国内 ＳＫｌｌ８

第１０９図1８ 瓦質土器 火鉢 在地 ＳＫｌｌ８ 灰色

第１１０図１ 瓦 古代平瓦 国内 ＳＫｌｌ８ 石英｡略灰色

第110図２ 鉄製品 鍋 国内 0.3 38.99 ＳＫｌｌ８

第１１０図３ 鉄製品 釘 国内 0.6 1０．０９ ＳＫｌｌ８

第１１０図４ 土師器再利用 在地 2.2 2.1 2．１９ ＳＫｌｌ８ 浅黄桧色

第110図５ 瓦質土器 鍋 国内 ＳＫｌｌ９

第110図６ 瓦質土器 鍋 国内 ＳＫｌ２０

第110図７ 陶器 瓶 備前 ＳＫｌｌ９
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館llOl 石製砧 砥 |茎l内 6.9 4.3 139.39 SKl20 IJllIiIi仙川

飾1１ １ 土師蘭土器 士鯨 国内 ３９ 2.3 13.29 SPlOOl

鱗111図２ 鉄製品 釘 国内 ７７ 0.8 30.8 SPlOO4

第lll図３ 鉄製品 釘 同内 ８３ 0.5 ８９ SＰｌＯｌＯ

鋪111回４ 瓦質土器 坪 国内 ５８ 1.9 SＰｌＯｌ５ 伽ゾ 色

鋪111側５ 京都系土師器 Ⅲ１ 在地 SＰｌＯｌ５ 褐(』

第llllzl6 陶器
or

螺〔 備前 8.6 SＰｌＯｌ５ Iﾘ1%褐色

第lll図７ 在地系土師器 lⅢ 在地 7.1 4.2 １．５ SPlOl7 樋《 ｊＩに煤付若

鋪lllI ガラス ｌ (ルＩ 0.3 ０．０６９ ＳＰｌＯ２０ 121濁色に'f色

鋪111図９ ガラス ｌ 0.1 0.3 ０．０９９ SPlO21 紺色に''1色

鮒111図1０ 青花 碗 中催|披徳鉱 ＳＰｌＯ２１

縮1１ 1１ 陶器 拙鉢 備前 ＳＰｌＯ２３

鋪111 ２ 鉄製品 釘 ＳＰｌＯ２１

鋪１１１ ３ 鉄製品 釘 ＳＰｌＯ２１

第lll図1４ 鉄製砧 釘 ＳＰｌＯ２２

第1１ 1５ 鉄製品 釘 ＳＰｌＯ２５

第111図1６ 背花 碗 中国最徳 ＳＰｌＯ５２

第111回１７ 青磁 碗 中l茎職徳飢 SPlO52

第llllXll8 京都系土師器 Ⅲ 在地 ３ ３１ ＳＰｌＯ６３ 蹄灰褐色

伽１１図1９ 在地系土師器 小Ⅲ１ 在地 8.41 3６ 1.1 SPlO59 明褐色

伽llIxl20 花 碗 国 SPlO63

御11図2１ 鉄製IYI 釘 国内 4５ 0.3 5．７９ SPlO93

脚１１図2２ 鉄製品 汀 国内 6.5 0,4 9．６９ SPlO66

伽１ 2３ 瓦蘭土器 、釜 岡内 SPlO71 淡灰rI色

細’ 2４ 瓦蘭土器 ｋ鉢 国内 SPlO83

刺llIxl25 陶器 蕊 常滑 SPlO89

析0１ 陶器 瓶 術 SＫ５２ 暗別 灰色

第70図９ 石製!{ハ ｋ劇 花樹岩 SＫ 穴力 ら下面は被熱

第81岡５ 瓦質土器 鍋 在地 SＫ４９ に"； い樋色｡外面煤付着

第83図1０ 土師器 ｌｌｌｌ 吉備系？ 10.8 3.6 SＫ６８ 淡灰髄色

第113図１ 背花 lⅢ 中同 2.4 ２．０９ SＰｌｌ２１

第113図２ 陶器 饗 備前 ２．０９ SPll27 掘灰色

第1131 銅製品 2.4 １．６ 11.99 SPll29

鋪113図４ 鉄製航 国内 2.8 １．０ 3．５９ SPll32

鋪113図５ 京都系北師器 Ⅲ あ一 14.6 2.3 SPll33

鋪ll3Ixl6 鉄製,W， 釘 国内 9.7 0.5 22.99 SＰｌｌ４１

第ll31Xl7 ？花 llll 中国賊徳釘 SPll74

伽l31Zl8 １ 質土器 揃鉢 在地 SＰｌｌ７１ 内miI 捕り月

秘13凶９ イ地系土師器 lⅢ 在地 8.9 3.4 SPll78 賠褐〔

刺13図1０ 瓦 九瓦 国内 2２５ ７０ SPll42 淡灰〔

卿14厘1１ 背磁 Ⅲ 中国ﾛ安窺 3.9 ,） ３ 13.29 Ｘ64.65 検出Ⅱ

刺14図２ 鉄製品 釘 国内 ４
【
』 ０４ 1０．９９ Ｘ6４．６５ Ⅱ tｌ 20～40cｍ

第ll4EI3 鉄製砧 釘 国内 リ
ー ９ ０４ 3．７９ Ｘ64.65 Ⅲ土卜・20～40cｍ

第ll41xl4 １ 磁 喬炉 中国同安窯 ６７ Ｘ6４ 肘

鋪ll41Xl5 １ 製品 鈴 国内 ３‘ノ Ｘ6４ ｑ
ツ

ｑ
ｈ
６
Ｕ 茶灰色｡ＩＪＷ

第114 甥製姉 釘 国内 ５１ 0.3 4．７９ Ｘ6４ 肘

鋪１１４図７ 甥製肺 釘 国内 ４６ 0３ 2，７９ Ｘ6４ 肘

第114図８ 劇製砧 釘 国内 ４４ 0.5 4．５９ Ｘ6４ ＃１

館114図９ 劇製品 火打ち金 同内 ６０ 2.3 1２９９ Ｘ6４ ＃１

第114図1０ 右地系土師器 lⅢ 在地 ０ 5,8 3.0 Ｘ６４Ｎｏ２ 明戯柵色

鋪ll41xlll :、 地系土師器 lⅢ 在地 11.8 8.8 3.5 Ｘ６４Ｎｏ ６

第114図1２ 在地系土師器 １１－１ 在地 ３ 8,3 3.6 Ｘ６４Ｎｏ ６ 樋褐色

姉114図1３ 白磁 碗 中国同安窪 5.8 Ｘ６４ＮＯ ４

第ll4IXll4 瓦 伏間瓦 国内 31.8 1５ 1９ Ｘ６５ＮＯ ４ 金色の実母多い

第114回1５ 瓦 岡内 １９ Ｘ６５ＮＯ ７ 淡灰色

第１１５ イ地系土師器 1m 油地 1２０ 6.5
ワ
】 ４ Ｙ６１ 床上ifI:｣：

第115図２
←q

)』 都系土師器 右地 4.7 4.6 ５ Ｙ6４ 淡黄色両床上IfI:上

第ll51Zl3
剖
舟 都系土師器 Ⅱ ｲＩ 地 ８．３ ２１ Ｙ6４ 床

鋪lｌ５Ｅｉ４ 鉄製品 釘 倒内 3.8 0.9 2．２９ Ｙ6４ 床士-20cmまで

鋪1151叉1５ 斜製1W， 釘 国内 5.0 10.5 Ｙ6４ 床｛:－２()ｍ１まで

鋪1151 卸製品 釘 国内 ５ ４ １５．２９ Ｙ6４．６５ 床士

第115図７ 斜製ＩＨＩ 釘 岡内 ３５ ０ 5．２９ Ｙ6４．６５ 床士

第115図８ 卿製舶 釘 国内 ４４ ６ ｏｇ Ｙ6４．６５

第115側９ 勢製紬 釘 国内 ６０ 5９９ Ｙ６１ 床上-20ｍまで

第115図1０ 鉄製品 釘 国内
リ
】

〔
Ｉ ０８ 2．１９ Ｙ６１ 床土-20ｃｍまで

鋪115図1１ 鉄製品 釘 同内 ９０ ０５ 21.39 Ｙ6４．６５ 床l：
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第115図１２ 土師質土器 土錘 国内 4５ ９ Z6４ 床土直上

第115図1３ 瓦質土器 火鉢 国内 11.8 Y64.65 暗灰色.床土-15cmまで

第115図１４ 在地系土師器 在地 在地 11.8 6５ Y6４ 樋色.床土直上

第115図１５ 瓦質土器 鍋 国内 Y6４ 明褐灰色.床土-30cmまで

第115図1６ 土師質土器 再加工 在地 Y64.65 床土直下

第115図1７ 土師質土器 附渦 国内 Y6４

第115図1８ 鉄製品 釘 国内

第１１５図１９ 鉄製品 釘 国内 4.7 １．０ 6．１９ Y6５ 床土-30cmまで

第１１５図2０ 鉄製品 釘 国内 ０．７ 1．９９ Y6４ 床土-45cmまで

第１１５図2１ 鉄製品 釘 国内 2．９９ Y6５ 床土-30cmまで

第115図2２ 鉄製品 釘 人Ｉ 1.1 7．８９ Y6５ 床土-30cmまで

第１１５図2３ 鉄製品 小刀 国内 2.1 １３．６９ Y64.65

第115図2４ 石製品 砥石 天草砂岩 31.29 Y6４ 床土-45cmまで

第１１５図2５ 石製品 砥石 結晶片岩 6.0 0.5 Y6４ 6５ 床土直下

第１１５図2６ 石製品 砥石 結晶片岩 5.8 29.39 Y6４ 6５ 床土直下

第１１５図2７ 瓦質土器 風炉 国内 38.4 Y6４ 6５ 床土直下.abは同一個体

第115図2７ 瓦質土器 風炉 国内 Y6４ 6５ 床土直下

第115図2８ 陶器 皿 美濃 Y6４ 6５ 床土直下

第１１５図2９ 白磁 碗 中国 10.2 Ｙ6５ 淡灰色.床土-45cmまで

第115図3０ 鉄製品 釘 国内 4.4 1.1 ９ Y6４ 6５ 床土直下

第１１５図3１ 鉄製品 釘 国内 4．２９ Y6４ 6５ 床土直下

第115図3２ 鉄製品 釘 国内 1.0 8．３９ Y6４ 6５ 床土直下

第115図3３ 鉄製品 釘 国内 1.1 １２．１９ Y6４ 6５ 床土直下

第115図3４ 鉄製品 釘 国内 3.3 3．６９ Ｙ6４ 6５ 床土直下

第１１５図3５ 鉄製品 釘 国内 1.2 ９ Y6４ 6５ 床土直下

第１１５図3６ 瓦質土器 鉢 国内 Ｙ6４ 淡灰色､床土-20cｍ

第115図3７ 陶器 碗 唐津 Y6４ 床土の上層

第115図3８ ガラス 玉 Y64No､1３

第116図１ 青花 碗 中国漁州禦 Y64Ｎ０．５

第116図２ 土師質 土錘 国内 25.59 Y64No､７

第116図３ 陶器 天目碗 瀬戸美濃 Y64No,1９ 高台は二次利用し円形加工

第１１６図４ 瓦質土器 鉢 国内 38.4 Y64Ｎ０．１４ 黄褐色

第116図５ 青花 碗 中国涼州禦 Y64Ｎ０．２３

第116図６ 瓦質土器 火鉢 国内 Y64No20 灰黄褐色

第116図７ 石製品 硯 赤間石 Y64Ｎ０．２２

第116図８ 土師質 紡錘車 国内 4．６９ Y64No､3１

第116図９ 瓦質土器 土鍋 国内 Y64No37

第116図１０ 石製品 石鍋 量崎 Y64No､3０

第116図１１ 青磁 碗 中国 6.0 Y64No､4５

第116図１２ 白磁 皿 中国 8.2 4.0 Y64NQ46

第116図1３ 在地系土師器 皿 国内 4.8 Y64NQ47

第１１６図１４ 瓦質土器 軒平瓦 国内 10.5 11.0 4.9 Y64No38

第117図１ 瓦質土器 鍋 国内 30.0 Y64No49 樋色

第117図２ 青磁 碗 中国 15.6 Y64No59

第117図３ 白磁 碗 中国 Y64No51

第117図４ 在地系土師器 皿 在地 13.2 Y64No58 底面外側から打撃穿孔

第117図５ 石製品 砥石 天草砂岩 1０３．４９ Ｙ６４ＮＱ５２

第117図６ 瓦質土器 鉢 国内 Y64No､5５ にぶい黄等橿色

第117図７ 坤瓦 倒内 13.5 3.1 Y64No､5６

第ll71Xl8 青花 碗 中国漁州窯 Ｙ6４ 床土-30cmまで

第117図９ 青花 碗 中国滝州禦 Ｙ6４ 床土-30cmまで

第118図１ 在地系土師器 皿 在地 11.8 6.4 Z6４ 橿色｡床面直上

第118図２ 在地系土師器 皿 准地 4.0 3.0 1.4 Z6４ 浅黄授色｡床土-30～45cｍ

第118図３ 白磁 皿 中国 Z6４ 床土-20～40cｍ

第118図４ 鉄製品 鍋 国内 1０．７９ Z6４ 床土-20～40cｍ

第118図５ 白磁 皿 中国 9.0 Z6４ 床土-20cｍ

第118図６ 瓦質土器 鍋 国内 Z6４ 床土-20～40cm･褐灰色

第118図７ 瓦質土器 火鉢 国内 Z6４ 床土-20～40cｍ

第118図８ 京都系土師器 皿 在地 12.0 Z6４ 褐色｡床土-35cｍ

第118図９ 白磁 皿 中国 13.4 Z6４ 床土-20～40cｍ

第118図１０ 白磁 皿 中国 12.8 Z6４ 床土-20～40cｍ

第118図1１ 鉄製品 鍋 岡内 3.7 25.89 Z6４ 床土-20～40cｍ

第118図1２ 石製品 砥石 結仙片岩 14.7 4‘７ 160.79 Z6４ 床土下

第ll8Ell3 鉄製品 鋤先 国内 3.6 １９．７９ Z6４ 床土-20～40cｍ

第118図1４ 鉄製品 刀子 国内 10.2 1.6 ２１．０９ Z6４ 床土-20～40cｍ

第118図1５ 鉄製品 釘 国内 0.7 14.99 Z6４ 床土-20～40cｍ
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挿図NcL 器種 生産地
法

口径

Ⅲ(単位ｃ

底径

､）

器高
遺栂名 備考

第118図１６ 鉄製砧 釘 国内 6.8 0.3 4．７９ Z6４ IjI土-20～40cｍ

第ll8IZll7 鉄製品 釘 国内 ０３ 9．４９ Z6４ Ijl土-20～40cｍ

第118図1８ 鉄製品 釘 国内 3．８９ Z6４ 卿土-20～40cｍ

第118図1９ 青花 碗 中国景徳釘 Z6４ 側土-35～40cｍ

第118図2０ 溺翠袖陶器 皿 中国南部 Z6４ 床土-20～40cｍ

第118図2１ 京都系土師器 llll 在地 120 3.0 Z6４ 灰黄褐色｡床土-30～40cｍ

第118図2２ 京都系土師器 皿 在地 12.4 Z6４ にぶい黄授色｡床土-30～40cｍ

第118図2３ 京都系土師器 耳皿 在地 3.4 2.2 Z6４ 淡黄色｡床土-20～40cｍ

第118図2４ 青磁 碗 中国龍泉窯 Z6４ 床土-30～40cｍ

第118図2５ 白磁 皿 中国龍泉黛 Z6４ 床土-30～40cｍ

第118図2６ 瓦質土器 火鉢 国内 Z6４ 灰白色｡床土-30～40cｍ

第118図2７ 瓦 古代平瓦 国内 Z6４ 床土-30～40cｍ

第118図2８ 石製品 小豆色 国内 5６ 1.5 ９ Z6４ 床土-30～45cｍ

第118図2９ 鉄製品 釘 国内 6４ 0５ 9．５９ Z6４ 床土-30～40cｍ

第118図3０ 鉄製品 釘 国内 9.1 0.4 18.29 Z6４ 床土-30～40cｍ

第118図3１ 鉄製品 釘 国内 3.8 ０．４ 4．３９ Ｚ6４ 床土-30～45cｍ

第119図１ 青花 碗 中国瀧州窯 Z6４ 6５ 検出面｡第121図18と同一個体

第119図２ 青花 碗 中国涼州窯 Z6４ 6５ 検出面

第119図３ 青花 皿 中国景徳鋼 Z6４ 6５ 検出面

第119図４ 青花 皿 中国景徳鎮 Z6４ 6５ 検出而

第119図５ 白磁 皿 中国’ Ｚ6４ 6５ 検出面

第119図６ 青花 Ⅲ 中国景徳罫 Ｚ6４ 6５ 検出面

第1191217 在地系土師器 皿 在地 12.1 5８ Ｚ6４ 6５ にぶい横色｡検出面

第１１９図８ 京都系土師器 Ⅲ 在地 11.4 2.5 Ｚ6４ 6５ にぶい黄横色｡検出面

第119図９ 陶器 天目碗 瀬戸美濃 Ｚ6４ 6５ 検出面

第119図1０ 青磁 皿 中国 7.0 Ｚ6４ 6５ 検出面

鋪119図1１ 白磁 皿 中国 Z6４ 6５ 検出面

第119図1２ 陶器 蓋 7.0 Z6４ 6５ 検出面

第119図1３ 緑紬陶器 碗 国内 Z6４ 6５ 胎土は淡黄褐色｡検出面

第119図1４ 土師質 土錘 国内 1.0 6．１９ Z6４ 6５ 検出面

第119図１５ 土師質 土錘 国内 6.0 1.5 12.99 Z6４ 6５ 検出面

第119図１６ 土師質 土錘 国内 5.4 1２ ９ Z6４ 6５ 検出面

第119図１７ 土師質 土錘 国内 5.0 1,0 ９ Z6４ 6５ 検出而

第119図1８ 瓦質土器 鍋 国内 Z6４ 6５ 金色の雲母｡にぶい赤褐色｡検出面

第119図１９ 瓦質土器 蕊 国内 Z6４ 6５ 明赤褐色｡検出面

第119図2０ 瓦質土器 羽釜 国内 Z6４ 6５ にぶい梼色｡検出面

第119図2１ 瓦質土器 鉢 国内 29.6 Z6４ 6５ 照色｡検出面

第119図2２ 瓦質土器 風炉 国内 Z6４ 6５ にぶい黄横色｡検出面

第119図2３ 瓦 軒丸瓦 国内 Z6４ 6５ 検出面

第ll9IXI24 土師質 鮒渦 国内 Z6４ 6５ 検出面

第119図2５ 土師質 琳渦 国内 Z6４ 6５ 検出面

第119図2６ 土師質 羽口 国内 Z6４ 6５ 検出面｡熱変色

第119図2７ 石製品 火打石 国内 36.29 Z6４ 6５ 山香町六太郎石｡検出面

第119図2８ 石製品 硯 赤間石 4.4 33.19 Z6４ 6５ 検出面

第120図１ 京都系土師器 皿 在地 12.0 2.4 Z64Ｎ０．１０

第120図２ 京都系土師器 皿 在地 7.6 1.8 Z64Ｎ０．１１

第120図３ 京都系土師器 Ⅲ 在地 8.8 1.9 Z64Ｎ０．３４

第120図４ 京都系土師器 皿 在地 15.4 2.2 Z64Ｎ０．４６

第120図５ 京都系土師器 皿 在地 9.2 ２１ Z64NO5０ 油煤付蒲

第120図６ 京都系土師器 １１－１ 在地 14.1 ２６ Z64NO6２

第120図７ 京都系土師器 皿 在地 19.0 2.5 Z64NO7２

第120図８ 京都系土師器 皿 在地 104 2.0 Z64NO7３

第120図９ 京都系土師器 皿 在地 12.4 3.0 Z64NC7４

第120図1０ 京都系土師器 皿 在地 Z64NC7６

第120図1１ 京都系土師器 皿 在地 12.6 Z64NO7７

第120図１２ 京都系土師器 皿 在地 12.2 Z64NO7８

第120図1３ 京都系土師器 皿 在地 8.5 ２２ Z64NC7９ 油煤付粁

第120図1４ 在地系土師器 皿 在地 Z64NC1７ 明褐色

第120図1５ 青花 碗 中国蹴徳劇 Z64NO2

鋪120図１６ 宵花 碗 中国景億執 15.8 Z64NO,4２

第120図1７ 青花 碗 中国流州窯 Z64Ｎ０．５１

第120図1８ 青花 碗 中国漁州窯 4.6 Z64Ｎ０．１７ 第120図lと同一個体

第120図１９ 青花 皿 中国涼州黛 Z64Ｎ０．１６

第120図2０ 青花 皿 中国涼州禦 2.6 Z64Ｎ０．４８

第120図2１ 青花 皿 中国 4.9 Z64Ｎ０．２０

第120同2２ 白磁 皿 中国 14.1 8.0 2.6 Z64Ｎ０．６４
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第120図2３ 白磁 皿 IＩ 脚 Z64NO27

第l20IxI24 青磁 １－１１ I’ 4.1 3.1 Z64NO66

鋪l201Xl25 背磁 M１ IＩ lxl 13.3 7.2 ２７ Z64Ｎ０．３９

鋪120図2６ 白磁 王取獅子 I’ lKl Z64Ｎ０．６８

鋪l21IXIl 瓦蘭土器 火鉢 lKl内 Z64Ｎ０．１４

第l21IxI2 瓦質土器 Iiil内 Z64Ｎ０．１５

第1211 瓦蘭土器 IHI内 Z64NO31

第121図４ 瓦質土器 lKI内 Z64Ｎ０．４４

第1211 Z64Ｎ０．４１

第1211 陶器 播鉢 備前 20.2 １１．１ 8.1 Z64Ｎ０．８０

第121図７ 瓦質二Ｉ 器 鍋 側内 Z64Ｎ０．４０

第121図８ 銅製A１ 癖 ﾉkＩ 0.5 2．３９ Z64NO28

第1211 銅製A１ 凹内 ０２ 1．１９ Z64NO25

第l211XllO 鉄製&， 釘 IiiI内 20.6 1.7 71.79 Z64Ｎ０．６３

第121凶1１ 土師蘭土器 土錘 脚内 5.1 １．１ Z64NO1９

第l21IXIl2 瓦 九瓦 内 14.5 9.5 2.8 Z64NO7０

第121 ３ ガラス 玉 内 4.5 2.5 ０．０７９ Z64NO5４ 白色

第121図1４ 銅製品 王 111内 0.5 ０．２９ Z64NO4０

第1221叉1１ 鉄製品 川内 8０ 2.8 29.59 Ｚ6４ 6５ 検出面

第1221 鉄製紬 鑓 内 7.1 1.6 9．１９ Ｚ6４ 6５ 検出面

鋪1221 鉄製品 釘 川内 1.7 3．７９ Ｚ6４ 6５ 検出面

第l22IZl4 鉄製砧 釘 内 6２ 1３ ９ Ｚ6４ 6５ 検出面

鋪1221鷺1５ 鉄製品 釘 内 4.0 ０．４ ､､ｊｇ Ｚ6４ 6５ 検出面

第1221 鉄製品 釘 岡内 3.4 1３ 3．２９ Ｚ6４ 6５ 検出而

鋪122図７ 鉄製1W， 釘 lIil内 5.4 1.6 17.39 Ｚ6４ 6５ 検出面

鋪122図８ 鉄製IHI 釘 |内 ３７ (】 ８ 3．０９ Ｚ6４ 6５ 検出面

雛1221 鉄製品 釘 ｌＫｌ内 3.3 １ ２１９ Ｚ6４ 6５ 検出面

鋪122 ０ 鉄製IYI 釘 IHI内 4.3 ３ 7．２９ Ｚ6４ 6５ 検出面

第l22Elll 鉄製砧 釘 Ｎ内 4.4 １４ 7．７９ Ｚ6４ 6５ 検出面

第l221xll2 鉄製品 釘 内 5.6 １１ 8２９ Ｚ６１ 6５ 検出面

第122図１３ 鉄製品 釘 同内 1２６ １７ 26.59 Ｚ6４ 6５ 検出面

第l22IZ114 鉄製砧 釘 内 7２ 0
ｰ

｡ 15.19 Ｚ6４ 6５ 検出面

第l22IxIl5 鉄製1W， 釘 内 7.1 ０７ 1５９９ Ｚ6４ 6５ 検出面

第l22IXll6 鉄製品 釘 側内 4.2 １５ ６．４９ Ｚ6４ 6５ 検

鋪122 ７ 鉄製品 釘 IKI内 4.3 １３ ９１９ Ｚ6４ 6５ 検出面

第122図1８ 鉄製砧 釘 内 2.5 １(） ２１９ Ｚ6４ 6５ 検出面

第l22IXll9 鉄製品 釘 ＩＲＩ内 4.6 ２ ６８９ Ｚ６１ 6５ 検出面

第122図2０ 銅製肺 内 １４ ５ ０１９ Ｚ6１ 6５ 検出面

鋪123図１ 白磁 IⅢ ''１ 1６０ ４６ Ｚ6５ 床士-20～30cｍ

第l231Xl2 瓦質土器 火鉢 内 18.5 Ｚ6５ 床土-20～30cｍ

鋪1231 瓦衝土器 蕊 内 Ｚ6５ 床土-40～50cｍ

第1231 陶器 捕鉢 伽 Ｚ６５ＮＯｌ

第l23IxI5 瓦蘭土器 ゴ瓶 1ＫI内 Ｚ６５Ｎｏ３ 側面環状部び鉄片付綿

鋪1231 石製品 ゾ打石 脚内 4.7 2.3 ９９ Ｚ65.65 検出面｡石英

第1231 石製品 臼 33.5 Ｚ６５ＮＱｌ６ 安山岩？灰黒色

第1231 陶器 フ 目碗 瀬戸美濃 4.8 Z65No,１８

第l231XI9 青磁 碗 '''1』 4‘６ Ｚ６５Ｎｏ８

第123図1０ 京都系土師器 皿 碓地 22.1 2７ Ｚ６５Ｎｏ２０

第l23IXlll 石製船 ド臼 ﾊﾐ地 30.0 5２ Ｚ6５ No24＋２５安111汁？灰蝋色

鋪123図1２ 京都系上 lⅢ 征地 13.0 2.0 Ｚ６５Ｎｏ２６

鋪123図1３ 京都系上 IⅢ 在地 12.4 2.5 Ｚ６５Ｎｏ９

第1２ 1４ 京都系土師＃！ Ⅲ 在地 12.4 2.4 Ｚ６５Ｎｏ 1１

鋪123図1５ 京都系土師器 皿 ﾊﾐ地 13.1 2.3 Ｚ６５Ｎｏ 1２

第l23IXll6 京都系土師器 皿 征地 12.3 2.4 Ｚ６５Ｎｏ 1３

第123図1７ 在地系土師器 皿 在地 6.0 Ｚ６５Ｎｏ 2７

第124図１ 京都系土師器 皿 在地 10.8 2.1 Ａ６４Ｎｏ６

鋪l241xl2 1j器二［京都系 lⅢ 征地 9.1 2０ A64No､1８

第l241XI3
ー＆

万 都系土師器 皿 在地 112 3.6 A64No､2０

鋪l24IZl4
←8

Ｊ５ 都系土師器 皿 在地 11.0 Ａ６４Ｎｏ２１

第124図５
一ｊ

ｊ５ 都系土師器 皿 征地 12.2 2.1 A64No､4０

第l241Xl6 京都系土師器 皿 征地 14.6 2.7 Ａ６４Ｎｏ ‘１８

第124図７ 在地系土師器 皿 在地 1２６ Ａ６４Ｎｏ 7０

第124図８ 京都系土師器 蓋 征地 4.2 1.4 Ａ６４Ｎｏ 6９

鋪l24IXI9 青磁 碗 Il1iRl Ａ６４Ｎｏ ４ 鍋蓮弁紋

第l241ZIlO 諦花 Ili A64No､８

第124 １ 青磁 碗 IＩ１ｌＫｌ 5.0 Ａ６４Ｎｏ３
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第124図1２ 青花 碗 中岡 Ａ６４Ｎｏ５

第124図1３ 陶器 天目碗 中凶 A64No､2８

第l24IXll4 白磁 碗 中Ｉ A64No､3６

第124図1５ 白磁 碗 ''１ A64No､3７

第124図1６ 白磁 碗 中 Ａ６４ＮＱ４２

第124図1７ 白磁 碗 中国 Ａ６４Ｎｏ４４

第124図1８ 白磁 皿 中脚 6.2 A64No47

第l24Ell9 白磁 碗 中IIiI 6.6 A64No45

第12412120 背花 碗 １４
↑

ｒ 11.6 A64No57

第124図2１ 陶器 喪 中国磁そう A64No52

第124図2２ 瓦質土器 風灯 Aｌ 42.8 A64No､1５

第124図2３ 瓦質土器 火斜 国内 28.6 A64No､6２

第l241Xl24 瓦簡土器 商珂 I内 Ａ６４Ｎｏ５５

第124図2５ 土師器 高卿 在地 Ａ６４Ｎｏ２９

第125図１ 須恵器 岡内 15.8 A64No､１２

第125図２ 瓦質土器 鉢 国内 Ａ６４Ｎｏ２１

第125図３ 土師質 jiI渦 国内 A64No．

第125図４ 土師質 ｉＩＩ渦 内 A64No．

第125図５ 鉄製品 斧 国内 9.7 4.3 ２１９８９ A64No,1１

第125図６ 鉄製品 釘 国内 11.3 2９９９ A64No､2４

第125図７ 鉄製品 釘 国内 5.1 ０．７ 16.99 A64No24

第125図８ 鉄製品 釘 国内 6．１９ A64No､2９

第l25IXl9 鉄製品 釘 国内 4.8 ５６窟 A64No24

第125図１０ 坤瓦 国内 16.9 12.9 ３４ A64NQ29

第l25IZlll 石製品 上臼 安'１１場 30.6 ７５ Ａ６４Ｎｏ５８

第125図1２ 石製品 砥石 泥岩 252 10.5 ０７ A64No､5６

第125図1３ 石製品 硯？ 粘板器 6８ 4.3 ０６ A64No､１７

第125図1４ ガラス A64No､6７

第126図１ 背花 皿 中'五l漁洲傾 A6.465 1１ 土

第126図２ 石製品 砥石 国内 3.0 2.8 6．８９ Ａ6４ 卿土－８～12cｍ

第126図３ 鉄製品 釘 国内 4.6 3．７９ Ａ6４ 151土-20～35cｍ

第126図４ 鉄製品 釘 l内 3.6 0.4 2．２９ Ａ6４ Ｍ土-20～35cｍ

第l26El5 石製品 砥石 国内 4.1 2.2 0５ Ａ6４ 側土－８cｍ

第126図６ 鉄製品 釘 国内 2．４９ Ａ6４ 卿土－８cｍ

第126図７ 鉄製品 釘 岡内 Ａ6４ 側土－８cｍ

第126図８ 陶器 播鉢 備前 Ａ6４ 床土-18cｍ

第126図９ 瓦 軒平瓦 国内 Ａ6４ 床土-20～35cｍ

第l26EllO 瓦質土器 喪 国内 Ａ6４ 床土-20～35cｍ

第126図1１ 陶器 柵鉢 備前 Ａ6４ 床土-20～35cｍ

第126図1２ 石製品 鍋 長崎 3.3 21.49 Ａ6４ 床土－５～60cｍ

第126図1３ 土師質 土錘 国内 4.3 1.8 11.59 Ａ6４ 床土-60cｍ

第126図1４ 鉄製品 釘 人Ｉ 5.7 1０．９９ Ａ6４ 床土-60cｍ

第126図1５ 鉄製品 釘 国内 3.9 0.3 1．７９ Ａ6４ 床土-60cｍ

第126図1６ 瓦衝土器 揺鉢 国内 Ａ6４ 地IlI上20cｍ

第126図1７ 陶器 蕊 備 Ａ6４ 地山上28cｍ

第l27Ell 京都系土師器 IⅢ 在地 14.4 2.8 Ａ6４ 6５ 検川面

第127図２ 陶器 天目碗 瀬両奨漉 Ａ6４ 6５ 検出面

第127図３ 白磁 皿 中岡 17.6 Ａ6４ 6５ 検出而

第127図４ 白磁 皿 中'五１ Ａ6４ 6５ 検出面

第1271 陶器 1111 美渥 6.0 Ａ6４ 6５ 検出面

第127図６ Ａ6４ 6５ 検出面

第127図７ Ａ6４ 6５ 検出面

第127図８ 青磁 碗 中 ６６ Ａ6４ 6５ 検出面

第l27IXl9 脊磁 碗 中国 3.8 Ａ6４ 6５ 淡灰色｡検出而

第127図１０ 宵花 llll 中岡 Ａ6４ 6５ 検出面

第l27Elll Ａ6４ 6５ 検出面

第l27IXIl2 Ａ6４ 6５ 検出面

第127図1３ Ａ6４ 6５ 検出面

第127図1４ Ａ6４ 6５ 検出面

第127図1５ 陶器 瓶 傭前 10.0 Ａ6４ 6５ 検出面

第l27IXil6 陶器 瓶 術前 10.0 Ａ6４ 6５ 検出面

第127図1７ Ａ6４ 6５ 検出面

第127図1８ Ａ6４ 6５ 検出面

第127図1９ Ａ6４ 6５ 検出面

第128図１ 1'f花 碗 中 Ａ6４ 6５

第128図２ 瓦質土器 国内 Ａ6４ 蹄灰色
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第128図３ 陶器 瓶 備前 Ａ6４ 6５

第128図４ 石製品 砥石 結品片岩 1.5 Ａ6４ 6５

第128図５ 石製品 砥石 国内 1２０ 4０ 3.0 Ａ6４ 6５ 146.59
第128図６ 鉄製品 内 Ａ6４ 6５

第128図７ 鉄製品 国内 Ａ6４ 6５

第128図８ 鉄製品 釘 国内 Ａ6４ 6５

第128図９ 鉄製品 釘 国内 Ａ6４ 6５

第128図１０ 鉄製品 釘 国内 Ａ6４ 6５

第128図１１ 鉄製品 釘 国内 Ａ6４ 6５

第128図１２ 鉄製品 釘 国内 Ａ6４ 6５

第128図１３ 鉄製品 釘 国内 Ａ6４ 6５

第128図１４ 鉄製品 釘 国内 Ａ6４ 6５

第128図1５ 京都系土師器 皿 在地 2.3 Ａ6４ 6５ 完全品

第128図１６ 青磁 皿 中国 ９１ Ａ6４ 6５

第128図１７ 青磁 皿 中国 Ａ6４ 6５

第128図１８ 背花 碗 中国 Ａ6４ 6５ 二回目掘り下げ面

第128図1９ 青花 碗 中国 Ａ6４ 6５

第128図2０ 瓦質土器 鉢 国内 Ａ6４ 6５ 床土-25cｍ

第128図2１ 瓦質土器 火鉢 国内 Ａ6４ 6５ 淡茶褐色

第128図2２ 土師質 土錘 国内 4.3 16.69 Ａ6４ 6５

第128図2３ 土師質 土錘 国内 5.5 1.2 8．９９ Ａ6４ 6５

第128図2４ 鉄製品 釘 国内 7.1 7．６９ Ａ6４ 6５

第128図2５ 鉄製品 釘 国内 4.4 8．０９ Ａ6４ 6５

第128図2６ 鉄製品 釘 国内 3.1 ９ Ａ6４ 6５

第128図2７ 鉄製品 釘 I内 ０．４ 1．７９ Ａ6４ 6５

第128図2８ 琳渦 国内

第128図2９ 財渦 国内

第128図3０ 琳渦 国内

第128図3１ 鉄製品 釘 国内 3.0 1.2 4．８９ Ａ6４ 6５

第128図3２ 鉄製品 釘 国内 2２ 0.3 ０．５９ Ａ6４ 6５

第128図3３ 鉄製品 釘 国内 2.6 ０３ ９ Ａ6４ 6５

第129図１ 土師質 土錘 国内 3.3 1.2 ９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図２ 土師質 土錘 国内 5.6 １．０ 6．１９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図３ 土師質 土錘 国内 4.1 1.1 4．７９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図４ 土師質 土錘 国内 5.0 2.0 20.29 Ａ6４ 6５ 検出面

第129図５ 銅製品 小容器 内 4.6 ０．１３９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図６ 鉄製品 国内 7.8 1.1 8６９９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図７ 鉄製品 国内 3.0 6．２９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図８ 鉄製品 国内 ０．３ 16‘４９ Ａ6４ 6５ 検川面

第129図９ 鉄製品 釘 国内 5.7 ０．５ 16.7 Ａ6４ 6５ 検出面

第129図1０ 鉄製品 釘 国内 0.2 ９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図1１ 鉄製品 釘 国内 4.3 0.4 ５６９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図1２ 鉄製品 釘 国内 0.4 ２ｏｇ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図１３ 鉄製品 釘 国内 4.0 ０３ ３ｏｇ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図１４ 鉄製品 釘 刈 4.7 ０２ ３７９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図１５ 鉄製品 釘 期 ０２ ９ Ａ6４ 6５ 検川面

第129図１６ 鉄製品 釘 国内 ０３ lｏ５ｇ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図1７ 鉄製品 釘 国内 ０５ 3３９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図１８ 鉄製品 釘 国内 ０５ 15.69 Ａ6４ 6５ 検出面

第129図1９ 鉄製品 釘 国内 5.8 ０４ 5２９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図2０ 鉄製品 釘 国内 4.3 0.3 2５９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図2１ 鉄製品 釘 l内 9．８９ Ａ6４ 6５ 検出而

第129図2２ 鉄製品 釘 国内 3．０９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図2３ 鉄製品 釘 国内 0.4 ２５９ Ａ6４ 6５ 検出面

第129図2４ 石製品 砥石 結晶片岩 19.8 8.7 3.8 Ａ6４ 6５ 検出面

第130図１ 青花 碗 中国 Ａ65Ｎ０．２

第130図２ 京都系土師器 皿 在地 １１．０ 3.5 Ａ65Ｎ０．１３ 淡黄赤色

第130図３ 京都系土師器 皿 在地 11.8 2５ Ａ65Ｎ０．１８ 蹄茶褐色

第130図４ 京都系土師器 皿 在地 Ａ65Ｎ０．２３ 樋褐色

第130図５ 陶器 播鉢 備前 30.0 10.2 15.7 Ａ65Ｎ０．２７ 交叉橘り目

第130図６ 瓦質土器 丸瓦 国内 20.7 12.1 2.2 Ａ65Ｎ０．２２

第131図１ 在地系土師器 皿 国内 12.3 7.8 2.0 Ａ6４ 白色｡床土～18cmまで

第131図２ 陶器 瓶 備前 3.8 Ｂ64.65 Ⅲ土-25～30cｍ

第131図３ 鉄製品 釘 国内 4.6 0.5 6.6 Ｂ64.65 側土-25～30cｍ

第131図４ 鉄製品 釘 国内 4.1 0.4 7．７９ Ｂ64.65 、土-25～30cｍ

第131図５ 鉄製品 釘 国内 3５ ０．５ 5.ＯＲ Ｂ64.65 床土-25～30cｍ
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第131図６ 鉄製品 釘 国内 6.5 0.4 8．３９ B6４ 6５ 床土-25～30cｍ

第131図７ 鉄製Ｉ品 釘 国内 1．８９ B6４ 6５ 床土-25～30ｍ

第131図８ 鉄製品 釘 国内 ０．５ 5．２９ Ｂ6４ 6５ 床土-25～30cｍ

第131図９ 鉄製品 釘 国内 4.1 ９ Ｂ6４ 6５ 床土-30cｍ

第l31E110 鉄製品 釘 国内 Ｂ6４ 6５ 床土-25～30cｍ

第131図1１ 背花 碗 中国 9．２９ Ｂ6４ 6５ 床土-30～40cｍ

第131図1２ 瓦質土器 揺鉢 国内 13.5 Ｂ6４ 淡灰色｡床土-30～40cｍ

第131図1３ 銅製品 国内 2.4 0.9 1７３９ Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図1４ 鉄製品 国内 1,9 0２ 1２６９ Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図1５ 青花 皿 中国 Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図１６ 青磁 浅形碗 中国飽泉蕊 Ｂ6４ 6５ 明緑灰色｡検出面

第131図1７ 陶器 播鉢 備前 Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図1８ 磁器 再加工 4.0 1.0 24.99 Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図1９ 鉄製品 国内 1.4 2.1 2．０９ Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図2０ 鉄製品 国内 1.3 2．９９ Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図2１ 鉄製品 刀子 国内 8０ ０４ 17.79 Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図2２ 鉄製品 釘 国内 5.9 ０４ 11.79 Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図2３ 鉄製品 釘 国内 5.2 ０５ 14.19 Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図2４ 鉄製品 釘 国内 3.7 ０４ 5．６９ Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図2５ 鉄製品 釘 国内 6.7 0３ 11.19 Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図2６ 鉄製品 釘 国内 4６ 0.5 6．１９ Ｂ6４ 6５ 検出面

第131図2７ 京都系土師器 皿 在地 17.0 2.1 Ｂ6４ 暗黄橿色｡２１７

第131図2８ 土師質 土錘 国内 4.8 1.4 8．０９ Ｂ6４ 2.17

第131図2９ 土師質 土錘 国内 1.0 7．２９ B6４ 12.24

第131図3０ 土師質 鎌 国内 10.0 0.3 38.19 Ｂ6４ 12.24

第131図3１ 鉄製品 釘 国内 4.7 11.19 Ｂ6４ 12.24

第131図3２ 鉄製品 釘 国内 4．０９ B6４ 12.24

第131図3３ 在地系土師器 皿 在地 12.0 6.2 B6４ 最下層の地山直上包含層

第131図3４ 瓦質土器 鍋 国内 27.0 B6４ 淡灰白色｡最下層の地山直上包含層

第131図3５ 瓦質土器 碗 国内 15.6 B6４ 淡灰白色｡最下層の地山直上包含層

第132図１ 在地系土師器 皿 在地 B64NO． 茶褐色

第132図２ 京都系土師器 皿 在地 12.7 2.5 B64NO

第132図３ 京都系土師器 皿 在地 11.7 2.3 B64NO

第132図４ 京都系土師器 皿 在地 11.0 B64NO

第132図５ 京都系土師器 皿 在地 9.0 2.0 B64NO

第132図６ 京都系土師器 皿 在地 6.3 2.0 B64NO

第132図７ 京都系土師器 皿 在地 8.2 2.0 B64NO

第132図８ 京都系土師器 皿 在地 15.0 1.7 B64NO

第132図９ 在地系土師器 皿 在地 B64NO6６ 赤褐色

第132図1０ 京都系土師器 蓋 在地 5.3 １．６ B64NO76

第132図１１ 京都系土師器 皿 在地 9.0 1９ B64NO77 褐色

第132図1２ 在地系土師器 皿 在地 6.0 B64Ｎ０．７８ 橿色

第132図1３ 在地系土師器 小皿 在地 5.0 3.7 1,1 B64NO､8５ 茶褐色

第132図1４ 青花 碗 中国 B64NO4

第132図１５ 白磁 猪口 中国 3.2 B64Ｎ０．５０

第l32Ell6 水色紬陶器 型押皿 中国南部 B64Ｎ０．１０

第132図1７ 白磁 皿 中国 8０

第132図1８ 土師器 喪 在地 B64NO87 淡灰黄色

第132図1９ 華南三彩陶器 鳥形水注 中国南部 B64NOl9

第132図2０ 土師器 壷 古墳時代 16.8 B64Ｎ０．６７ 褐色

第132図2１ 京都系土師器 皿 在地 B64NO21

第132図2２ 背花 碗 中国景徳鎖 B64Ｎ０．５４

第132図2３ 背磁 碗 中国龍泉蕊 B64Ｎ０．７１

第132図2４ 背磁 碗 中国寵泉窯 11.2 B64NO72

第132図2５ 緑紬陶器 壷 B64Ｎ０．６２

第132図2６ 陶器 変 備前 B64NO80

第132図2７ 青花 B64NO84

第132図2８ 陶器 舟徳利 朝鮮 B64N052.63

第133図１ 土師質 土錘 国内 4.6 1２ B64NO56

第133図２ 銅製品 国内 2２ 0.4 0.2 B64NO23 １．１９

第133図３ 銅製品 国内 4.4 1.6 7０１９ B64Ｎ０．２４ 板を捻じ曲げたもの

第133図４ 銅製品 蕃 国内 ８２ 1.3 7.039 B64Ｎ０．２８

第133図５ 鉄製品 毛抜き 国内 ８１ 1２ 37.99 B64NO3

第133図６ 鉄製品 釘 国内 5３ ０４ 31.79 B64Ｎ０．５

第133図７ 鉄製品 釘 国内 102 0.4 １８．８９ B64Ｎ０．１６

第133図８ 鉄製品 釘 国内 6.3 0.3 7．８９ B64Ｎ０．２２
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挿図Nｕ 器種 生産地
法

口径

証(単位ｃ

底径

､）

器高
遺栂名 備考

鋪133図９ 鉄製品 '五l内 6.1 4０２９ Ｂ64Ｎ０．５９

第l33IXllO 石製品 砥石 結品片岩 1０ Ｂ６４ＮＯ 2３ 3219.上下面使用
第133図１１ 石製品 砥イ 結晶片岩 1２０ 1３ Ｂ６４ＮＯ 2５ l8L4go片面使用
館133図1２ 石製品 WIW 内 4.8 Ｂ６４ＮＯ 4８

第133図1３ 石製品 mlW ツ 蒐砂岩 11.3 4.7 4.1 Ｂ６４ＮＯ 6３ 四面使用
第133図1４ 石製品 砥イ ヲ草砂岩 ６９ 3.8 Ｂ６４ＮＯ 2６ 79.49.六面使用
第133図1５ 石製品 砥イ 内 6.0 3.5 0.8 Ｂ６４ＮＯ 6４ 繭白色の砂岩◎片面剥離欠損
第133図1６ 石製品 砥イ 内 6３ 4.3 Ｂ６４ＮＯ 7４ 背灰色石材
第133図1７ 石製品 砥石 天草砂岩 3.6 1.0 Ｂ６４ＮＯ 7５ 鋸挽き成形
第134図１

＝

凡 都昇土師器 皿 在地 12.9 Ｂ６５ＮＯ １

第134図２
一旦

万 都昇土師器 皿 地 10.9 4.1 Ｂ65N０．２

第134図３
、ａ

ｊｆ 都昇土師器 皿 ｲＩ 地 12.8 Ｂ65Ｎ

第134図４
一ａ

ｈ 都司 土師器 皿 油地 11.6 Ｂ６５ＮＯ８

第134図５ 京都男 土師器 皿 ｲ！ 地 10.6 2.7 Ｂ65Ｎ０．１７

第134図６ 京都計 土師器 皿 ｲＩ 地 1.6 Ｂ65Ｎ０．１８

鋪134図７ 京都升土師器 １１－１ そ地 10.2 Ｂ６５ＮＯｌ９

第134図８ 京都身土師器 Ⅲ そ地 13.4 B65Ｎ０．５３

第134図９ 京都系土師器 1Ⅲ イ地 B6５ 検出面

第1341叉110 瓦質土器 蕊 A１ 15.0 B65Ｎ０．７６ 淡灰色

第134図1１ 陶器 描鉢 備前 B65NO5０

第134図1２ 陶器 蕊 備前 B65NO3３

第134図1３ 陶器 柵鉢 側前 B65NO5２

筋l341Xll4 青花 Ⅲ '|'国漁州駕 B65NO４

第134図1５ B65Ｎ

第134図1６ 緑褐紬陶器 蓋 I|咽南部 4.5 B65Ｎ０．１３

第134図１７ 青花 碗 中国漁州黛 B65Ｎ０．４５

第134図1８ 青花 １１１１ 中国驚億鎖 13.2 B65Ｎ０．２５

第134図1９ 青花 碗 中国紫徳 B65Ｎ０．４０

第134図2０ 陶器 盤 中国津州黛 B6５ 床土-30～40cｍ

応134図2１ 瓦質土器 火鉢 国内 B6５ 検出面

廟134図2２ 青花 皿 中同源州箕 B65NO37 淡灰色

刺34図2３ 黒色土器 椀 脚内 B65Ｎ０．５６ 内面へら磨きで黒色

税34図2４ 須恵器
ロ『

笛Ｘ 内 9.0 B6５ 検出面

秘34図2５ 青磁 碗 中国雌泉禦 B65Ｎ０．６１

鋪l34IXl26 鉄製品 釘 圃内 3.9 0.3 ９ B6５ 床土-30～40cｍ

鋪134図2７ 鉄製品 釘 国内 0.3 5．１９ B6５ 検出面

鋪l34IxI28 鉄製品 釘 内 3.5 0.2 4.19 B6５ 検出面

鎌135図１ 三彩陶器 器物 中国南部 B65NO､4６

第135図２ 古代瓦 九瓦 内 B65Ｎ０．７２

卿35図３ 土製 鈴 内 B65Ｎ０．４９ 灰黄色

卿35図４ 土師質 土錘 内 4.3 2２３９ B65Ｎ０．５９ 淡灰白色

糊35図５ 銅製品 環状 '五l内 0.2 1.649 B65Ｎ０．２２

常135同６ 銅製品 国内 1.7 ０．５９９ B65Ｎ０．２８

席l35IXI7 銅製品 国内 4.0 0２ ０．５１９ B65Ｎ０．３４

浦135図８ 鉄製品 釘 同内 5.4 9．７９ B65Ｎ０．４４

第135図９ 鉄製品 釘 国内 24.79 B65Ｎ０．６６

第1351叉'1０ 銅製品 国内 B65Ｎ０．４２

第135図１１ 鉄製品 刀子 国内 5.5 0.4 2．９９ B65NO．

第135図1２ '五l内

第135図1３ 国内

第135図1４ 内

鋪135図1５ 側内

鋪135図1６ 銅製品 秤 却

第l361XIl 京都系土師器 Ⅲ rｌ 地 15.5 Ｃ64Ｎ０．１０ 樋色

第136図２ 青花 碗 ‘Ｉ 同源州窯 Ｃ64Ｎ０．２０

鋪136図３ 青花 ｌｌｌｌ [Ｉ 国涼 型 Ｃ64Ｎ

鋪136図４ 陶器 天側碗 美濃 Ｃ64Ｎ０．１９

第l36IXI5 褐袖陶器 瓶 中国 9０ Ｃ64Ｎ０．３５

第１３６１ 瓦質土器 捕鉢 岡内 Ｃ64Ｎ０．１２ 暗褐色

第136図７ 瓦質土器 鍋 国内 C64Ｎ０．７ 淡橿色

第1361 瓦質土器 火鉢 回内 Ｃ64Ｎ０．１８ 暗灰色

第136図９ 陶器 拙鉢 備前 C64NO､3９

第136図１０ 陶器 播鉢 備前 Ｃ６４ＮＯ６

第136図1１ 陶器 捕鉢 備前 Ｃ64Ｎ０．２７

第136図1２ 石製品 砥石 結晶片岩 1２９ C64Ｎ０．４０

第136図1３ 土師質 土錘 岡内 C64Ｎ０．２１
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底径
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器高
遺構名 傭考

第137図1４ 坤瓦 111内 1.9 C64Ｎ０．３６

第1371叩 白磁 卿Ｉ '１ C61.65 検1１ 面

籾371 1if花 碗 '''五脈億$Ｉ C６１．６５ 検Ⅱ 面

卿371叉1３ I'j:磁 碗 １１脚 C６１．６５ 検1１ 面

籾37岡４ 陶器 天１１碗 削両徒漉 C64.65 検Ｈ 面

籾37ｌｘ'５ 褐袖陶器
６Ｆ

f砿 '１脚南部 C6３ ''１世道路砂利肘

籾37図６ 瓦髄土器 鍋 内 C61NO． 床土－１０cｍ

脚37図７ 瓦匝{:器 殉火鉢 I却内 C64.65 中世道路砂利層

刺37ｌｘ1８ 鉄製砧 釘 凶内 1.6 0.5 Lｏｇ Ｃ6４ 中世道路砂利層１ｈ下

第137図９ 鉄製品 釘 国内 0.5 4．３９ Ｃ64.65 検出面

第137図1０ 鉄製‘H１ 釘 Ｎ内 5.0 ９ Ｃ64.65 検出面

刺37同1１ 鉄製IYl 釘 lfl内 Ｃ64.65 検出面

術l37IXll2 瓦蘭土器 ＷＬ 雌l内 Ｄ6４ Ｎｏ４＋６＋２５

糊38図１ 郁系土師器 Ilil 征地 ５ 2.0 Ｄ６４ＮＱｌ 褐色

籾38IxI2 京部系MiIj器 lIll (i;地 14.6 2２ Ｄ６４Ｎｏ２ 褐色

Iiyl381Xl3 京都系１，師器 IⅢ 在地 8.9 2.1 Ｄ６４Ｎｏ３ 褐色

第138図‘１ 郁系土師器 Ⅲ ﾊﾐ地 14.8 2.0 D64No､4５ 褐色

第138図５ 郁系1:師器 1111 在地 1５ ７ 2.2 D64No､1５ 褐色

第138 部系土師器 lⅢ ｲ［地 1２ ６ 2.5 D64No､2６ 褐色

第138 部系土師器 Ⅲ 庄地 1２ ‘Ｉ D64No､2７ 褐色

鋪138 郁系北帥器 Ⅲ 在地 1１ ４ 2.2 D64No､3０ 褐色

術l381Zl9 京部系土師器 lⅢ n地 1３ ０ 2２ D64No50 褐色

術l381xllO 在地系土帥器 １１１１ (l§地 8.2 1.3 Ｄ６４Ｎｏｌ３ 褐色

柳38図1１ 在地系土師器 Ⅲ (I§地 1０４ Ｄ6４ No.１１＋１２．機色

籾38図1２ 1:師器 １－１１ 10.9 D64No､5６ 褐色

伽381xll3 IIj:磁 1111 I|'側 4.5 D64No､4５

籾38凶1４ 11『磁 碗 '''1KＩ 6.2 Ｄ６４Ｎｏ５３ ''1盤に加1：

贈l38IZll5 Ilj:磁 Ⅲ１ ＩＩ１ｌＫｌ 4.2 D64No,2４

刺38図1６ -k師器 占備系 11.6 3.2 3.0 Ｄ6４ No51＋52.14世紀

籾38図1７ 墓彩陶器 ''１１邸南部 D64No､2５

聯l381xll8 陶器 捕鉢 術IiiI Ｄ６４Ｎｏ 5４

籾38図1９ 瓦Wil器 鍋 在地 Ｄ６４ＮＯ 1６

籾38ｌｘ120 陶淵 鉢 備前 10.8 D64No1０

籾38ｌｘ121 陶淵 艶 備仙 14.5 D64No３１

刺38図2２ 陶棚 型Ｋ
みし 常淵 D6４ 中世道路砂利肘面ﾄﾞ

応l381xi23 凡庇l器 鍋 '五l内 D64No23 淡黄灰色国鉄鍋の模倣,Y，

刺38ｌｘ124 在地系土師器 lⅢ ﾊﾐ地 D64No､6０

第138図2５ 陶器 碑Ｋ
ＪＬ 滑 D64No,1８

第138図2６ ｲi製IYI ＩＫＩ内 3.2 1.4 lo,４９ D64No､6５

第l38IXl27 凡蘭上器 鍋 在地 D64No63 Ｍ世紀中～後

第138図2８ 瓦蘭土器 鍋 脚内 D64No21

第1391 郁系北師器 Ⅲ ハ地 8.8 1.8 Ｄ6４ 中世道路~ﾄ゙ 30cｍ

第l39IxI2 在地系土師器 Ⅲ （’ 地 8.4 6.4 1.3 Ｄ64.65

第l391Xi3 陶器 川徳利 朝鮮 ｡.』 Ｄ6４ 6５ 検出面

第139回４ I1i花 ｌＩＩｉ ＩＩ１ＩＫｌ Ｄ6４ 6５

第139図５ I1f花 Ⅲ１ １１
１

１ Ｄ6４ 6５ 検出面

第l391xl6 鉄製紬 釘 腿|内 Ｄ６１ 6５ 北部卜部11.13

第l39El7 卯(郁系ｔ師器 lⅢ A;地 15.7 2.9 D6３ 《o、

第1391 瓦蘭l器 D6４ 淡灰色｡下牌

第l39Ixl9 瓦蘭上器 Ｄ6４ 検出面

鋪l391ZllO 瓦『'〔土器 Ｄ6４ 淡'火色｡床上-30cｍ

第l391Xlll 凡蘭ｔ器 D64.65 淡灰色

第l39Ell2 陶器 艶 ↑Ｉ 滑 Ｄ64.65 下1Ｗ12.12

第l391Xll3 瓦r〔上器 火 イ地 D64.65 1０

第139 ４ 陶器 功べ
ﾕbし 備前 D64.65

第139 ５ 曲磁 lⅢ IＩ IKl D6４ 検出１ｍ

第l39IXIl6 瓦f'〔」 器 鍋 (’ 地 26.6 D64.65 淡灰色｡暗櫛色粧地肘

第l391Xll7 瓦蘭 器 鯛 、地 23.0 D64.65 暗茶褐色｡暗櫛色盤地肘

第l391Xll8 ｲi製,｛ 砥打 メ f''1:砂器 4.3 3６ 64.09 Ｄ6４ 中世道路吹卜

鋪l401Xll 郁系1:師器 lⅢ ｲ’ 地 13.4 2.2 Ｃ６５ＮＯｌ８

第l401XI2 〕j(郁系土師器 Ⅲ１ ｲＩ 地 1２８ 2５ Ｃ65Ｎ０．４

第1401 ''1磁 '１ 碗 1１ IRI 7.6 C65No､５

第140図４ 〃磁 ＃ I’ 脚 5.7 C65No､１

第l401xl5 瓦蘭」 器 ｿ （１ 地 25.2 Ｃ６５ＮｏｌＯ

第140図６ 凡庇Ｉ 器 ｿ鉢 ハ地 Ｃ６５Ｎｏ２

第l401Zl7 瓦庇｛ 器 猟鉢 岡内 Ｃ６５ＮＱｌ５
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第140図８ 石製品 砥石 天草砂岩 4.1 3３ C65No､2０

第140図９ 陶器 拙鉢 備前 31.3 C65No､1２

第140図1０ 白磁 碗 中国 Ｃ6５ 中世道路直下

第140図1１ 青磁 lIIl 中国 5.0 Ｃ6５ 中世道路直下

第140図1２ 白磁 lⅢ 中国 Ｃ64.65 東部

第140図1３ 瓦質土器 これ鉢 国内 Ｃ6５ 暗褐色整地層

第140図1４ 鉄製品 釘 国内 4.5 0.5 6．６９ Ｃ6５ 中世道路直上

第140図1５ 鉄製品 釘 国内 20.99 Ｃ6５ 中世道路直下

第140図1６ 鉄製品 釘 国内 6.1 ９ Ｃ6５ 中世道路下15cｍ

第140図1７ 石製品 砥石 砂岩 Ｃ6５ 中世道路下15cｍ

第141図１ 京都系土師器 皿 在地 12.9 2.1 D65No､2１

第141図２ 京都系土師器 Ⅲ 在地 12.9 D65No,2２

第141図３ 京都系土師器 llll 在地 2.2 D65No,3６ 油煤付若

第141図４ 京都系土師器 Ⅲ１ 在地 11.4 D65No,4３

第141図５ 京都系土師器 ｌ－Ｉｊ 在地 D65No､3９

第141図６ 在地系土師器 llll 在地 5８ D65No23

第141図７ 在地系土師器 lIIl 在地 5.6 D65No､4０ 金色の雲母

第141図８ 在地系土師器 lHl 在地 7５ Ｄ６５ＮＱｌｌＯ

第141図９ 陶器
ごOf

iIl［ 備前 9.3 D65No､3４

第141図1０ 白磁 Illl 中国 13.0 7.5 2.3 Ｄ６５Ｎｏ３１

第141図11 青花 碗 中国景徳鎮 4.6 D65No､4１

第141図1２ 青花 Hll 中国景徳罫 Ｄ65Ｎ０．４５

第141図１３ 白磁 碗 中国 5.9 Ｄ６５Ｎｏ４７ D64中世道路砂利層も｡砂目概み

第141図１４ 瓦質土器 これ鉢 国内 D65No,１２

第141図1５ 瓦質土器 これ鉢 東播系 D65No､5１

第141図１６ 瓦質土器 風炉 在地 Ｄ６５ＮＱ４６

第141図1７ 瓦質土器 火鉢 在地 D65No､3８

第141図1８ 瓦質土器 鉢 在地 D65No・llO

第141図1９ 弥生土器 翌 在地 5.8 Ｄ６５Ｎｏ２７

第141図2０ 弥生土器 間坪 在地 D65No､3３

第141図2１ 瓦質土器 捕鉢 国内 16.0 Ｄ6５

第141同2２ 瓦質土器 火鉢 在地 39.2 Ｄ65Ｎ０．２８

第141図2３ 銅製品 国内 2.3 0.3 ９ D65No37

第142図１ 京都系土師器 IIll 17.4 Ｄ6５

第142図２ 褐袖陶器
-Gr

tiHf 中国 10.6 Ｄ6５ 中世道路下30cｍ

第142図３ 鉄製品 釘 国内 0.3 15.69 Ｄ6５ 床土－６cｍ

第142図４ 青花 llll 中国 Ｄ6５ 南西部

第142図５ 陶器 舟徳利 朝鮮 Ｄ6５ D64中世道路砂利厨

第142図６ 白磁 皿 中国 Ｄ6５ 床土-60cｍ

第142図７ 石製品 石鍋 長崎 Ｄ6５ 中世道路下30ｍ

第142図８ 土師器 在地 4.6 Ｄ6５ 床土-60cｍ

第142図９ ガラス Ｋ ０．６２９ Ｄ6５ 三回目検出面123

第142図1０ 京都系土師器 Ⅲ 在地 11.2 2.0 E64No､１

第142図1１ 京都系土師器 １１１１ 在地 12.4 2.5 E64No,1８

第142図1２ 京都系土師器 Ⅲ 在地 13.0 2.0 Ｅ64Ｎ０．３５

第142図1３ 京都系土師器 lⅢ 在地 2.0 E64No20 内面半分油煤付諦｡完全,¥！

第142図１４ 在地系土師器 Ⅲ 在地 14.4 9.0 3５ E64No､４

第142図1５ 在地系土師器 Ⅲ 在地 13.6 3.6 Ｅ６４Ｎｏ 1２

第142図1６ 在地系土師器 Ⅲ 在地 13.4 9.2 3.1 Ｅ６４Ｎｏ １８

第142図1７ 在地系土師器 IⅢ 在地 12.6 8.1 3.4 Ｅ６４Ｎｏ 1０

第142図1８ 在地系土師器 １１１１、ｌノ 在地 11.8 8.1 4.2 Ｅ６４Ｎｏ ６

第142図1９ 在地系土師器 皿 在地 8.2 1.3 Ｅ６４Ｎｏ 1５

第142図2０ 在地升 土師器 llIl 在地 8.2 7.0 1.1 Ｅ６４Ｎｏ 1７

第142図2１ 京都升 土師器 耳llll 在地 6.5 2.1 E64.65 検出面

第142図2２ 青花 碗 中国 Ｅ64.65 検出面

第142図2３ 白磁 皿 中国 11.6 Ｅ64.65 検出面

第142図2４ 鉄製品 釘 国内 3.7 3．９９ Ｅ6４ 検出面

第142図2５ 鉄製品 釘 国内 5.6 0.3 4．２９ E64.65 検出面

第142図2６ 鉄製品 釘 国内 ９ E64.65 検出面

第142図2７ 鉄製品 釘 国内 0.3 14.69 E6４ 地山直上

第142図2８ 石製品 砥石 天草砂岩 3.6 l‘４ E64.65 25.49.検出而

第143図１ 土師器 畑台 在地 6.6 5.5 E65NQll

第143図２ 瓦 九瓦加工 在地 3２ E65No5 180.49

第143図３ 石製品 砥石 結晶片岩 10.7 6.5 2.2 E65NQl3 255.59

第143図４ 鉄製品 釘 在地 6．６９ E6５ 二回目検出面

第143図５ 瓦質土器 鍋 在地 27.6 E63No3 にぶい横色｡14世紀
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挿図NOL 器種 生産地
法

口径

辻(単位ｃ

底径
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器高
遺栂名 備考

第143図６ 在地系土師器 Ⅲ 在地 5.2 1.4 F64No､４

第143図７ 陶器 Ⅲ１ 中国南部 F64No､２ 蛇の目軸剥ぎ

第143図８ 青磁 皿 中国慰泉窯 20.0 F64Ｎ

第143図９ 瓦質土器 鉢 在地 F64.65 検出面

第143図1０ 瓦質土器 鉢 在地 F64.65 にぶい椅色｡検出面

第143図1１ 鉄製品 釘 在地 1２０ 0.3 24.69 F6４

第144図１ 白磁 碗 中国 F65No､６

第144図２ 土師質 土錘 在地 1.1 4．３９ F65Ｎ

第144図３ 弥生土器 喪 在地 F65No・1０

第144図４ ガラス 玉 ０．００７９ F65No,７ 緑色

第144図５ 瓦 丸瓦 国内 13.5 12.0 4．３９ F65Ｎ

第144図６ 瓦 九瓦 国内 16.0 12,0 2.0 F65No,1１

第145図１ 染付け 筒剛碗 肥前 ２層

第145図２ 白磁 lⅢ 朝鮮 ２層

第145図３ 青花 碗 中国涼州箕 ２層

第1451 青磁 碗 中国髄泉黒 13.2 ２層

節1451 白磁 Mｆ ２１Ｗ

第145図６ 陶器 尺Ｍ碗 瀬戸美濃 2層

第145図７ 瓦質土器 k鉢 在地 ２層

第145図８ 鉄製品 刀子 在地 1.4 18.29 ２層

第145図９ 鉄製品 刀子 在地 4.3 0.7 7．４９ ２層

第145図１０ 鉄製品 釘 在地 5,4 0３ 5．７９ ２層

第l45Elll 鉄製品 在地 ２層

第145図1２ 鉄製品 在地 一回目遺櫛検出面

第145図1３ 銅製品 ２層

第145図1４ 鉄製品 釘 在地 5．３９ ２層

第146図１ 青花 llll 中国津州禦 ２層

第146図２ 青花 皿 中国 中世届下部

第146図３ 青花 碗 中国 l層

第146図４ 青花 皿 １１'国 中世層下部

第146図５ 青花 碗 中国景徳釘 中世層上部

第146図６ 青磁 皿 中国 ５層

第1461 陶器 柵鉢 SPlO35

第146図８ 橘鉢

第146図９ 瓦質土器 火鉢 １４土手 ４層

第146図1０ 瓦質土器 火鉢 １６土手 ８層

第146図1１ 陶器 捕鉢 備前 北トレ ４．２層

第146図1２ 陶器 おろし皿 瀬戸美濃 ｌ７Ｔ

第146図1３ 石製品 石鍋 奨崎 56.89

第l461Xll4 石製品 硯 赤間石 7.1 5.3 1.5 １４土手 ２２層｡29.19

第146図1５ 瓦質土器 鍋の脚 金色の雲母

第146図1６ 石製品 砥石 天草砂岩 7.4 1.9 0.8 ｌ５Ｔ 六面使用｡2829

第146図１７ 瓦 平瓦加工 在地 4.3 27.29 １６土手 ３層

第146図1８ 土師質 仏像 国内 トレンチ 中世道路砂利下層

第146図1９ 土師質 土錘 在地 5.4 1.2 8．３９ ５Ｔ l層

鋪146図2０ 土師器 淘坪 花地 試掘ｌＴ

第146図2１ 弥生土器
号Ｐｆ

‘bＩＲｆ モ地

第146図2２ ガラス 玉 １２土手 ３層

第146図2３ 銭貨 洪武通宝 明1368年 ２３ L６ｇ SKlO周辺

第147図１ 京都系土師器 皿 在地 1２７ 2６ D6５ 中世道路砂利層

第147図２ 青花 碗 中国景徳鎖 Ｃ6５ 中世道路砂利層

第147図３ 白磁 碗 中国 Ｃ6５ 中世道路砂利層

第147図４ 白磁 lⅢ 中凶 Ｄ6５ 中世道路砂利照

第147図５ 青磁 皿 中国龍泉禦 Ｄ6５ 中世道路砂利届

第147図６ 灰粕陶器
毛■狂

f8Hf Ｃ6５ 砂目｡中世道路砂利照

第147図７ 陶器 Ⅲ 唐津系 D6５ 中世道路砂利層

第147図８ 青磁 瓶 １１'国龍泉禦 D6５ 中世道路砂利層

第147図９ 陶器 柵鉢 備前 D6５ 中世道路砂利届

鋪147図1０ 陶器 備前 Ｄ6５ 中世道路砂利層

鋪147図1１ 瓦 F瓦加工 在地 5.5 4.9 1９ Ｃ6５ 56.69．中世道路砂利脳

鋪147図1２ 石製品 k打ち石 石英 4.0 2.7 29.59 Ｃ6５ 中世道路砂利層

第148図１ 華南三彩 $形水注 中同南部

第148図２ 瓦質土器 k鉢 国内

第148図３ 銅製品 分銅 国内

第149図１ 開元通宝 621fｌ 唐 2.4cｍ 1．８９ B6４ 発掘日042117

第149図２ 開元通宝 621fｌ 唐 2.4cｍ 2．７９ B６４ＮＱ４３ 発掘日031219
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第149図３ 間元通宝 621fｌ 唐 24cｍ ２０９ ＳＥｌＯ 裏込め(掘り方)発掘日040224

第149脚 淳化元宝 9904 北宋 25cｍ 2．４９ F64No､６

第149図５ 至道元 995fＩ 北宋 22cｍ L４ｇ Y6５ 発掘ＨＯ‘１０２０３

第149図６ 祥符元宝 １００９年 北宋 2.4cｍ ２３９ Z64No53 発掘11031224

第149凶７ 祥符一宝 １００９年 北宋 2.5cｍ 1．５９ Ｚ６４ＮＱ４３ 発掘｢1031224

第l491Xl8 祥符元宝 １００９年 北宋 2.5cｍ 2．０９ B65No､７ 発掘11031117

第149図９ 祥符通宝 １００９年 北宋 2.5cｍ ９ F65No､３

第149図1０ 祥符元宝 1009年 北宋 ２５cｍ ９ F65包含1Ｗ 床上下1Ｗ

第149図1１ 祥符通宝 １００９年 北宋 ２５cｍ ９ Ｂ６５Ｎｏ５５ 発掘HO40122

第149図1２ 祥符元宝？ １００９年 北宋 ２４cｍ 2．３９ SK22No.’

第149図1３ 天禰通宝 1017年 北宋 2.5cｍ 1．３９ Y64No､９ 発掘[1031219

第1491叉１１４ 殿祐元宝？ 1034年 北宋 ２５cｍ 2．２９ Ｂ６４ＮＱ２７ 発捌日031219

第l49Ml5 末通宝 1038年 北宋 ２４cｍ 1．５９ A65No､８ 発掘HO31121

第149図１６ 未通宝 1038年 北宋 2.4cｍ 1５９ SK49南雌 発捌'1040216

第149図1７ 撫祐通 1056年 北宋 2.4cｍ ０．５９ B64No､4１ 発掘日031219

第l49IXIl8 論平元宝 1064年 北宋 ２３cｍ 1．３９ A65No・1０ 発MIlIIjO31121

第149図1９ 治平元宝 10644 北宋 ２４cｍ 1.69 A65No,３ 発捌'1031114

第149図2０ 治平元宝 10644 北米 C、 ９ B65No､2３ 発捌[1031219

第149図2１ 喫蝋元宝 lO68fl 北宋 C、 2．５９ Ｂ65Ｎ０．１５ 発掘Ⅱ031219

第150図2２ 喫寧元宝？ 1068年 北宋 C、 2．５９ F65No,３

第l50IZl23 喫寧元宝？ 1068年 北宋 C、 209 SＫ４ 発掘11040120

第150世124 鴎寧元宝 1068年 北宋 Ｃ、 ９ Z６４ＮＱ６ 発掘日031121

第150図2５ 製寧元宝？ 1068年 北宋 C、 1.99 SＫ６９ 発掘HO40308

第15012126 興寧元宝？ 1068年 北宋 2.3cｍ 3.09 SＰｌＯｌＯ

第150図2７ 興寧元宝 1068年 北宋 ２３cｍ 1２９ SK22No､２ 発掘 31224

第150図2８ 喫寧元宝？ 1068年 北宋 ２４cｍ 1.19 SE24掘方 発掘11040212

第150凶2９ 元蝋通宝 1078年 北宋 2.5cｍ 2９９ Z64NQ45 発掘HO31224

第150図3０ 元一通宝 北宋 2.5cｍ 1．７９ Z64No､７ 発掘Ⅱ031121

第150図3１ 元暇通 1078年 北宋 2.4cｍ 2３９ B65No､1１ 発掘HO31121

第150図3２ 元蝋通宝 1078年 北宋 2.5cｍ 3２９ Ａ６１Ｎｏ６３ 発掘11040218

第150図3３ 元暇通 1078年 北宋 ２５cｍ 259 Ｄ６１Ｎｏ､６１ 発掘11040303

第150図3４ 元斑通 １０７８年 北宋 ２５cｍ 2.39 D64No､6１ 発掘日040303

第150図3５ 元盟通宝？ １０７８年 北宋 ２５cｍ 2.09 C64No､４ 発掘UO31107

第l50IXI36 元蝋通宝？ 1078年 北宋 2.4cｍ 1.19 B65No､3２ 発掘ｎｏ31219

第150図3７ 元磯通宝 １０７８年 北宋 ２４cｍ l９ｇ 北トレ５

第15012138 元祐通宝 1086年 北宋 2.4cｍ 3.09 SK4No､1８

第150図3９ 厄祐通宝 1086年 北宋 2.4cｍ 3.39 SK4No､1８

第150図4０ 厄祐通宝 1086年 北宋 2.4cｍ 3.29 SＫ８１

第150図4１ iC祐通宝 1086年 北宋 24cｍ ２１９ Ａ６４ＮＱｌＯ 発掘日031121

第150図4２ 厄祐通． 1086年 北宋 2.4cｍ 0.79 A65No,４ 発捌日031114

第151図4３ 叱祐通宝？ 10864 北宋 25cｍ ２１９ B64NQ79 発捌11040130

第151図4４ 元祐通宝 lO86fI 北宋 2.4cｍ 2.19 Z64Ｎ０．２４ 発掘Ⅱ031208

第151図4５ 紹 偶元宝 lO94fl 北宋 2.4cｍ 1．０９ Z64No､９ 発掘日031208

第l511Xl46 紺 Ⅲ元宝 1094年 北宋 C、 1.89 Ａ６４Ｎｏ２３ 発捌日031217

第l511Zl47 紹聖元宝 1094年 北宋 C、 １．８９ Ｙ６４Ｎｏｌ６ 発棚11031219

第l511Xl48 紹梨元宝 1094年 北 侭 C、 ９ ５トレ２１Ｗ

第151図4９ 紹聖元 1094年 北 膿 C、 1０．３９ 発捌11040122二枚

第151図5０ 聖宋 1101年 北 膿 2.4cｍ 1．７９ B64No､4５ 発掘11031219

第１５ 5１ 大観通宝 1107年 北 膿 2.5cｍ 1.19 A65No､1１ 発掘日031121

第151図5２ 政和通宝 llll年 北宋 C、 4．７９ SElO捌方 発掘HO40224二枚

第151図5３ 大宋元宝 1225年 北宋 2.5cｍ 2.19 ＳＥ2４ 発掘HO40115

第151図5４ 洪武通宝 1368年 明 2.1cｍ L７ｇ B65No､１０ 発掘11031117

第1５ 5５ 洪武通宝 1368年 明 2.3cｍ 2．６９ SＫ４ＮＱｌ８

第151図5６ 洪武通宝 1368年 明 2.3cｍ 2．７９ SK4No､1８

籾51図5７ 洪武通宝 1368年 明 ２２cｍ 3．５９ SK4No､1８

籾51図5８ 洪武通宝 1368年 明 2.2cｍ 2．２９ SK4No､1８

廟l51IxI59 洪武通 1368年 明 2.3cｍ 2．８９ SK4No､1８

卿51ｌｘ160 洪武通宝 1368年 明 2.3cｍ 2．２９ SK41No､1８

第151値１６１ 洪武通宝 1368年 明 2.2cｍ ９ SＫ４Ｎｏｌ８

第152図6２ 洪武通宝 1368年 明 2.3cｍ ９2.5 SK4No､1８

第152図6３ 武通宝 1368年 明 ２２cｍ 2.19 SK4No｣８

第152図6４ 洪武通宝 1368年 明 2.2cｍ ９ SＫ４ＮＱｌ８

第152図6５ 武通宝 l368fi 明 2.2cｍ 2．０９ SＫ４ＮＱｌ８

第152図6６ 洪武通宝 l368fl 明 2.3cｍ 2．５９ SＫ４Ｎｏｌ８

第152図6７ 洪武通宝 l368fI 明 2.2cｍ 3.09 SK4Nol8

第152図6８ 洪武通宝 l368fl 明 2.2cｍ 2．５９ SK4No,1８
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第152図6９ 武 ､宝 1368年 明 ２２cｍ 2．２９ SＫ４Ｎｏｌ８

第152図7０ 武 m宝 1368年 明 2.4cｍ 1．４９ Z64No､6７ 発掘HO40203

第152図7１ 永楽 m宝 1408年 明 2.5cｍ １．６９ B65No､5４ 発掘HO40122

第152図7２ 永楽 m宝 1408年 明 2.4cｍ 1２９ ＳＰｌＯ４２ 発掘ｎｏ40217

第152図7３ 宣徳 m宝 1433年 明 ２５cｍ 2．８９ 北トレｌ肘 発掘Ⅱ031022

第152図7４ 寛永通宝 1636年 日本 ２３cｍ 1．７９ ＳＫ２３ 発掘HO31124

第152図7５ □口元宝 2.3cｍ 2.19 ＳＫ２２Ｎｏ.’

第152図7６ ２３cｍ 2．５９ ＳＥ2４

第152図7７ ２５cｍ 1．８９ ＳＫ４９Ｎｏｌ 発掘日040216

第152図7８ ２４cｍ 0.89 ＳＫ２６

第152図7９ 2.4cｍ 1．７９ ＳＰｌＯｌｌ 発掘Ⅱ031224

第152図8０ 2.2cｍ 1８９ SＫ５１

第152図8１ 2.5cｍ 2.19 北トレ５ No.７

第152図8２ 2.3cｍ 1.59 北トレ７ No.２

第153図8３ 2.1cｍ ９ Ｙ6５ 発掘日040203

第153図8４ ２１cｍ ９ Ｙ６４Ｎｏ３２ 倦掘HO40122

第153図8５ ２５cｍ 1８９ Z64Ｎ 倦掘｢1031121

第153図8６ 2.4cｍ 1３９ Z64No5３ 倦掘11031121

第153図8７ 2.3cｍ ９ B65Nc３１ 倦掘HO31219

第153図8８ 2.4cｍ L6g B65Nc6０ 倦掘日040127

第153図8９ 2.5cｍ ２ｏｇ C64Nc５ 倦掘｢1031107

第153図9０ 2.3cｍ ２4９ C65道路砂利肘

第153図9１ 2.3cｍ ２1９ SK4No｣８

第153図9２ 2.4cｍ １6９ SＫ４４ 発掘11040209

第153図9３ 2.4cｍ １2９ SPlO23

第153図9４ 2.4cｍ １2９ Ａ6５ 発掘HO40210

第153図9５ 2.3cｍ １7９ A64No50 発掘HO31217

第153図9６ 2.3cｍ ２1９ B64No､3３ 発掘HO31219

第153図9７ 2.5cｍ １9９ Ｂ６４ＮＱ８０ 発掘日031219

第153図9８ 2.4cｍ 1．３９ Ｂ６４ＮＱ６０ 発掘UO40122

第153図9９ Cｍ o９ｇ Ｂ６４Ｎｏ８１ 発掘11040130

第153図1００ 2.5cｍ 1.09 Ｂ６５ＮＱ６２ 発掘日040130

第153図１０１ 2.4cｍ 11.99 B65No62 発掘HO40130四枚飯ね

第153図１０２ 大[~11~11~１ ２４cｍ 16.79 B65No､6２ 発掘11040130四枚

第153図１０３ 2.4cｍ 8．３９ Ｄ６４Ｎｏ５８ 発掘ロ040212三枚

１６１
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第３章中世大友府内町跡第55次調査区

第１節遺構の概要と基本層序

本調査区は大分市六坊北町に所在し、第36次調査区とは30ｍを隔てた北側に位置する。東側に

接して大友氏館跡前を南北に通る第二南北街路がある。

遺構調査面積は約320㎡で、2005年５月９日から１０月２０日の期間に本調査を実施した結果、１６

世紀代を中心に、一部１４世紀以降の遺構を検出した。調査前の現地の状態は民間事業所用地とし

て水田面の上に１ｍ以上盛土されていた。調査では盛土およびその下の旧表土を重機で除去し、中

世遺物を含む水田床土面で止め、以下を人力による掘り下げに切り替えた。

床土下で最初に検出したのは幅20cm前後の溝状遺構群である。これらは調査区全体の東部l/５

では南北方向に走り、これに一部重複する形で、残り部分に東西方向の溝状遺構群を検出した。性

格・用途は江戸時代の耕作に関連するものと考える。１６世紀代の遺構としては掘立柱建物跡・長

方形竪穴・土坑・板石組み六角井戸等があり、遺構数が増加する段階である。最下層は１４世紀の

溝状遺構である。遺構数は少ない。

層序調査区西壁（第２図)、北壁（第３図下二段)、南壁（同上二段）で示す。遺構検出面の標高

は約5.5ｍから4.9ｍまでである。水田床土の酸化して硬い層には、近世以降の耕作痕である細い

溝状の掘込みがあると共に、中世末期の焼土粒が混入している。

水田

（第５第55次調査区

第３章中世大友府内町跡第55次調査区

第１図第５５次調査区地形図
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第３蹴中世大

本報告での
遺栂番号

旧遺構番号
遺櫛の
性格

遺構の位置 遺構の時期 特記事項

SＤｌ Ｓｌ 櫛 Ｇ区 近世

ＳＰ２ S２ 柱穴

SＤ３ S３ 隙 Ｄ区 丘世

SＤ４ S４ 隊 E区 丘世

SＤ５ S５ 隊 Ｄ区 丘世

SＤ６ S６ 隊 Ｄ区 丘世

SＤ７ S７ 櫛 Ｄ区 丘世

SＤ８ S８ 櫛 Ｄ区 丘世

SＤ９２ S９ 溝 Ｄ区 丘世

SＤｌＯ S1０ 満 Ｄ区 丘世

SＤｌｌ Sll 櫛 Ｅ区 丘世

SＤｌ２ Sl2 隙 Ｄ区 丘世

SＤｌ３ Sl3 櫛 Ｅ区 丘世

SＤｌ４ Sl4 慨 Ｅ区 丘世

SＤｌ５ S1５ 慨 E区 丘世

SＤｌ６ Sl6 灘 E区 丘世

SＤｌ７ Sl7 脚 Ｅ区 丘世

SＤｌ８ S1８ 灘 Ｄ区 丘世

SDl91 S1９ 灘 Ｄ区 丘世

SＤ２０ S2０ 侭 Ｄ区 丘世

SＤ２１ S2１ 櫛 Ｄ区 丘世

SＤ２２ S2２ 溝 Ｄ区 丘世

SＤ２３ S2３ 櫛 E区 丘世

SＤ２４ S2４ 櫛 Ｅ区 丘世

SP25 S2５ 柱穴 F区 丘世

SＫ２６ S2６ 土坑 F区 丘世

SＫ２７ S2７ 土坑 F区 丘世

SＤ２８ S2８ 櫛 F区 丘世

SＤ２９ S2９ 櫛 Ｆ区 丘世

SＫ３０ S3０ 土坑 F区 丘世

SＤ３１ S3１ 牌 F区 丘世

SＤ３２ S3２ 脚 Ｆ区 丘世

SD33 S3３ 櫛 F区 丘世

SD34 S3４ 櫛 F区 丘世

SＤ３５ S3５ 癖 Ｆ区 丘世

SＤ３６ S3６ 櫛 Ｆ区 丘世

SＫ３７ S3７ 土坑 Ｇ区 丘世

SＤ３８ S3８ 櫛 Ｆ区 丘世

SＤ３９ S3９ 櫛 Ｆ区 近世

S4５ １６世紀末葉以降

SX46 S4６ Ｄ区 16世紀末葉以降 鉄砕

SＤ４７ S4７ 慨 Ｆ区

SD48 S4８ 聯 Ｆ区

SＤ４９ S4９ 隙 Ｆ区

SＤ５０ S5０ 灘 Ｆ区

SＤ５１ S5１ 櫛 16世紀末葉以降 備前焼播鉢

SＫ５２ S5２ 土坑 １６世紀末葉以降

SＤ５３ S5３ 櫛 Ｆ区 16世紀中葉～後葉 瑠璃袖陶器皿

ＳＰ５６ S5６ 柱穴 Ｆ区 16世紀末葉以降

ＳＰ５７ S5７ 柱穴 Ｆ区

SP58 S5８ 柱穴 Ｆ区

SP59 S5９ 柱穴 Ｆ区

SP60 Ｓ6０ 柱穴 Ｆ区

SP61 S6１ 柱穴 Ｆ区

SP62 S6２ 柱穴 Ｆ区 １６世紀末葉以降

SP63 S6３ 柱穴 Ｆ区

SP64 S6４ 柱穴 F区

SP65 S6５ 柱穴 F区

SP66 S6６ 柱穴 F区

SP67 S6７ 柱穴 F区 １６世紀末葉以降

SP68 S6８ 柱穴

SＫ６９ S6９ 土坑 E区 16世紀中葉～後葉

SP70 S7０ 柱穴 F区

SP71 S7１ 柱穴 F区

SP72 S7２ 柱穴 F区
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鋪３章中世大友府内町跡第55次調査区

本報告での

適構番号
旧遺櫛番号

遺栂の

性格
遺櫛の位置 遺椴の時期 特記事項

ＳＰ７３ S7３ 柱穴 Ｇ

ＳＰ７４ S7４ 柱穴 Ｆ区

ＳＰ７５ S7５ 柱穴 Ｆ

SＫ７６ S7６ 土坑 161M:紀水難以降

SＫ８０ S8０ 土坑 Ｅ 1611t紀叩熊～後葉

SE8５ S8５ 井戸 Ｆ 14世紀''１紫～後莱 常滑焼･須恵質土器･土師器

SＤ９２ S9２ 溝 16世紀末梁以降 遺物なし

SＫ９６ S9６ 土坑 Ｄ区 1611t紀末紫以降 焼締陶器･備前焼水指･砥石

SＸ９９ S9９ 16世紀末紫以降 京都系土師器･備前焼捕鉢

SElO4 SlO4 井戸 Ｄ区 １５世紀末～16世紀初頭 石鍋･朝鮮舟徳利

SKlO5 SlO5 土坑 Ｄ区 161M:紀末紫以降 京都系土師器･漁州窯iij:花

SKlO6 SlO6 土坑 Ｄ区 l61lt紀末葉以降 遺物なし

SKlO7 SlO7 土坑 Ｅ 16世紀末難以降

SPlO8 SlO8 柱穴 Ｅ

SPlO9 SlO9 柱穴 Ｅ

ＳＰｌｌＯ ＳｌｌＯ 柱穴 E区

SＰｌｌｌ Ｓｌｌｌ 柱穴 E区

SKll3 Ｓｌｌ３ Ｅ 1611t紀末紫以降 遺物なし

ＳＰｌｌ４ Ｓｌｌ４ 柱穴 E区

ＳＰｌｌ５ Sll5 柱穴 Ｅ

SPll9 Ｓｌｌ９ 柱穴 F区

SDl20 Ｓｌ２０ 識 1611t紀末蕊以降 餓徳鎖窯青花･鉄釘

SPl25 Sl25 柱穴

SDl27 Ｓｌ２７ 溝 E区 1511t紀末～16世紀初頭 在地系土師器･鉄釘

SKl29 Ｓｌ２９ 土力 D区 1611t紀中蕊～後葉 遺物なし

SKl30 Ｓｌ３０ 力●
■
且 E区 l6iIt紀前紫～中葉 京都系土師器

ＳＰｌ３１ Ｓｌ３１ 柱７ ，

ＳＰｌ３２ Ｓｌ３２ 柱プ D区

ＳＰｌ３３ Ｓｌ３３ 柱７ D区

ＳＰｌ３４ Ｓｌ３４ 柱穴 ，

SKl39 Ｓｌ３９ 土坑 Ｅ 16仙紀''１蕊～後葉 京都系と在地系土師器･背磁･鉄製品

ＳＫｌ４０ Ｓｌ４０ 土坑 E区 161M:紀I|'蕊～後葉

ＳＫｌ４１ Ｓｌ４１ 土坑 Ｅ 16世紀末紫以降 銭貨

SPl43 Ｓｌ４３ 柱穴 E区

SKl44 Ｓｌ４４ 土坑 F区 1611t紀111蕊～後葉 遺物なし

Ｓｌ４５

ＳＫｌ４８ Ｓｌ４８ 土坑 Ｅ 1511t紀末～１６世紀初頭 在地系土師器

ＳＰｌ５１ Ｓｌ５１ 柚 Ｆ

SPl52 Ｓｌ５２ 柱穴 Ｆ

SPl53 Ｓｌ５３ 柱穴 F区

SPl55 Ｓｌ５５ 柱穴 F区

ＳＫｌ５７ Ｓｌ５７ 土坑 D区 １５世紀末～16世紀初頭

ＳＰｌ５８ Ｓｌ５８ 柱穴 F区

ＳＰｌ５９ Ｓｌ５９ 柱穴 F区

ＳＰｌ６０ Ｓｌ６０ 柱穴 Ｆ

ＳＰｌ６１ Ｓｌ６１ 柱穴 Ｆ

ＳＰｌ６２ Ｓｌ６２ 柱穴 F区

SKl64 Ｓｌ６４ 土坑 Ｅ l6ilt紀中簾～後葉 京都系土師器･鐙

ＳＰｌ６５ Ｓｌ６５ 柱穴 E区

ＳＰｌ６６ Ｓｌ６６ 柱穴 Ｅ

ＳＰｌ６７ Sl67 柱穴 E区

SPl68 Ｓｌ６８ 柱穴 E区

SPl69 Ｓｌ６９ 村 F区 l6iII:紀中紫～後葉 遺物なし

SPl72 Ｓｌ７２ 柱穴 Ｅ

SKl74 Ｓｌ７４ 土坑 ＤⅨ

ＳＰｌ７５ Ｓｌ７５ 柱７ ，

SKl76 Sl76 ｣り言正 Ｄ区

SPl77 Ｓｌ７７ 柱デ E区

ＳＰｌ８３ Ｓｌ８３ 柱プ F灰

ＳＥｌ８６ Ｓｌ８６ 井戸 F区 ＭＩＩt紀''1紫～後葉 軒先丸瓦

SKl88 Ｓｌ８８ 土坑 Ｅ 1511t紀後紫 SK201と同じ｡土師器･瓦質鍋

SPl89 Sl89 柱穴 Ｅ

SPl90 Sl90 柱穴

SＤｌ９１ Sｌ９１ 櫛 Ｆ 16111:紀111難～後葉 京都系土師器

SPl92 Sl92 穴 F区

SPl93 Sl93 柱穴 Ｆ区



第３章中世大友府内町跡第55次調査区

本報告での

遺栂番号
旧遺栂番号

遺櫛の

性格
遺栂の位置 遺椴の時期 特記事項

SP194 Ｓｌ９４ 柱穴 F区

SPl95 Ｓｌ９５ 柱穴 F区

SPl96 Ｓｌ９６ 柱穴 F区

SPl97 Ｓｌ９７ 柱穴 E区

SPl98 Ｓｌ９８ 柱穴 E区

SD200 S200 溝 Ｄ区 16世紀前葉～中葉 京都系と在地系土師器

SP201 S201 柱穴 14世紀以前 古代の平瓦

SP202 S202 柱穴 E区

SP203 S203 柱穴 E区

SP204 S204 柱穴 F区

SP205 S205 柱穴 F区

SP205 S206 柱穴 F区

SP205 S206 柱穴 F区

Ｉ
SD209 S209 溝 E区 SD53と同じ

SK210 S210 土坑 E区

SP211 S211 柱穴 E区

SP212 S212 柱穴 F区

SP213 S213 柱穴 Ｄ区

SK214 S214 土坑 Ｄ区

SP215 S215 柱穴 Ｄ区

SP216 S216 柱穴 F区

SP217 S217 柱穴 F区

SP218 S218 柱穴 F区 14世紀以前 須恵器･高杯

SP219 S219 柱穴 F区

SP220 S220 柱穴 F区

SP221 S221 柱穴 F区

SP222 S222 柱穴 F区

SK223 S223 土坑 E区 15世紀後葉 瓦質鉢

SK224 S224 土坑 F区

SK225 S225 土坑 F区 15世紀後葉 亀山系喪

SK227 S227 土坑 F区

SK228 S228 土坑 Ｄ区

SK229 S229 土坑 Ｄ区 １４世紀前葉 土師器

SK230 S230 土坑 E区 １４世紀末～１５世紀前葉 SK248と同じ｡青磁･鉄釘

SK231 S231 土坑 E区

SP232 S232 柱穴 F区 １４世紀以前 鍋蓮弁紋青磁

SP234 S234 柱穴 F区

SP235 S235 柱穴 F区 14世紀中葉～後葉 土師器

SP237 S237 柱穴 D区

SP238 S238 柱穴 D区

SK239 S239 土坑 D区

SK240 S240 土坑 D区 14世紀末～１５世紀前葉

SP241 S241 柱穴 E区

SP242 S242 柱穴 E区

ＳＫ２４５ S245 土坑 E区 15世紀後葉 板状圧痕土師器

SK246 S246 土坑 E区 15世紀後葉 亀山系爽

SK247 S247 土坑 E区

ＳＫ２４９ S249 土坑 Ｄ区 14世紀末～１５世紀前葉

SK250 Ｓ250 土坑 E区

SP251 Ｓ251 柱穴 E区

SP257 Ｓ257 柱穴 D区 １６世紀前葉～中葉 京都系と在地系土師器

ＳＫ２５８ S258 土坑 E区 15世紀後葉 火打鉄

SK259 Ｓ259 土坑 E区 15世紀後葉 遺物なし

ＳＤ２６０ Ｓ260 溝 E区 １４世紀前葉 板状圧痕土師器

SK261 S261 土坑 Ｄ区 14世紀前葉 遺物なし

SP262 S262 柱穴 F区

SD263 S263 櫛 F区 14世紀末～１５世紀前葉

SK264 S264 土坑 Ｆ区

SP265 S265 柱穴 Ｄ区 14世紀中葉～後葉 板状圧痕土師器

SD267 S267 溝 E区 14世紀前葉 遺物なし

SE268 S268 土坑 Ｅ区 際1点

SP269 S269 柱穴 E区

SP270 S270 柱穴 Ｅ区

SP271 S271 柱穴 Ｅ区

SP273 S272 柱穴 Ｅ区

SP273 S273 柱穴 Ｄ区
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第２節近世以降の遺構と遺物

水田床土に幅20cm前後の溝状遺構が多数残っていた。調査区東端に一条南北に走るものは水田

に水を導く溝である。埋土から近代の型紙刷り染付片が出ている。調査区北西部と東部には東西方

向の溝が多い。また、東部と西部に数条の南北溝がある。すべて近世以降の溝であるが、中世の遺

物が埋土中から出土した（第４．５図)。

第３節中世の遺構と遺物

近世以降の水田床土下位から厚さ約0.6ｍに渡り中世の遺構検出面が重複して存在した。第６図

には１５世紀末から１６世紀末までの遺構配置状況と喋（黒）・主な遺物の分布状況を示している。

柱穴多数も検出したが、細かな時期を特定できなかった。遺構をすべて一枚に図示しているが、現

実には遺構検出面には高低差があり、同一面でないことを念のため付記しておく。 ■
○１６世紀末葉以降の遺構と遺物

概要京都系土師器３期の時期である。遺構は調査区東部の浅い窪み（SD51)、・石組六角形井戸

(SElO7)の他にゴミ穴･柱穴等を確認できた。中世最上部検出面には東部に焼土の入った柱穴(SP２．

７０～73）がいくつかあったが、建物を復元することはできない。Ｅ区の南部には砂の分布する部

分があった。土坑SKl40をその場所の下位で検出した。

ＳＤ５１（第７図）Ｆ区を南北に走る幅2.2ｍ、深さ１５cmの浅い窪みとして検出した。埋土の西

部に喋が多く、これらは西側から捨てられたとみられる。焼土の入った柱穴はこの遺構上面で確認

できた。

三

礎石

５．５ｍ

丘＝二二三コ

５．０ｍ

第３章中世大友府内町跡第55次調査区

の明褐色シルトに三二

２ｍ

４．５ｍ

地山の褐色士字体

第２図５５次調杏区西壁実測図（1/60）
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出土遺物（第８．９凶）第８図の２のような１４世

紀等これ以前に遡る遺物が多いが、雌上届で検出し

たことと、第８図５．６の京都系土師器３期や備前焼

播鉢（１２）の存在から１６世紀末葉以降に比定する。

古い遺物は下位の井戸他から混入したと考える。９は

中国龍泉窯青磁碗Ｃ類。第９図１は１２世紀の土鍋で

ある。

ＳＤ９２（第４．６１叉Ｉ）近枇以降の溝状遺構を調査し

た後、明らかに下屑から現れた南北方向の溝状遺椛

である。第３図の土隅図参照。

ＳＫ１０５（第１Ｏ図）Ｄ区にありSElO4埋没後に掘

り込まれている（配祇図はSElO4参照)。上面63cnl

×６０cm、深さ５０cmの円形土坑である。

第５図近世遺構出土遺物
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出土週物（第１１図）１．２は京都系土師器、３は中国？州窯碗である。４は瓦質鉢で、器体の厚

い部分である上2/３は斜め刷毛目調整で、内面は横なでを加えている。外面上半に煤付着。

ＳＫ１０６（第１７図）Ｄ区にあり、SD92の下に位置する上面径約１．５ｍの円形土坑である。操が

40個弱入っていたが、人工的な遺物は出土していない。

ＳＫ１０７（第１２図）Ｅ区とＦ区の境目に検出した六角形の石組み井戸である。掘り上げると危

険なので、次回南側を調査する時に完掘することにした。今回は最上部一段目の石組み下端まで確

認した。検出面では井戸側部分でその出現前に操若干が散らばっていた。

出土週物（第１３図）掘方から出土した遺物である。

ＳＫ９６（第１４図）Ｅ区、SK69の南側に位置する篠が一杯詰まった土坑である。
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第６図遺構配函図１．遺物分布図（黒は操、点は遺物）



○１６世紀中葉から後葉の遺構と週物

概要この段階は京都系土師器の２期の存在を主な特

徴とし、ロクロ目の土師器は存在しない。遺物を伴わ

ない遺構もあるが、検出面の標高や遺構の前後関係か

らこの時期に位置付けたものがあるｏ

ＳＫ６９（第３１図）Ｅ区西部にある。二基の円形土

坑が重複したようだが、出土遺物の接合関係をみると

両方にまたがって分かれて存在する遺物があり、短期

間に掘られたらしい。篠が多数廃棄された状態で出土

した。

出土週物（第32図）京都系土師器２期、中国製白

磁、瓦質火鉢等が出土した。

ＳＫ８０（第３３～３５図）Ｅ区とＦ区の間にあり、東

西方向に長い長方形の竪穴である。上面は東西３．８，，

幅は西部が2.9ｍ、東部が2.25ｍで東側が狭い。深さ

は30cm・中央部分で南北方向に堆積状態を調べたと

ころ、床面中央の柱穴はレンズ状埋土の下面から掘り

込まれていた。殆どの柱穴は直径１０cm程度の柱痕が

ある。

出土遺物（第３６図）１．１０は京都系土師器、２～

４は瓦質土器、６は青銅製分銅である。

ＳＤ５３（第３３図）大半はＦ区にあり、ＳＫ８０を取り

出土遺物（第１５図）ｌは備前焼水指、２は中国南部製焼締め陶器鉢、３．４は瓦質土器で、３は

二個一対の雷紋刻印を付けた火鉢、４は鉢、５は結晶片岩製の砥石である。

ＳＫ１４１（第４２図）Ｆ区北西部に位置し、SD53埋没後に掘られた長方形の土坑である。北宋銭

しか出土せず、遺物からは時期不明だが、遺構の前後関係でこの時期に位置付ける。

ＳＸ４６（第１６図）Ｄ区北部で検出した鍛冶遺構である。上面の幅は５５ｃｍ×３５cmで、床面は西

側に向かって傾斜している。内部には鉄津が30個弱入っていた。

ＳK４５．５２．５６．６２．６７．７６出土遺物（第１８図ｌ～９）５は１５世紀の中国龍泉窯青磁稜華皿。

ＳＸ９９（第１９図）Ｅ区北部で検出した喋群である。中心部に５０ｃｍ×３０cmほどの集中部があり、

遺物が出土した。

出土遺物（第20図）ｌは京都系土師器皿で、２は

交叉揺目をもつ備前焼揺鉢である。 ■ＳＫ１１３（第２１図）Ｅ区北部、SKl39の北西に位

置する土坑である。遺物は出土していない。

ＳＤ１２０（第３８図）Ｅ区南部にあり東西方向に向

いた長さ５．０，，幅67cm､深さ２０cmの溝状遺構である。

SKl44を切り、六角井戸SElO7に切られる。

出土遺物（第３９図ｌ～５）１．２は中国景徳鎮窯青

花皿。３は防長系土師質鍋の脚。４．５は鉄釘。
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第８図ＳＤ５１出士漬物実測図

1ＪJ

､富＝|=司〆'1６

ノノ
ノ凸

１０ｃｍ

119

６



ノ

｣-－

ノ

一慰
麟

，

戸
写

■
ゴ

~’

回

向
噸
Ｗ
Ⅷ
”
柵
非
雌
胤
枠
州
州
蜘
剛
”
剛
球

戸
●

【０

完

■

髄"･寺７－

巳

１０cｍ

、
６
８
１
１
０
Ｊ
Ⅱ
ｒ
Ｇ
Ｊ
ｐ
ｒ
Ｄ
〃
Ｄ
ｐ
０
口
日
Ｄ
Ｊ
Ｕ
０
″
Ｆ
Ｄ
″
″
ｇ
ｇ
ｆ
ｆ
Ｏ
Ｊ
ｏ
〃
グ
ニ
ヴ

〃
″
ｆ

ノ
グ

グ
″
ワ

〃
“
〃
〃
″
〃

。
〃
ヅ

ノ
グ

／
／

／
〆

一一

口
″
ｇ
、
〃
〆

〆
、
〆
、
〆
、、

ノ
ロ

ノ
ロ
ロ
″
げ
り
〃
。
，
，
，
’
０
，
１
‐
１
１
，
１
‐
‐
‐
，
’
１
０
０
０
．
０
０
，
１
国
、
、

第３厳中1M:大友府内町跡第５５次,淵禰え

1７３

３ｃｍ０

第９図ＳＤ５１出士漬物実測区

８



第３章中世大友府内町跡舘５５次洲在区

|ﾘﾄ|むように存在する。南部ではSKl64が後から正複している。

出土遺物（第３６Ｍ７．１０）７は中国南部製瑠〕剛111陶器の型押成形小皿で、表而は青緑色紬。

ＳＫ１３９（第４０図）Ｅ区中央部にあり、ＳＫｌ４０と亜複する長さ２８ｍ×１．６ｍ，深さ３０cmの土

坑である。

出土遺物（第37図ｌ）ｌは銭貨であり、この遺椛からは図示できるのはこれだけである。

ＳＫ１４０（第４０Ｍ）Ｅ区南部にあり、SK139と前後関係は分からないが軍複する。

出土遺物（第３７ｌｘ'２～９）２．３は２期の

京都系土師器Ⅲ、４は在地系土師器の燈褐色

を呈する皿である。５は京都系土師器の耳Ⅲ、

６はいわゆる焼塩壷の蓋。７は中国龍泉窯の青

磁碗◎８は鉄釘､９は用途不明の鉄製品である。

ＳＫ１４４（第５１図）Ｆ区南部に位置し、

SDl20に切られる楕円形の土坑である。時期

の分かる遺物は出土していない。

ＳＫ１６４（第４l似l）Ｅ区東部に位潰し、

SD53を切って造られている。南北１．３ｍ、東

西80cm､深さ７０cmの平面長方形の土坑である。

遺榊上部は砂層で、内部には南側から投げ入

れた状態で操多数と鉄製鐙２個他が出土した。

出土遺物（第４２Ⅸ|、４３Ｍ）第３１図１は

京都系土師器２期、２は''１国餓徳鎮製青花皿

でＳＫｌ３１でも小片が出土した。３の備前焼播

鉢は中世６期のもの。第32凶の鉄製鐙は環状

部分の直径が165cm、棒状部分の長さは16.5

ｃｍ、

■

､~~

０

２

第１１図ＳＫ１０５出土進物実測図

1７４

／
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１ｍ

第１０図ＳＫ１０５実測図
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震零重墓にニプ
１

、

ＳＰ１ｇｇ

第１２図ＳＥ１０７検出面実測図

Ｌ

、

、

､､〒

第１３図ＳＥ１０７出士遺物実測区
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０

ＳＫ１９１（第４６図）Ｆ区のＳＤｌ２０の南側に平行に

位置する長さ３．３ｍ、幅60cm、深さ２５cmの細長い土

坑である。

出土遺物(第４７図）遺物は埋土の上部から出土し、

特にｌの京都系土師器皿は最上部であり、遺構の時期

は明確ではない。

ＳＰ１６９（第４８図）柱穴状の土坑である。埋土上

部に石が詰められていた｡人工遺物は出土していない。

ＳＫ１２９（第４９図）調査区北西部の標高５．１ｍ弱

で検出した無遺物の土坑である。東側にも無遺物の土

坑があった。

5.5ｍ

０ １ｍ
トＴ‐Ｙ－戸T－１－－－－‘-－－－１

--ミニ三二参参一
5.0ｍ
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○１６世紀前葉から中葉の遺構と遺物

概要この段階は京都系土師器１期とロクロ目の残る

在地系土師器が伴う。

ＳＫ１３０（第４４図）Ｅ区北部にあり、大半は調査

区の外側にある。現状での深さは１０cm以下である。

出土遺物(第45図）口径14.0～16.6､器高1.8～2.1

の京都系土師器皿である。

SK200（第５０図）調査区南西部に位置する東西

方向に長い土坑である。第６図の該当部分の喋群下位

で検出した。

出土遺物（第５０図ｌ～５）１．２は在地系土師器、３．

４は京都系土師器である。２は褐色を呈する。５は瓦

質の土瓶。

－ －

／
、

第１７図ＳＫ１０６実測図

第１６図ＳＸ４６実測図

第３瀬中世大友府内町跡第55次調在区
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第３章中世大友府内町跡第55次澗査区

SＰ２５７（第５３図）柱穴である。

出土遺物（第５４図ｌ～４）ｌはロクロ目のある在地系土師器、２は京都系土師器。

第１８図ＳＫ４５～６７出土遺物実測図
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第１９図ＳＸ９９実測図

⑤

第２１図ＳＫ１１３実測図

Ｂ、

１：灰褐色土。砂質。焼土・炭化物少量。
２：暗灰褐色砂質土。
３：茶褐色砂質土。炭化物少量。
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第３率中世大友府内町跡第55次調査区
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第２０図ＳＸ９９出土遺物実測図
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概要調査区東端部で井戸２基が重複する。遺物から新旧を判断できなかったが、遺構自体は

SEl86の廃絶後にSE85が掘られている。これらと重複するSKl83も同時期である。土師器を一

括埋納した柱穴SP265の遺物は良好な一時期の組成である。

ＳＥ8５（第８０図）Ｆ区．Ｇ区に位置する井戸である。遺構番号が少ないのは、初めSD51の床

面で井戸本体の井戸側を褐色の粘土層として円形に確認したが、掘方はもう少し掘り下げた段階に

なって判明したからである。断面観察の結果、その部分は桶の腐食部分であり、桶を三段以上積み

重ねた井戸側だったらしい。ＳＤ５１出土の古手の土師器皿はＳＥ85上部から出土した可能性がある。

出土遺物（第８１～84図）土師器皿･坪、瓦質土器、備前焼、常滑焼、須恵質土器等が出土した。

第７１図ｌは１５世紀後半であり、混入か。

第３章中世大友府内町跡第55次調査区

１８２

○１４世紀中葉から後葉の遺構と遺物
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第２６図SD263実測図
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第４４図ＳＫ１３０実測図

第４節包含層出土の遺物

包含層から出土した遺物を説明する。

三二三三三

三三ｸー量フク：
０ １０cｍ

第４５図ＳＫ１３０出土遺物実測図

３層の遺物（第96図ｌ～２７）ｌ～３は京都系土師器。４は青磁香炉。５は景徳鎮青花碗で外面

には毛彫り紋をもつもの。６は白磁。見込み、外面上部以外施紬の白磁碗。７は陶器。８．９は瀬戸

美濃系陶器。１３は内面毛彫り紋、外底面青花の皿。１４は天目碗陶器。１８は肥前陶器播鉢。１９は肥

前陶器。２６．２７は蛇紋岩の玉石。

４層の遺物（第97図ｌ～８．第98図ｌ～２３．第９９図１～１２．第１００図ｌ～１２．第１０１図１～

２６．第102図ｌ～１４．第103図ｌ～15）第97図は糸切り底の在地系土師器皿で、ｌは１４世紀、

２～８はロクロ目の残る土師器で、２と３は内面にかすかなロクロ目があり１６世紀初頭頃のもの。

第98図は京都系土師器で１期ないし２期である。第99図は瓦質火鉢である。２は外面に巴紋の刻
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第４６図ＳＫ１９１実測図

印が、３～５は双頭蕨手流雲紋の刻印がある。１２は底部。第

１００図４はIlI11t6a期の、５．８は近世ｌｂ期の備前焼播鉢。１２

は備前焼瓶の頚部。第lOl図１はI|｣|･Ki龍采縮ｉｆ磁碗をメンコ

状に打ち欠いたもの。２は青磁蓋。３はI|'|:Kl龍泉窯青磁掛け花

入れの底部。４は''１国磁州窯陶器壷で鉄絵をもつ。器面は両

面とも灰白色。１５世紀頃。５はI』I磁合･了･の身。６は中国白磁

碗ｏ７は１５１１t紀のIfI磁皿。高台は円く削られ､接地面は露胎。

8は白磁Ⅲｏｌ２は毛彫り紋を外面に施した'２１磁碗。１３は碁笥

底の青花皿Ｃ群。１４は中国？州窯磁器碗。１５は中国景徳鎮窯

の角形花瓶。１６は中国？州窯脊花碗。１７は？州窯背花皿。１８

は｢'-1岡蛾徳鍍．,Ij:花碗。２１は中|玉|蛾徳維lIj:花llllE群｡。２２はI:|’

膳I景徳撫Ｉ椛碗Ｃ群。２３は中国景徳鎮:I1i:花碗。２４は関西系陶

器皿で、外面.I､､半から底面だけ施紬。２５は肥前磁器碗。２６は

刷毛月紋で１７世紀末前後の肥前系陶器番炉。第１０２図は京都

系土師器｡第103Ⅸ１１～６は中国南部製焼締め陶器｡１．２は鉢、

４は壷の蓋。５は茶入れ。６は嬬鉢。７～１２は天目碗瀬戸美濃

陶器。１３はIiill柚部製藷翠紬菊花Ⅲ。１４は''''五|華南三彩の烏

形水注の羽。１５も莱南三彩の器物水注。

４層の金属製品。ガラス玉（第１０４１､xll～２６．第１０５図ｌ

～23）第１０４凶は１４の刃物以外は鉄釘。第１０５図ｌ～９も

鉄釘。１２～１８は銅製品で、１２は刀装具、１３は鍵、１４は煙

管。１９は鉛製の火縄銃弾丸。直径1.25cmで重並８６９．２０～
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２３は穿孔されたガラス玉。色調は20が白色、他は

緑色である。

４層の銭貨（第106図ｌ～１３）ｌは開元通宝（初

鋳：唐621年)、２は至道元宝（初鋳：北宋995年)、

３は祥符通宝（初鋳:北宋１００９年)､４は天聖元宝（初

鋳：北宋1023年)、５は景祐元宝（初鋳：北宋１０３４

年)、６は牒寧元宝（初鋳：北宋1068年)、７～９は

元豊通宝（初鋳：北宋１０７８年）である。他は不詳。

４層その他の遺物（第107図ｌ～１５）ｌは端渦、

２は緑紬土師質土器の碗で国内製。３～８は土錘◎９

は土師器の高坪脚部ｏｌＯは土師器片を再加工したも

の◎１１～１３は瓦質土器。１４は結晶片岩製砥石。使

用面は一面で、断面左から下面は自然面のままであ

る。１５は土師質の鋳型で､製品は刀装具。長さ5.4cm、

幅2.55cm、厚さ1.6cm。

５層の週物（第lO8図ｌ～18）ｌ～３は糸切り底

の在地系土師器、４は京都系土師器の箸置き。６～８

は瀬戸美濃陶器の天目碗。９～１１は土錘。１２～１７

は鉄釘、１８は銅製品である。

６層の遺物（第109図ｌ～１６．第１１０図ｌ～26）

第１０９図は糸切り底の在地系土師器。ｌ～５．７～９

は１４世紀代のもの。６．１３．１４はロクロ目の残る１６

世紀前葉から中頃のもの。第１１０図ｌ～９は京都系

土師器で、１期ないし２期に属すものである。１０は

東播系の鉢、１１は中国龍泉窯青磁碗。１２．１３は備前

IioC1.“面
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第５２図ＳＫ１０８出土遺物実測図

６層の金属製品。石製品（第ll3IXll～24）ｌ～１９は鉄釘、２０は鉄製の環状の製ＩＷｌｏ２１は銅

の溶解物。２２は断面が円い棒状の銅製品。２３は不詳の銅銭。２４は黒色の石材を用いた古代の石帯

破片で、片面表面に円形の窪み２個が並ぶ。
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○１５世紀末から１６世紀初頭の遺構

概要京都系土師器が現れず、在地系の内面にロクロ目を残す土師器が盛行する時期である。井戸

SElO4と土坑ＳＫ１２７．１４８とがある。ＳＫｌ５７もこの頃か。

ＳＫ１５７（第５８図）Ｄ区南部に位置する円形土坑である。規模は長さ１．８ｍ、幅1.4ｍ，深さ０．２

ｍ強で、標高5.05ｍで検出した。

出土遺物（第６１図ｌ～１０）ｌは１５世紀頃と思われ他とは異なり新しい。２～４は１４世紀の特

徴をもつ。
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ＳＫ１４８（第５５図）Ｅ区西部に位置する長さ２．１ｍ､幅0.95ｍ､深さ０．１ｍ強の楕円形土坑である。

検出面で４個の皿が出土した。うち２個は完形品であった。

出土遺物（第５６図ｌ～４）４点とも在地系の土師器皿である。胎土は同じで横褐色を呈し、外

底面に板状圧痕をつける。

第５８図ＳＫ１５７・ＳＫ１７４実測図
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ＳＥ1０４（第６２Ｍ）ＥⅨ中央部で検川した。他の穴２個が後から.上部に掘り込んでいる。上面

はlllI,13.9ｍ×２．７ｍ、深さは２．６ｍ以上である。平面MIlIの篠群は掘方埋土の途中に検州した状態

である｡本体は縦割りして観察したところ､井戸側そのものは残ってなかったが桶を承れた構造だっ

たと思われる。裏込めのjlI1土は標商4.5ｍ前後から下は|翻りが付かず、上部は数度に分けて埋めた

ことがわかる。井戸下部は湧水のため不詳であったが、底は水溜まり部分が一段低くなっていた。

出土遺物（第６３Ｍｌ～１０）ｌは14111:紀''１葉から後染のもの。２～５がこの時期のもので、２は

他の燈褐色土器と胎土が迷い淡褐色を呈する◎６は外反するＬＩ縁部がやや長く、１４１１t紀前半頃のも

の。７は長崎県産111の滑ｲiを川いた１４．'1t紀のｲi鍋。１０は朝鮮舟徳利。

ＳＫ１２７（第２２図・配悩図は６４図）Ｅ区西部にある細長い土坑である。長さ４．０ｍ、幅().６ｍ、

深さ０．１８ｍで、標商４８ｍ弱で検出した。

出土遺物（第２３図ｌ～４）１は種褐色、２は灰褐色の在地系土師器、３．４は鉄釘である。
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第６３図ＳＥ１０４出土遺物実測図
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○１５世紀後葉の遺構と遺物

概要この時期の遺構は井戸、細長い土坑、少数の土坑

がある。

ＳＥ1８８（第69図）Ｅ区北部で検出した井戸である。

上部は浅く広い範囲がやや窪み、井戸側は桶積重ねと思

われる。

出土遺物（第７０．７１図）土師器1111は口縁部が尖り、

器壁は直線的あるいは内湾気味に立つ。瓦質鍋は口縁部

が短く外反する特徴をもつ。

SK225（第65図）Ｆ区北部に位置し東西方向に長

く浅い土坑で、埋土に焼土を含む。明らかにSKl41が
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出土遺物（第６７剛１～４）ｌは須恵質の亀山系の誰で、胴部は叩き痕が残る。この破片はＳ２３４

やＦ６０ＩＸ６層からも出土している。

SK245（第72図）Ｅ区南部に位|ifする浅い不整形土坑である。

出土遺物（第７４図１）1-1径135cm、器高2.4cmの土師器皿である。外底面には糸切り後、板状

圧痕がついている。

SK246（第７３図）Ｅ区南部に位慨し、標商5.0ｍで検出した。
ジン

第６６図SP224出土遺物

二〆←

寺
ｌ

Ｅ
○
○
一に｣~、 Ｔ

Ｅ
。
、

[一ｺ－畠

“
１

０ １０ｃ

画

縮３章中世大友府内町跡第５５次捌査Ⅸ

う

｡’

白Rｑ

」

209

、、

第６７図SK225出土遺物実測図
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第７０図ＳＥ１８８出士遺物実測図
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第７１図ＳＥ１８８出土遺物実測図
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遺構の規模は長さ１．３
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鋪３章中世大友府内町跡第55次調査区

出土遺物（第74図２）亀山系の蕊である。

SK223（第２９図）Ｄ区南部、SK240と重複して位置する。

出土遺物（第３０図）ｌは瓦質の鉢で、口径33.2cm、内面下部は器面に研磨が残るが、

表面は剥落して不詳である。

SK258（第７５図）Ｅ区北部にあり、後から井戸SE85が掘られている。

出土遺物（第76図）土師器皿・坪、火打鉄等が出土した。

SK259(第68図）Ｅ区北部の標高4.9ｍで検出した長方形の土坑である。遺構の規桜

、，幅85cm，深さ５０cmで、出土遺物はないので明確な時期は不詳。

その他の

第７２図SK245実測図
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○１４世紀末から１５世紀前葉の遺構と遺物

概要土坑が３基、溝状遺構１基がある。

ＳK2３０．２４０．２４９（第78図）これら３基は標高５ｍ弱から４．９ｍで検出した。Ｓ２４９はＤ区

東部にあり、SK229に切られている。

出土遺物（第79図ｌ～７）１．２は在地系の土師器である。３は中国龍泉窯青磁皿である。４は

須恵質土器の鉢である。５～７は鉄釘である。

ＳＤ２６３（第26図）Ｆ区南東部からＧ区にある溝状遺構である。出土遺物は喋１点だけである。

検出面の位置からおよそこの頃の遺構だと考える。 Ｆ
一
○
・
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ぬ
・
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、
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概要調査区東端部で井戸２基が重複する。遺物から新旧を判断できなかったが、遺構自体は

SEl86の廃絶後にSE85が掘られている。これらと重複するＳＫｌ８３も同時期である。土師器を一

括埋納した柱穴SP265の遺物は良好な一時期の組成である。

ＳＥ8５（第８０凶）Ｆ区．ＧⅨに位置する井戸である。遺構番号が少ないのは、初めＳＤ５１の床

而で井戸本体の井戸側を褐色の粘土層としてﾄﾘ形に碓認したが、掘方はもう少し掘り下げた段階に

なって判明したからである。断面観察の結果、その部分は桶の腐食部分であり、桶を三段以上積み

亜ねた井戸側だったらしい。ＳＤ５１出土の．IIf手の土師器11MはＳＥ85上部から出土した可能性がある。

出土遺物（第８１～８４図）土師器皿･坪、瓦質土器、備前焼、常滑焼、須恵質土器等が出土した◎

第８４図ｌは１５世紀後半であり、混入か。

○１４世紀中葉から後葉の遺構と遺物
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第３章中世大友府内町跡第55次調従Ⅸ

ＳＥ1８６（第85図）Ｆ区東部にありＳＥ８５に切られている。西北側と南東側に同じ高さの遺構

Sl83が重複するが、前後関係は不明である。

出土遺物（第86図ｌ～７）６は軒丸瓦で、右向きの巴紋をもつ。
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第８６図ＳＥ１８４．１８６出土遺物実測図

SP265（第87図）Ｄ区両端で検出した。西壁土屑凶（第２図）巾に位置を示している（地山

に掘り込まれた右111|lの落込みのすぐ左の褐色土Ｉ－Ｉ１に遺物の断面あり)。iI1[従約30cmの穴の中心部に、

9枚の坪と１枚のⅢの計１０枚の土師器が埋納された状態で出土した。穴の中心に細長く重ねられ

ていたので、柱を抜き取った穴に土師器を入れたと考えられる。

出土遺物（第８８Ⅸ１１～１１）ｌ～１０は上師器で、５だけがⅢで他は坪。これらは外底面に板状

圧痕があIﾂ、特徴的である。坪は口径85cm前後･器尚は大半が1.2cm、皿は1-1径12.7cI11･器高3.0cm・

底径9.0cmで、府内'111.第３０次洲査S109の遺物に似る。

SP235（第641xI）Ｆ区のSEl86の北閥に位殻する柱穴である。

出士遺物（第941xl3）３は土師器皿の底部である。
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第８８図ＳＰ２６５出士置物実測図第８７図SP265実測図

縮３章中111:大友府内町跡第５５次調査区
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第３承中世大友府内町跡第５５次‘淵杏区

○１４世紀前葉の遺構と遺物

概要土坑と柱穴各１の他、遺物は出土していないが、地'１１面で検出た溝状巡構がある。SK229と

SP265は遺物からこの時期ということが分かるが、ほかはやや不明確である。検出面の標商と敢終

段階で検出したことから、この段階に入れておきたい。

SK229（第８９図）Ｄ区とＥ区の''1間にある''1形土坑である。

出土遺物（第９０図１～５）ｌ～３は土師器で、１は器壁の上部が膨らむ特徴をもち、２は直線的

に尖る。これらは１４世紀前菜である。

－ｉ

＝

ﾛ

第８９図SK229実測図

_言Ｊ'－
２

いIl-：
第９０図SK229出土遺物実測図
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第３章中世大友府内町跡第55次調査区

夕ゆ

Ｅ三二ｱブ

#
１

０ １０cｍ
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第９２図SD260出土遺構実測図
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Ｌ－－ｌニニニニグ

○１４世紀以前の遺構と

遺物

概要１４１１t紀以前の遺

物が遺構から出土してい

る。新しい時期の遺物を

伴わないので、遺物の示

す時期が遺構の時期であ

る''１.能性を捨てきれな

い。

ＳＰ２０１（第６４Ⅸ|）

柱穴である。

出土遺物（第９l1xIl）

古代の平瓦で、外面は格

子11叩き、内面には布目

痕が付いているｏ

ＳＰ２３２（第６４Ｍ）

柱穴である。

出土遺物（第９１図２．

４～６）２は中国龍泉窯

青磁碗Ｂ群である。口

径15.6cm，外面は紬蓮弁

紋を刻み、器表面はオ

リーブ灰色である。４．５

は土錘、６は鉄釘◎

ＳＫ２１８（第２７Ｍ）

Ｆ区にあり標高５．２３ｍ

で検出した長さ１５ｍ、

幅１．２ｍ、深さ１２cmの土

坑である。出土遺物は古

代の奴恵器・土師器が２

点だが、遺構の時期は確

実ではない。

出土遺物（第９０凶１．

２）ｌは同一個体の須恵

器で、口縁部と底部の破

片である。２は土師器の

高坪である。２点とも古

代の辿物である。
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第３承中世大友府内町跡第55次調在Ⅸ

挿図Nｑ 器種 生産地
法

口径

ｉｔ(単位c、）

底径 器高
遺構名 備考

第５図１

第５図２

第５図３

第５図４ 鉄製品

第５図５ 鉄製品

第５図６
１
・

電
司
Ｉ 磁 件炉 ''１国龍泉卿

第８図１ 』 師質土器 皿 吉備系 10.5 4.5 3.1 SＤ５１

第８図２ イ地系土師 勝 皿 (I地 12.0 7８ SＤ５１

第８図３ モ地系土師 Ⅲ 在地 ６７ SＤ５１

第８Ｉ イ地系土師器 Ⅲ ｌｆ
ｌ

ｌ 7.6 １．２ SＤ５１

第８Ｉ 典蘭土器 1Ⅲ 在地 1２３ ２４ SＤ５１

第８図６ 郁系土師器 lⅢ 在地 7.9 ２２ SＤ５１

第８図７ 瓦髄土器 1１１１ 在地 SＤ５１

第８図８ 瓦衝土器 火鉢 在地 SＤ５１

第８図９ 瓦蘭土器 鉢 備前 SＤ５１

第８図1０ 青磁 Ⅲ ｲＩ 地 5.0 SＤ５１

第８図1１ 在地系土師器 皿 、地 SＤ５１

第８図1２ 陶器 描鉢 ｲＩ 地 SＤ５１

第８図1３ 青磁 碗 備前 SＤ５１

第８岡1４ 白磁 碗 備前 13.0 5.0 SＤ５１

第８図1５ 背花 碗 ''１国 10.0 SＤ５１

第８図1６ 背花 碗 朝鮮 3.5 SＤ５１

第８図1７ 瓦簡土器 鉢 lIil内 SＤ５１

第８図1８ 陶器 捕鉢 備前 SＤ５１

第８図1９ 瓦蘭土器 鉢 lK1内 SＤ５１

第９図１ 瓦簡土器 鉢 |邸内 318 SＤ５１ l２ｉｌ 紀(山本）

第９ｌＸｌ２ 滑石 内 2.8 4.0 16.1贋 SＤ５１ 雄メ災･最大'ｳM･重力I：

第９図３ 凝灰岩 在地 19.8 6.7 2.5kｇ SＤ５１ 蛾メ災 厚さ･爪茄

第９図４ 鉄 釘 1１ 内 4．０９ SＤ５１ 現ｲ」 災 亜

第９図５ 鉄 釘 内 4.5 4．９９ SＤ５１ 現門災 亜茄

第９凶６ 鉄 釘 1１ 内 2９ ９ SＤ５１ 現ｲＩ 長 亜披

第９図７ 背鯛 仏像 1１ 内 4.2 １５ 1.0 SＤ５１ 量･柵･厚さ､爪茄は1389
第９図８ 銭 I’ 2.5 ２２９ SＤ５１ 直徒･亜ｉｔ

第lllxIl i〔郁系土師器 1111 イ地 35.6 SKlO5

第11図２ ;〔郁系土師器 皿 （地 17.8 10.3 ＳＫｌＯ５

第11図３ 1‘f花 碗 Ilililしよういう 16.0 ＳＫｌＯ５

第111 瓦簡土器 鉢 内 19.4 ＳＫｌＯ５ 外而上半部には煤付椅
第１３図１ 141磁 碗 内 ＳＥｌＯ７

第１３図２ 陶器 天目碗 lIil内 ＳＥｌＯ７

第l3IX 陶器 捕鉢 備前 ､８ ＳＥｌＯ７ 交又捕り1１
第l3IXl4 陶器 播鉢 術前 ＳＥｌＯ７

第131 弥生土器 艶 庄地 ＳＥｌＯ７ 中期前･中期

第15図１ 土師質土器 製塩土器 Ixl内 7.6 ＳＫ９６ 手挫ね．淡褐色
第l51Xl2 焼締め陶器 鉢 I’ 凶南部 33.0 ＳＫ９６ オリーブ褐色
第15図３ 曲 衝土器 火鉢 ｲＩ 地 ＳＫ９６ 暗灰色

第15図４ 1１ 衝土器 鉢 、地 8.8 2.1 ＳＫ９６ 内面へラ削り・淡灰色
第15図５ 婿

８
ロ
ー

凹
液

Ｌ
１

Ｉ
Ｊ

１
１
－
１

１
１１ 石 7.1 5.2 ２６ ＳＫ９６ 長･lWj厚さ､1t澱140.7卿

第l8i 青磁 碗 5.1 ＳＫ４５ 撒付蕗胎･茶悶色
第18図２ 陶器 水注 不明 SＫ５６ オリーブ熟の袖薬

第18図３ 土師質土器 却内 SＫ４７ 内面に溶耕物付芯
第181 京都系土師器 lⅢ イ地 9.6 4.4 1.9 SＫ６７ 口緑部煤付粁･灯明IⅢ
第１８図５ :i1f磁 碗 I’ 国 SＫ５２ 内而上部に櫛描き紋
第18図６ 背磁 碗 ＩＩ 国龍泉窯 4８ SＫ７０ オリーブ灰色

第18図７ 背花 lⅢ IＩ 国餓徳鎖 6.2 SＫ７６

第18図８ 陶器 播鉢 備前 SＫ７６ 灰赤色

第18図９ 鉄 釘 IIiI内 9.9 SＫ６２

第20図１ 京都系土師器 皿 在地 ９ 2.1 SＸ９９

第201 陶器 播鉢 備前 SＸ９９ 交又捕り目

第23図１ 油地系土師器 IⅢ IRI内 12.2 7２ 2.7 SKl27 桜褐色

第23図２ 油地系土師器 皿 人Ｉ 6.0 SKl27 淡褐色

第23図３ 釦 釘 Ⅲ内 2.9 SKl27

第23図４ 斜 釘 内 SKl27

第24図1 在地系土師器 皿 （地 SＫｌ５１ 樋褐色

第24図２ 油地系土師器 １－－１ 〈地 13.6 SKl56 淡褐色
第24ｌｘ1３ rｌ 地系土師器 ｌＩＩｌ （地 6.3 SKl56 板状圧痕｡淡禍色
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器高
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第24図４ 土師器 皿 吉備系 SKl63 60F区６層も｡白黄色

第24図５ 土師器 燭台 在地 8６ SKl95 にぶい樋色

第24図６ 陶器 揃鉢 備前 SKl35 灰黄色･灰白色

第24図７ 鉄 釘 在地 SKl24 茶褐色

第24図８ 鉄 釘 在地 SKl62

第24図９ 鉄 釘 国内 4.8 SKll5

第24図1０ 鉄 釘 国内 4.0 SKl58

第24図1１ 鉄 釘 国内 SK111

第24図1２ 鉄 火打鉄 国内 SKlll

第25図１ 陶器 徳利 朝鮮 SKl81

第25図２ 瓦質土器 碗 国内 SKl82

第25図３ 鉄製品 釘 国内 SKl82

第25図４ 銭街 銅 SKl82

第28図１ 土師質土器 椀 国内 SK218 底部回転へラ切り

第28図２ 土師器 高杯 国内 SK218 樋色

第2８ 青銅 国内 5．７９ SK218

第28図４ 瓦質土器 鉢 国内 SKl74 灰褐色

第28図５ 瓦質土器 鉢 国内 SKl74 燈色

第28図６ 鉄 平瓦 在地 3.1 3．５９ SKl98

第28図７ 在地系土師器 皿 在地 10.4 3２ SK201 板状圧痕｡にぶい橿色｡金色雲母少

第28図８ 石 石鯛 国内 119.89 SKl74

第30図１ 瓦質土器 鉢 国内 33.2 24.2 SK223 にぶい諭樋色

第32図１ 〔都系土師器 皿 在地 13.2 SＫ６９

第32図２ (都系土師器 皿 在地 SＫ６９

第32図３ (都系土師器 皿 在地 12.5 SＫ６９

第32図４ (都系土師器 皿 在地 13.6 SＫ６９

第32図５ (都系土師器 皿 在地 1２３ ２７ SＫ６９

第32図６ 京都系土師器 皿 在地 10.8 2.1 SＫ６９

第32図７ 京都系土師器 Ⅲ 在地 1.8 SＫ６９

第321 京都系土師器 皿 在地 1２６ SＫ６９

第32図９ 京都系土師器 皿 在地 13.6 2９ SＫ６９

第32図1０ 京都系土師器 皿 在地 8.8 ２ SＫ６９

第3２ １ 土師質土器 塩壷藷 在地 ５ 1.8 SＫ６９

第32図1２ 土師質土器 椀 国内 1０．０ SＫ６９ 赤横色

第32図1３ 白磁 皿 中 12.0 6.7 3.1 SＫ６９

第32図１４ 苛花 碗 中倒 11.6 SＫ６９

第32図1５ 陶器 播鉢 備前 ＳＫ６９ 暗灰色

第32図1６ 瓦質土器 火鉢 在地 39.0 ＳＫ６９

第32図1７ 土師質 土錘 在地 1.2 0.4 SＫ６９ 任・幅･内径､重遼639

第32図1８ 銭 北宋 中国lO78fi 2.79 ＳＫ６９ 元豊通宝

第32図1９ 銭 北宋 中 023年 2.69 ＳＫ６９ 天聖元宝

第32図2０ 鉄 国内 9.2 ＳＫ６９ 一端は籍

第32図2１ 鉄 刃物 国内 158 1.2 0.3 ＳＫ６９ 長.幅.厚さ､重赴29.09

第36図１ 京都系土師器 皿 在地 12.4 2.2 ＳＫ８０

第36図２ 瓦質土器 茶釜 国内 ＳＫ８０

第36図３ 瓦質土器 火鉢 在地 ＳＫ８０

第361 瓦質土器 火鉢 在地 SＫ８０

第36図５ 土師質 土錘 在地 4.6 1.3 6.89 SＫ８０

第36図６ 青銅 分銅 国内 5.4 2.1 SＫ８０ 農･幅･厚さ､重斌25.79

第36図７ 陶器 鉢 国内 SＫ８０

第36図８ 鉄 釘 国内 4.3 9.49 SＫ８０

第36図９ 鉄 釘 国内 4.9 7．７９ SＫ８０

第36図１０ 京都系土師器 皿 国内 SＫ８０

第37図１ 銭 中 2.3 1．０９ SKl39

第37図２ 京都系土師器 火鉢 在地 17.8 SKl40

第37図３ 京都系土師器 皿 在地 172 2.4 SKl40

第37図４ ｲ’ 地系土師器 皿 在地 5.7 1.6 SKl40 栂褐色

第37図５ 」師質土器 塩壷蓋 在地 /､/９ SKl40

第37図６ 』 師質土器 塩燕蓋 在地 ５ 0.75 5．１９ SKl40

第37図７ 青磁 碗 中国 SKl40

第37図８ 鉄 釘 国内 2.6 SKl40

第37図９ 鉄 国内 ＳＫｌ４０

第39図１ 青花 皿 中国景徳釘 窯 ＳＤｌ２０

第39図２ 背花 皿 中国景徳斜 窯 SDl20

第39図３ 土師質土器 鍋 国内 ＳＤｌ２０

第39図４ 鉄 釘 国内 4.2 ９ ＳＤｌ２０
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器高
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第39図５ 鉄 釘 内 15.89 SDl20

第42図１ 京都系土師器 皿 在地 16.6 ２６ SKl64

第42図２ 白磁 皿 中国 SKl64

第42図３ 陶器 播鉢 備前 SKl64 SK80のIiijl-個体

第43図１ 鉄 鐙 国内 16.5 1３ 86.19 SKl64 直線部長･緒部長･砿量

第43図２ 筋 鐙 国内 17.8 69.39 SK164 戒線部焚･亜斌

第45図１ jｊ 都系土師器 皿 在地 16.6 1.8 SKl30

第45図２ 京都系土師器 皿 在地 14.8 2.1 SKl30

第45図３ 京都系土師器 皿 在地 14.3 ２１ SKl30

第45図４ 二１ 師質土器 これ鉢 東播系 SKl30

第47図１ jｊ 都系土師器 皿 在地 12.8 2.6 SKl91 にぶい黄綴

第47図２ 禍地系土師器 皿 在地 12.4 ９ 2８ SKl91 にぶい樋

第47図３ 在地系土師器 皿 在地 ９ 1.2 SKl91 にぶい黄樋

第47図４ 須恵質土器 鉢 東播系 SKl91 灰白色

第49図１ 鉄製品 釘 国内 ３ 0.3 ９ SPl34

第40図１ 鉄製品 釘 国内 ３ 0.3 ２４９ SKl34

第50図１ 在地系土師器 皿 在地 7.4 4.4 2.3 SD200 にぶい樋色

第50図２ 准地系土師器 皿 在地 11.8 2.6 SD200 樋色

第50図３ 京都系土師器 皿 在地 104 SD200 にぶい哉椅色

第50図４ 京都系土師器 皿 在地 SD200 にぶい哉燈色

第50図５ 瓦質土器 羽釜 和 SD200 にぶい哉樋色

第52図１ 京都系土師器 皿 在地 SKlO8

第52図２ 背花 碗 中国景徳鎮窯 SKlO8

第52図３ 背磁 碗 中国脳泉禦 SKlO8

第52図４ 鉄製品 釘 SKlO8

第52図５ 鉄製品 釘 SKlO8

第52図６ 鉄製品 釘 SKlO8

第52図７ 鉄製品 釘 SKlO8

第52図８ 鉄製品 釘 SKlO8

第52図９ 銭貨 銅 元豊通宝 SKlO8

第52図１０ 錨貨 銅 政和通宝 SK108

第52図１１ 銭貨 銅 元豊通宝 SK108

第57図１ 瓦 平瓦 在地 SXlOO 古代｡桶巻きつけ｡格子目叩き
第60図１ 在地系土師器 皿 在地 1.9 SP257 樋褐色
第60図２ 京都系土師器 皿 在地 13.8 SP257 淡い褐色

第60図３ 鉄 釘 国内 SP257

第60図４ 銭 青銅 中国 2４ ０．８９ SP257

第61図１ 在地系土師器 皿 在地 ＳＫｌ５７

第61図２ 瓦質土器 皿 国内 ＳＫｌ５７

第61図３ 陶器 蕊 備前 ＳＫｌ５７

第61図４ 瓦闘土器 皿 国内 ＳＫｌ５７

第61図５ 土師質土器 鉢 東播系 ＳＫｌ５７ 褐灰色
第61図６ 石 石鍋 在地 ＳＫｌ５７

第61図７ 鉄 釘 在地 ＳＫｌ５７

第61図８ 鉄 皿 在地 ＳＫｌ５７

第61図９ 鉄 釘 在地 ＳＫ１５７

第611劃１０ 鉄 火鉢 在地 SKl57

第63図１ 在地系土師器 皿 在地 12.8 8.2 3.1 SElO4 淡褐色｡板状圧痕｡掘り方
第63図２ 油地系土師器 皿 在地 12.4 2.6 SElO4 淡褐色｡井側
第63図３ 油地系土師器 皿 在地 12.0 6.8 2.5 SElO4 No.１.樋褐色｡板状圧痕
第63図４ 在地系土師器 皿 在地 12.2 2.1 SElO4 樋褐色
第63図５ 在地系土師器 皿 在地 11.4 6２ 2.7 SElO4井側 60,5届も｡樋褐色｡板状圧痕
第63図６ 瓦質土器 不明 国内 33.6 SElO4

第63図７ 打 石鍋 国内 SElO4 No.３

第63図８ 鉄 釘 国内 7.7 SElO4

第63図９ 青銅 留め金具 国内 1.3 0８ 1．１９ SElO4 匝径･高さ･重鼓
第63図１０ 陶器 舟徳利 朝鮮 5.4 SElO4 掘り方十S694層
第54図１ 在地系土師器 皿 在地 12.6 7.7 2.2 SKl48 板状圧痕｡横褐色
第54図２ 在地系土師器 皿 在地 12.4 2.4 SKl48 板状圧痕｡樋褐色
第54図３ 在地系土師器 皿 在地 1２６ 7.3 SKl48 板状圧痕｡横褐色
第54図４ 在地系土師器 皿 在地 122 2.2 SKl48 板状圧狼｡横褐色
第66図１ 土師質 塩溌藩 在地 5.2 1.7 SP224

第67図１ 瓦質土器 要 国内 38.9 ＳＫ225.234 灰色
第67図２ 鉄 刃物 国内 15.09 ＳＫ２２５

第67図３ 銭 北宋 中国1023年 2．０９ ＳＫ２２５ 天聖元宝
第67図４ 銭 唐 中国621年 2８９ ＳＫ２２５ 開元通宝
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挿図NbＩ

鋪70図１

第70図２

第70図３

鋪70図４

雛70図５

第70図６

節70図７

器種

在地系土師

在

在

在

陶器

在地系土師器

』系土師＃

世系土師器

地系土師器

皿

皿

皿

皿

皿

皿

鉢

生産地

国内

国内

国内

岡内

瀬戸美挫

在地

国内

法量(単位c、）

口径

13.6

12.6

11.2

12.4

3.7

１７．０

底後

9.3

9.4

7.0

8.6

3.3

2.3

器高

3.9

2.9

3.2

3.9

１．１

遺椛名

ＳＥ188

SEl88

ＳＥ188

ＳＥ188

SEl88

SEl88

ＳＥ１８８

備考

淡褐色｡井側

淡褐色｡No.４

白褐色｡掘り方多数十S258

樋褐色｡No.３

井側｡淡褐色｡注ぎ口一箇所

井側｡灰褐色

鋪70図1０

第70図1１

第70図１２

第70図

第70図］

第70図】

節71図１

第71図２

第71図３

第71図４

第71図５

第71図６

節71図７

第71図８

第71図９

第71図1０

第74図１

第74図２

第77図１

第77図２

第79図１

第79図２

第79図３

鋪79図４

第79図５

第79図６

第79図７

第81図１

第81図２

第81図３

第81図４

第81図５

第81図６

１３

1４

１５

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

石

瓦質土器

瓦質土器

土師礎

土師質

土師質

土師衝

鉄

銭

銭

土師煙

瓦質土器

在地系土師器

鉄

在地系土師淵

在地系土師器

青磁

土師衝土器

鉄

鉄

鉄

系土師淵

在地昇

在地系土師器

在地系土師器

在地系土師器

在地系土師器

土師器

鉢

鉢

鉢

石鍋

皿

皿

土器片

皿

土錘

土錘

釘

釘

釘

釘

北宋

北宋

lⅢ

翌

Ⅱ

釘

Ⅲ

llIL

皿

Ⅲ

釘

釘

釘

皿

皿

１１１１

Ⅲ

Ⅲ

皿

国内

阿内

国内

国内

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

中IJIlOl7年

中国1068年

在地

国内

在地

国内

在地

在地

中園龍泉窯

国内

在地

在地

在地

在地

在地

庄地

在地

在地

n昌地

2.7

5.2

4２

5.2

1.5

3８

13.5

14.2

7.4

11.6

13.0

13.8

5.7

10.4

12.4

11.6

１０．１

10.4

2５

2.0

1.2

8.4

9.5

0.5

7.8

6.8

5.8

8.6

7.9

8.0

8.2

6.8

7.6

13.8

0.6

18.19

5．９９

9．５９

7．３９

8．２９

7．０９

2.5

3.4

13.69

3.3

3２９

4２

17.79

3.1

3.4

3.5

3０

2.6

SEl88

SEl88

SEl88

SEl88

SEl88

SEl88

SK188

SKl88

SK188

SKl88

SKl88

SKl88

SKl88

SKl88

SKl88

SKl88

SK245

SK246

SKl83

SKl83

SK230

SK230

SK230

SK230

SK230

SK240

SＩ

SF

ＳＥ

SＩ

SＥ

Sｍ

SE

<240

285

E8５

E8５

E8５

285

掘り方

淡褐色

燈褐色｡外面煤付蒜

井側｡､燈褐色

井側｡照褐色

No.２

棚り方｡長･iIM･厚さ

長･幅･重量、

長･幅･愈最､褐灰色

井側

No.l･天キ通説

キ寧元宝

灰鐙褐色

淡褐色

にぶい１１

明緑灰色

暗灰色

悪
豆刷珊上

撞色

燈色

燈色

にぶ

にぶい蔽橿

iい樋

f横色

燈色

炎褐色

第８l図１１ 在地』 土師 皿 在地 7.6 ＳＥ8５ にぶ が 燈色

第81図2１

第８］

節8１

第８］

第82凶１

第82図２

第82図３

第82図４

第82図５

第82図６

1図2２

L図2３

l図2４

在地系土師↓

在地系土師』

在地系土師

在地系土師

瓦質:上

瓦質土：

瓦質踊

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

器

器

皿

皿

Ⅲ

Ⅲ

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

在地

在地

在地

在

在

在

在

在地

在地

在地

地

地

地

Iｕ

8.0

6.8

7.4

7.8

27.3

35.0

32.1

6.4

5.0

5.1

5.8

1８

１．３

1.3

1.4

ＳＥ8５

SE8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

にぶい批掻色

樋色

にぶ

栂色

掘り方

14.世紀(山本)．掘り方

井側｡掘り方

No.６

井側

掘り方

い催

第70図８

寵70図９

瓦質土器

瓦孜土器

鉢

鉢

国内

国

SEl88

SEl88 井側

将81図７

窟81図８

妃：

鵡

1図９

l図1０

在地蔀

土師髄土器

在地系土師イ

在地昇

土師器

土師

lⅢ

これ鉢

皿

llll

在地

束柵系

在地

ilE地

7.0

15.2

5.7

9.3

6.9

9.6

1.4

4.5

SE8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

にぶい橘

灰色

樋色

にぶ /、 樋色

;81図1２

第81図1３

応81図1４

第81図1５

第81図1６

兎l図１７

ﾂ81図1８

:81IXI19

y81図2０

在地計

在地昇

在地昇

在地』

在地昇

在地芽

在地郭

在地

在地系土師器

:t師＃

土師サ

土師＃

土師

土師

土師

土師器

土師器

帥
寺印

Ｉｒ

皿

Ⅲ

皿

皿

皿

皿

Ⅲ

皿

皿

在地

在地

在地

在地

中国

住地

KE地

在地

在地

8.5

8.2

8.3

8.3

8.0

7言７

7.8

8.0

7‘８

7.1

6.5

6.8

6.0

6.0

5６

5.9

6.1

5.8

1.1

１．３

１．６

1.4

1.6

１．３

３

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

ＳＥ8５

Ｉ一軍1,ＷＩ

樋色

樋色

j燈色

樋色

樋色

樋｡金色の雲ｲﾘを中北含む

樋色

樋色

i燈色



第３章中世大友府内町跡第55次調査区

挿図N、 器種 生産地
法

口径

匠(単位ｃ

底径

､）

器高
遺構名 備考

第82図７ 土師質 土錘 在地 SE8５ 井側

第82図８ 土師質 土錘 在地 SE8５ 井側

第82図９ 土師質 土錘 棚地 SE8５ 掘り方

第82図1０ 弥生土器 壷 在地 SE8５ 井側

第82図１１ 弥生十器 翌 在地 SE8５

第82図１２ 滑石 石鍋 在地 SE8５ 掘り方

第82図１３ 瓦質土器 角火鉢 在地 SE8５ No.９

第82図１４ 石 国内 SE8５ 井側｡輝緑凝灰岩

第82図１５ 青銅銭 北宋 中国 ９ SE8５ 祥符元宝１００９年

第83図１ 瓦質土器 翌 国内 402 70.2 SE8５ 口径･胴部径

第83図２ 瓦質土器 尭 国内 SE8５

第75図３ 陶器 鉢 中国磁そう窯系 ＳＥ8５

第75図４ 陶器 鉢 中国磁そう窯系 ＳＥ8５ 鉄紬｡淡い黄褐色

第84図１ 土師質 皿 在地 135 2.5 ＳＫ２４５

第84図１ 青磁 碗 中凶 SE8５

第84図２ 陶器 艶 常滑 SE8５ 掘り方

第84図３ 瓦質土器 鉢 国内 ＳＥ8５

第84図４ 陶器 播鉢 備前 ＳＥ8５

第84図５ 土師質 これ鉢 東播系 ＳＥ8５ 掘り方

第84図６ 土師質 これ鉢 東播系 ＳＥ8５ 掘り方

第84図７ 瓦質土器 喪 国内 ＳＥ8５ 井側

第84図８ 青磁 碗 ＳＥ8５ 井側

第84図９ 鉄 釘 国内 ＳＥ8５ 掘り方

第84図１０ 鉄 釘 国内 ＳＥ8５ 掘り方

第84図１１ 鉄 釘 国内 ＳＥ8５ 井側

第84図1２ 鉄 釘 国内 ＳＥ8５

第84図1３ 鉄 釘 国内 ＳＥ8５

第84図１４ 鉄 釘 国内 ＳＥ8５

第84図１５ 鉄 釘 国内 ＳＥ8５ 井側

第84図1６ 鉄 刃物 国内 ＳＥ8５ 井側

第86図１ 弥生土器 喪 在地 ＳＥｌ８４

第86図２ 土師器 高杯 在地 ＳＥｌ８４

第86図３ 在地系土師器 皿 在地 ＳＥ184

第86図４ 在地系土師器 皿 在地 ＳＥｌ８４

第86図５ 在地系土師器 皿 箔地 SEl84

第86図６ 軒丸瓦 禍地 SEl84

第86図７ 銭貨 IＩ 国 SEl84

第88図１ 在地系土師器 皿 在地 1.4 SP265 樋色

第88図２ 在地系土師器 皿 在地 8.7 1.2 SP265 橿色
第88図３ 在地系土師器 Ⅲ 在地 8.5 1.2 SP265 板状圧痕｡橿色
第88図４ 在地系土師器 皿 在地 1.2 SP265 板状圧痕｡橿色
第88図５ 在地系土師器 H１ 在地 12.7 9.0 SP265 板状圧痕｡浅黄橿色
第88図６ 在地系土師器 皿 在地 8.5 1.2 SP265 にぶい黄燈色
第88図７ 在地系土師器 皿 在地 8.1 1.1 SP265 板状圧痕｡にぶい黄橿色
第88図８ 在地系土師器 皿 在地 1２ SP265 にぶい黄橿色
第88図９ 在地系土師器 IⅢ 准地 6２ １．２ SP265 板状圧痕｡浅黄橿色
第88図1０ 在地系土師器 Ⅲ 在地 6.8 １．２ SP265 にぶい樋色
第88図1１ 鉄 釘 在地 SP265

第91図１ 古代瓦 平瓦 在地 SK201 内面布目･外面格子目｡石英少
第91図２ 青磁 碗 中国龍泉潔 15.6 SK232

第91図３ 在地系土師器 皿 在地 SK235

第91図４ 土師質土器 上錘 在地 4.1 2.3 21.79 SK232 内面布目･外面格子目｡石英少
第91図５ 土師質土器 上錘 在地 4.2 4０９ SK232

第91図６ 鉄 汀 在地 2.1 SK232

第92図1 在地系土師器 皿 在地 SD260

第96図１ 京都系土師器 在地 13.2 60E区3層 にぶい黄橿色

第96図２ 京都系土師器 艇崎 1.7 60E区3層 黄褐色
第96図３ 京都系土師器 在地 4.4 1.6 60E区3層 黄褐色

第96図４ 青磁 香炉 中国 検出面
第96図５ 青花 碗 中国瀧撫 11.6 60E区3層

第96図６ 白磁 碗 中国 60E区3層

第96図７ 陶器 鉢 60E区3届

第96図８ 陶器 碗 瀬戸美濃 4.4 60E区3層 黒茶色

第96図９ 陶器 碗 瀬戸美濃 60,区3層 暗褐色

第96図1０ 土師質 土錘 在地 5.2 ３１ 27.19 60E区3層 長･幅･敢量

鋪96図1１ 土師質 土錘 在地 １．０ 3．３９ 60E区3届 幅･重量



第３章中世大友府内町跡第55次捌査区

挿図NC， 器稲 生産地
法

口径

Ⅲ(単位ｃ

底径

､）

器高
遺櫛名 備考

第96図1２ 土師質 土錘 在地 １ 3．３９ 60E区3層 幅･爪哉

第96図１３ 青花 皿 ''１ 60E区3層

第96図１４ 陶器 天目碗 国内 60Ｅ

第96図1５ 陶器 鉢 傭 60Ｅ区3層

第96図1６ 陶器 鉢 備 60E区3層

第96図1７ 陶器 鉢 国内 60,区3層 刻印

第96図1８ 陶器 播鉢 肥前 60E区3層 暗赤褐色

第96図1９ 陶器 播鉢 肥前 6０ 3層

第96図2０ 土師質 国内 60,区3層 花紋の貼付け

第96図2１ 鉄 釘 国内 60EⅨ3層

第96図2２ 鉄 釘 国内 60E区3層

第96図2３ 鉄 釘 国内 60G区3層

第96図2４ 鉄 釘 国内 60E区3層

第96図2５ 鉄 国内 60E区3層

第96図2６ 蛇紋岩 玉砂利 在地 1.8 1.5 2５９ 60E区3層

第96図2７ 蛇紋岩 玉砂利 在地 2.7 1.3 ９ 中央6層

第97図1 在地系土師器 皿 在地 ４層5４ 金色雲母少

第97図２ 在地系土師器 皿 在地 12.0 7.2 2.6 ４層122 にぶい黄横色

第97図３ 在地系土師器 皿 在地 13.0 ４層128.129 浅溌燈色

第97図４ 在地系土師器 皿 在地 4.4 1.7 60,区4層 にぶい黄樋色

第97図５ 在地系土師器 皿 在地 11.8 2.7 ４層153 燈色

第97図６ 在地系土師器 皿 在地 1２０ ４届120 にぶい黄樋色

第97図７ 在地系土師器 皿 在地 14.0 7.5 2.7 ４層154 にぶい橿色

第97図８ 在地系土師器 皿 在地 9.0 5２ 2.1 60,区4層 黄灰色

第98図１ 京都系土師器 皿 在地 20.8 ４層116 にぶい黄樋色

第98図２ 京都系土師器 皿 在地 13.0 ４届123 にぶい黄樋色

第98図３ 京都系土師器 皿 在地 12.6 ９ 60Ｅ区4層 にぶい黄樋色

第98図４ 京都系土師器 皿 在地 1２４ ４層9０ にぶい黄橿色

第98図５ 京都系土師器 皿 在地 1２２ 2.1 ４層140 にぶい梼色

第98図６ 京都系土師器 皿 在地 122 1９ 60E区4層 淡黄色

第98図７ 京都系土師器 皿 在地 10.8 2.3 ４層5６ にぶい黄樋色

第98図８ 京都系土師器 皿 在地 11.0 2.2 ４層7２ にぶい黄橿色

第98図９ 京都系土師器 皿 在地 108 2.0 60,区５層 浅茄横色

第98図1０ 京都系土師器 皿 在地 10.2 2.4 ４層118 にぶい黄橿色

第98図１１ 京都系土師器 皿 在地 10.0 ２１ 60,区4層 にぶい橿色

節98図1２ 京都系土師器 皿 在地 2２ 60,区4層 黄樋色

第98図1３ 京都系土師器 皿 在地 8８ 2.1 ４層層1４ にぶい黄授色

第98図1４ 京都系土師器 皿 在地 2.1 60F区４層 にぶい黄授色

第98図1５ 京都系土師器 皿 在地 12.0 ４届141 にぶい黄捜色

第98図1６ 京都系土師器 皿 在地 13.0 60,区4層 にぶい黄楕色

第98図1７ 京都系土師器 皿 在地 1２８ 2.2 ４層6７ にぶい黄稔色

第98図1８ 京都系土師器 皿 在地 11.6 2２ ４層138 黄褐色

第98図1９ 京都系土師器 皿 在地 ２０ 60E区４層 にぶい黄樋色

第98図2０ 京都系土師器 皿 在地 ８０ 2.0 ４層6８ にぶい黄横色

第98図2１ 京都系土師器 皿 在地 8.4 1.9 60,区５層 にぶい黄橋色

第98図2２ 京都系土師器 皿 在地 ２１ 60F区４層 にぶい横色

第98図2３ 京都系土師器 皿 在地 2.0 ４層142 にぶい黄樋色

第99図１ 瓦質土器 火鉢 国内 44.0 ４層173 SKlO7-lと同一

第99図２ 瓦質土器 火鉢 国内 60,区4層 灰色

第99図３ 瓦質土器 火鉢 在地 ４層125 にぶい橿色

第99図４ 瓦質土器 火鉢 在地 ４１Ｗ3２ 灰色

第99図５ 瓦質土器 火鉢 在地 ４層136 灰色

第99図６ 瓦質土器 火鉢 国内 60F区４層 ７と側一個体

第99図７ 瓦質土器 火鉢 国内 60ＦⅨ４層 灰色

第99図８ 瓦質土器 火鉢 国内 60, ４脚上面～１０cmの間

第99図９ 瓦質土器 火鉢 国内 60F区４１Ｗ 褐灰色

第99図１０ 瓦質土器 火鉢 国内 ４層2３ 灰色

第99図1１ 瓦質土器 火鉢 国内 60F区４層 脚

第99図1２ 瓦質土器 火鉢 在地 4層126 灰黄褐色

第１００図２ 陶器 播鉢 備前 ４層1００ 赤褐色

第１００図２ 陶器 揺鉢 備前 ５層151 灰別褐色

第１００図３ 陶器 播鉢 備前 19.4 ４層114 灰世

第１００図４ 陶器 播鉢 備前 ４層131 灰釧 色

第１００図５ 陶器 播鉢 備前 60E区４層 灰褐色

第１００図６ 陶器 揺鉢 備前 60FⅨ４層 灰色

第１００図７ 陶器 播鉢 備前 ４層7５ 灰褐色
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第３章中･ＩH:大友府内町跡第５５次調査区

挿図恥

第100図８

第lOO図９

第１００図1０

第lOO図1１

鋪lOO図１２

第101図１

節１０１図２

器種

陶器

陶

陶

京制

京淵

青磁

青磁

蕊土間

Ｉ系土師器

９u
l8tr

播鉢

播鉢

描鉢

播鉢

棚

碗再利用

蓋

f鉢

生産地

(締

Ⅲ

(＃

伽

伽

中国

中岡

一
Ⅱ

法獄(単位c、）

に|径 底径

5.5

器商
逝緋名

60Ｅ区４層

４届１５６

４脳１１５

４層９

４肘3７

４届2０

４照3６

備考

灰赤

灰茄

明褐色

灰褐色

灰色

灰オリーブ色

ﾐ色

ﾐ褐色

第１０１図1４

第101図1５

鋪101図1６

第101図1７

節lOllxll8

第101図１９

第101図2０

第101図2１

第１０１図2２

鮒101図2３

第101図2４

鋪１０１図2５

鋪101図2６

第１０２図１

第１０２図２

第102図３

第102図４

第102図５

雛lO2Ixl6

第102図７

節

第

節102図1０

第１０２図1１

鋪102例1２

鰯１０２図１３

第102図１４

第１０２Ⅸ115

第103ｌｘ1１

第lO3M2

第１０３図３

節

第103図５

第１０３図６

第lO3図７

錐103図８

鰯103図９

節103図１０

第１０３図11

雛103図1２

第103図1３

鋪103似114

第１０３厘1１５

鋪１０４１ﾇ1１

第104図２

第lO4Ixl3

第104図４

第104図５

l02IXl8

102図９

103図４

青花

青花

青花

青花

青花

青花
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第３章中世大友府内町跡第55次調査区

挿図Nｑ 器種 生産地
法

口径

辻(単位ｃ

底径

､）

器高
遺栂名 備考

第１“図６ 鉄 釘 国内 １７９ 60,区4層

第１０４図７ 鉄 釘 国内 ３６ 3．０９ 60,区4層

第104図８ 鉄 釘 国内 3.7 4．１９ 60,区4層

第１０４図９ 鉄 釘 国内 ２９ ９ 60,区 ４層上面～10cmの間
第１０４図１０ 鉄 釘 国内 21.89 60E区４眉

第１０４図１１ 鉄 釘 国内 6.7 13.69 60F区４層

第１０４図1２ 鉄 釘 国内 17.39 60,区4層

第１０４図１３ 鉄 釘 国内 11.4 ８１．８９ ４層5１

第１“図１４ 鉄 刃物 国内 12.5 ９ 60,区4層

第104図1５ 鉄 釘 国内 4.4 1１．０９ 60F区４層

第１０４図1６ 鉄 釘 国内 2.9 ９ 60E区４層

第１０４図１７ 鉄 釘 国内 １．０９ 60,区4層

第１“図１８ 鉄 釘 国内 4.2 ９ 60,区4層

第１０４図１９ 鉄 釘 国内 4.1 ９ 60F区４層

第１“図2０ 鉄 釘 国内 ９ 60,区4層

第104図2１ 鉄 釘 国内 1．９９ 60F区４層

第104図2２ 鉄 釘 国内 ９ 60,区 ４層上面～１０cmの間

第104図2３ 鉄 釘 国内 ５４ 4.29 60F区４層

第104図2４ 鉄 釘 国内 ４４ ９ 6OG区４層

第１０４図2５ 鉄 釘 国内 ２９ ９ 60,区 ４層上面～１０cmの間

簾１０４図2６ 鉄 釘 国内 ２６ 1．６９ 60,区4層

第１０５図１ 鉄 釘 国内 3.8 ９ 60,区5層

第105図２ 鉄 釘 国内 2．７９ 60E区４層

第１０５図３ 鉄 釘 国内 1．５９ 60,区4層

第105図４ 鉄 釘 国内 ９ 60,区4層 ４層上面～１０cmの間

第105図５ 鉄 釘 国内 4．９９ 60E区４層

第105図６ 鉄 釘 国内 1．６９ 60E区４層

第105図７ 鉄 釘 国内 60E区４層

第105図８ 鉄 国内 3２９ 60E区４層

第105図９ 鉄 国内 15.89 60E区４層

第105図１０ 鉄 国内 60E区４層

第１０５図1１ 鉄 国内 22.09 60Ｅ区４層

第105図1２ 青銅 刀装具 国内 8．３９ ４層6０

第105図1３ 青銅 鍵 国内 L４ｇ ４層144

第105図1４ 青銅 煙管 国内 7．２９ ４層2７

第105図1５ 青銅 国内 ９ ４層3４

第１０５図１６ 青銅 国内 1．２９ ４層4２

第105図１７ 青銅 国内 ９ ４層4１

第105図1８ 国内 Lｏｇ 60F区4雛4魁

第１０５図1９ 鉄砲玉 鉛 1.2 1.3 ９

第105図2０ ガラス玉 0.6 ０．５９ ３層２ 白色

第105図2１ ガラス玉 ９ ４層１３０ 内部緑色･表面白色

第１０５図2２ ガラス玉 o､ｌｇ ４層183 緑色

第105図2３ ガラス玉 0.4 0.3 0．１９ ４層１３ 緑色

第106図１ 銭 開元通宝 唐621 1．８９ 60F区４層

第106図２ 銭 至道元宝 北宋995 ９ ４層133

第106図３ 銭 祥符通宝 北宋1009 1．３９ ４層4４

第106図４ 銭 天聖元宝 北宋1０２３ 2.3 1．６９ ４層5３

第106図５ 銭 景祐元宝 北宋１０３４ 2.4 1．６９ 60F区４層

第106図６ 銭 き寧元宝 北宋１０６８ ９ ４層3０

第１０６図７ 銭 元挫通雫 北宋1０７８ 2.3 ９ ４層5０

第１０６図８ 銭 元豊通宝 北宋１０７８ 4．０９ 60F区４層

第106図９ 銭 元盟通零 北宋1078 2.4 ２９９ 60F区４層

第１０６図１０ 銭 ２0９ 60F区４層

第106図1１ 銭 ３４９ ４層2６

第１０６図1２ 銭 2.2 １０９ ４層4６

第106図1３ 銭 ９ ４層2５

第107図１ 土師質土器 財渦 在地 1．９９ 60E区４層

第１０７図２ 土師器 緑紬碗 国内 60E区４層

第107図３ 土師質 土錘 国内 4.2 １．４ 8．０９ 60E区４層

第107図４ 土師質 土錘 国内 5.9 1.7 16.49 60Ｆ区４層

第１０７図５ 土師質 土錘 国内 2．８９

第107図６ 土師質 土錘 国内 4.2 １．１ ９ 60F区４層

第107図７ 土師質 土錘 国内 4.9 1.3 9．０９ 60,区4層

第１０７図８ 土師質 土錘 国内 1.4 60Ｅ区４層

第107図９ 土師器 高坪 在地 ４層4９ 褐色

255



256

第３市中世大友府内町跡第55次調査区

挿図Ncl 器種 生産地
法

口径

匠(単位ｃ

底径

､）

器高
遺構名 備考

第１０７図1０ 土師質 再利用 在地 4.8 3２ 1７５９ 60E区４層

第１０７図1１ 土師質 鍋 国内 ４層7９

第107図1２ 瓦蘭土器 鍋 国内 灰白色

第１０７図１３ 60E区４１Ｗ

第107図1４ 結品片岩 ４１W5８

第１０７図1５ 瓦簡 鋳型 国内 1.6

第lO8Ell 在地系土師器 皿 在地 12.2 2.3 N0.147,5層

第108図２ 在地系土師器 皿 在地 8.4 7２ Ｌｌ 60F区５層

第108図３ 在地系土師器 皿 在地 8.6 1.2 60F区５層

第１０８図４ 京都系土師器 皿 在地 2.1 No.149.5層

第108図５ 瓦質土器 碗 国内 60F区５層

第108図６ 陶器 天目碗 農濃 11.4 60F区５層

第１０８図７ 陶器 天目碗 進濃 60,区５層

第108図８ 陶器 天目碗 進濃

第108図９ 土師質 土錘 国内 3.0 1.0 2．７９ 60,区５層

第１０８図1０ 土師質 土錘 国内 3.9 1.3 ９ 60,区５層

第lO8図１１ 土師質 土錘 国内 3.1 ９ 60F区５層

第１０８図1２ 鉄 釘 国内 6．１９ 60,区５層

第108図1３ 鉄 釘 国内 4.5 3．２９ 60,区５層

第108図1４ 鉄 釘 国内 3.2 2．１９ 60,区５層

第１０８図1５ 鉄 釘 国内 2．７９ 60,区５層

第１０８図１６ 鉄 釘 国内 4４ 9９９ 60,区５１Ｗ

第１０８図１７ 鉄 釘 国内 16.19 60,区５層

第108図1８ 青銅 国内 ６１ 1３２９ No.148.5層

第109図１ 油地系土師器 皿 在地 1１２ 3５ 60F区６屑 樋色

第lO9IxI2 右地系土師器 皿 在地 12.6 2．９９ 60,区６層 桧色

第１０９１ 油地系土師器 皿 在地 11.4 3.2 60E区６層 樋色

第１０９図４ 在地系二Ｉ 師器 皿 在地 128 3３ 60,区６層 にぶい黄橿色

第109例５ 在地系」 師器 皿 在地 12.4 3.0 60E区６層 樋色

第1０９ 在地系土師器 皿 在地 11.6 No.191.6層 橿色

第109図７ 在地系土師器 皿 在地 11.0 7.6 3.0 60E区６届 樋色

第109図８ 在地系土師器 皿 油地 1２２ 3.0 60E区６層 橿色

第109図９ 在地系土師器 皿 右地 12,6 3.1 60E区６層 にぶい黄橿色

第109図1０ 在地系土師器 皿 油地 7.0 1.8 60,区６層 横色

第１０９図１１ 在地系土師器 皿 在地 １．０ No.167.6層 灰黄色

第１０９図1２ 在地系土師器 皿 在地 １．３ 60E区６層 にぶい黄樋色

第109図１３ 在地系土師器 皿 在地 1.7 60E区６層 橿色

第109図1４ 在地系土師器 皿 在地 60,区６層 にぶい樋色

第109図１５ 在地系土師器 皿 そ地 8.8 7.4 1.8 60E区６層 浅黄燈色

錆lO91xIl6 在地系土師器 llll 花地 8.2 0.9 60F区６層 黄横色

第１１０図１ 京都系土師器 皿 在地 12.6 60,区６層 にぶい橿色

第110図２ 京都系土師器 皿 在地 10.0 2.2 60,区６層 浅黄授色

第llOI 京都系土師器 皿 在地 1０．６ 2.2 No.166,6層 にぶい黄授色

第110図４ 京都系土師器 皿 在地 1３４ 60F区６層 黄褐色

第llO図５ 京都系土師器 皿 在地 10.3 2.1 60,区６層 にぶい横色

第llO図６ 京都系土師器 皿 在地 13.0 2.0 60,区６層 灰白色

第１１０図７ 京都系土師器 llll 在地 60F区６層 淡い褐色

第１１０図８ 京郁系土師器 皿 在地 60,区６層 にぶい樋色

第１１０図９ 京都系土師器 皿 在地 10.4 60F区６層 にぶい黄橿色

第110図1０ 土師器 鉢 東播系 60F区６層 灰色･暗灰色

第110図1１ 背磁 碗 中国 60E区６層 三本単位の施紋

第110図1２ 陶器 鉢 備前 16.6 60F区６層 灰褐色

第110図１３ 陶器 壷？ 備前 8.6 60F区６層 暗褐色

第１１０図1４ 背磁 碗 １０
１

１ 60E区６層 明緑灰色

第110図１５ 土師器 皿 吉備系 11.6 2.7 60F区６層 灰白色

第１１０図１６ 緑紬陶器 小IIll 美濃 1.4 60,区６層 灰白色･オリーブ白色

第110図１７ 陶器 折縁皿 美濃 118 60,区６届 60F区４層も

第llOIZll8 陶器 天日碗 美濃 4.0 60F区６層

第110図1９ 背花 碗 中 60,区６層

第１１０図2１ 土師質 土錘 国内 2５ 1.0 ９ 60,区６層

第110図2２ 土師質 土錘 国内 4.2 4．１９ 60,区６層

第llO図2３ 土師質 土錘 国内 4.4 １．２ 6．１９ 60F区６層

第１１０図2４ 石 砥石 国内 ２２ 39.69 60,区６層 黒い頁岩？

第１１０図2５ 砂岩 砥石 天草 4.8 2.0 59.79 60,区６層

第１１０図2６ 砂岩 砥石 天草 3８ ３６ 2２０９ 60,区６層

第llO図2７ 弥生土器 翌 在地 60E区６層 黄褐色



第３液中世大友府内町跡第55次調炎区

挿図NC， 器種 生産地
法

口径

註(単位ｃ

底径

､）

器高
遺構名 備考

第110図2８ 土師器 瓶 在地

第lllI 青花 皿 中国 Ａ6４

第lllIZl2 背磁 碗 中国 B65IXl2 外底面茶色

第111図３ B65IX

第１１１図４ 焼締陶器 中国 4.8 11篠

第llllXl5 C64Ixl41

第111図６ 磁器 碗 中同召集 北鮭

第1111217 白磁 皿 中国 ６０Ｆ区 灰白色

第111図８

第111図９ 在地系土師器 皿 在地 2.2 樋色

第111図1０ 在地系土師器 皿 在地 7.8 1.4 板状圧痕

第111図１１ 土師質 土錘 国内 3．６９ 60F区 灰褐色

第lllEll2 土師質 土錘 国内 5.1 1.3 7．０９ 60Ｆ 黒灰色

第111図１３ 須恵質 喪 国内 にぶい樋色

第112図１ 在地系 t師器 皿 (’ 地 118 3.4 No.185 にぶい黄椅色

第112図２ 在地系 上師器 lⅢ 棚地 118 3.5 ＮＣ 186 浅茄橿色

第112図３ 在地系 上師器 皿 在地 1.2 ＮＣ 189 樋色

第112図４ 京郁系 上師器 Ⅲ 在地 1２０ 2.3 ＮＣ 188 黄褐色

第1121 京都系土師器 IⅢ 在地 1.7 ＮＣ 198 灰白色

第112図６ 京都系土師器 Ⅲ 在地 1２８ 2.7 ＮＣ 170 淡黄色

第112図７ 須恵質 蕊 亀山系 ＮＣ 196 灰白色～黒灰色

第112図８ 土師質 盤 防長系 ＮＣ 1８１ 横色｡内外面横方向刷毛目

第1121 瓦蘭土器 火鉢 国内 ＮＣ 169 灰黄褐色

第ll3gll 鉄 釘 国内 3.5 0.3 3．２９ 60Ｆ区６層

第113図２ 鉄 釘 国内 5.6 7．５９ ６０，１４６届

鋪ll3IXI3 鉄 釘 国内 3.2 3．９９ 60,区６１Ｗ

第ll3IXl4 鉄 釘 国内 3．０９ 60,区６層

第113図５ 鉄 釘 国内 4.2 0.3 60F区６１Ｗ

第113図６ 鉄 釘 国内 3.5 3．９９ 60FⅨ６屑

第ll3IXI7 鉄 鍋 国内 2.5 4３２９ 6０ ６１Ｗ 底部

第113図８ 鉄 釘 国内 7.0 16.19 60E区６屑

第ll31Xl9 鉄 釘 国内 6.7 11.19 6０ ６届

第１１３図1０ 鉄 釘 国内 3.1 4．４９ 60E区６用

第113図1１ 鉄 釘 国内 1．４９ 60E区６届

第113図1２ 鉄 釘 内 5.0 ９ 60E区６届

第113図1３ 鉄 釘 国内 21.49 60F区６層

第113図1４ 鉄 釘 国内 5.5 17.99 60,

第113図1５ 鉄 釘 国内 5５ 8．０９ 60,

第113図1６ 鉄 釘 国内 4３ 6．８９ 6０

第113図1７ 鉄 釘 国内 9.0 １１．３９ 60F区

第113図1８ 鉄 釘 国内 7．１９ No.155

第113図1９ 鉄 国内 8．３９ 60,

第ll3El20 鉄 国内 4４８９ Ｎ0.187

鋪113図2１ 銅溶解物 国内 67.09 No.174

第113図2２ 青銅 国内 2.9 ２７９ No.5５

第113図2３ 銭 中国 2.5 1．９９ No.184

第113図2４ 石 石帯 古代 2.7 ９
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第４章中世大友城下町跡第36次調査区出土の動物遺体

西本豊弘

中世大友城下町跡第36次調査区で６点の動物骨が出土し、シカとウシとウマが含まれていた。

その内容は表に示したとおりである。シカは角座部分の破片であり、１本角である。表面の穎粒が

十分に形成されているので、生育途中の角ではなく十分に形成されたものであることから、生後１

歳半の秋に捕獲された個体であろう。ニホンジカとしてはかなり小さい個体である。ウシは腔骨１

点と寛骨１点が出土している。腔骨は近位部から骨幹部の破片であり、遠位端は欠損していた。近

位間接面に骨端線がまだ見られるので、おそらく３歳前後の亜成獣で体高１１０cm程度の小型のウシ

である。寛骨破片は小さなものであり、保存状態が悪いので、小型の成獣としかわからない。この

寛骨の破片と思われるものである。

ウマは上顎第４前臼歯が見られた。歯の摩耗はある程度進んでおり、歯根部の長さから見ると９

歳から１０歳程度の成獣のものである。歯の大きさから見ると、体高120cm前後の小型のウマであ

ろう。これらの骨の他に、ウシまたはウマの手根骨が１点と部位不明の小骨片が１点見られただけ

である。

表１中世大友城下町跡第３６次調査区出土の動物遺体一覧表

出土区 遺物番号 日付 種名 部位名 左右 残存部分 備考 個数

SK64（Z65区） Nｎ４ 040205 シカ 喉頭骨・骨 １

D64区 NｔＬ７ 031107 ウシ 腔骨 Ｌ
近位端一骨
幹部

１

D65区 No.１１ 031107 ウシ 寛骨 Ｒ 臼 小型 １

D65区 No.１１ 031107 ウシ／ウマ 破片 １

D65区 No.1５ 031117 ウシ／ウマ 手根骨？ 1

D65区 No.1７ 031117 ウマ
上顎第４前
臼歯

Ｒ

長さ27.7mｍ

歯根長41.5mm→

9～１０歳

１
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第３６次調査結果について

第36次調査区では、１４世紀から１６世紀にかけて本地域が居住地として利用されつづけたこと

が明らかになった。特徴的な点は、１４世紀に南北方向に造られた大型溝状遺構が出現する点、そ

れを１５世紀後葉に改変し、南東一北西方向の道路を新設したことである。

府内古図にあるこの道路は御蔵場の南から西を限る存在であり、ただ単にこの小地域の改変に止

まらず、大きな町並み改変の一部であった可能性がある。第３６次調査区の北西500ｍに位置する

府内町第５次調査区(御蔵場北西側･ＪＲ日豊本線の南側)では１５世紀後葉に溝状遺構が造られ初め、

町屋が形成され始めると報告されている。第５次調査区の東側にあたる第８次調査区（国道１０号

の西側）では、やや先行し１４世紀末から１５世紀前半に大型溝を伴う道路が出現し、１５世紀後半

には軸線が変更されている。府内古図を基に復元された大友府内町には、南北方向に二つの基本軸

があったと指摘されている（坂本2001)。もっとも東に位置する第１南北街路だけは他の３本と方

位が異なるのである。第１南北街路路中央には1306年に創建された万寿寺がある。第７次調査区

ではその第１南北街路を夷むように、１４世紀に大型溝が造られたことを明らかにし、第１南北街

路は１４世紀に出現したらしいことが示されている。ただ、川沿いのこの辺りは「市河」と呼ばれ

る河原市があったことが11世紀に記述されている。本格的な町作りが１４世紀だったということか

も知れない。これまでの発掘調査結果が示すのは、府内町地域では、初めに万寿寺周辺が居住地と

して開発され、１５世紀後葉に１６世紀の府内町の基礎が作り直されたらしいことである。鹿毛敏夫

によれば、大友府内町を南北に貫く四本の道（東から第１南北街路・第２．．）のうち、第１街路

は大分川に沿うので最も古く、第４街路は南方の上野原館に直線的に繋がり次に古いという。具体

的な年代の指摘はないが、これらの時間的な変化は第36次調査区の調査結果と連動している筈で

ある。

共伴土器がないため時期は不明だが、猪の上顎骨その他が調査区東南部から出土した。骨の所属

時期はおそらく中世以前と思われるが、中世以前の年代不詳の時代にこの場所には大分川の一支流

が流れていた。南東川の大分川から分岐し、御蔵場南西を通る斜行道路と平行するように微妙な低

地帯が連続しており、微地形的には居住しにくい場所とそうでない場所があり、後者に動物骨が放

置されたのであろう。西本豊弘氏により、シカは１歳半の秋に捕獲されたもので、ウシやウマは小

型であるとの報告を頂いた。９歳から１０歳の馬で体高120cm前後というのは当時の大きさとしては、

普通の部に属すのであろう。

第５５次調査結果について

第55次調査区では、初めに東西方向の溝が出現している。出土遺物が少ないため、細かな時期

は不明だが１４世紀代のことである。溝は東西方向に対して東側が南に１０｡振れている。これは第

１南北街路と直交関係にあり、何らかの関連を示すものかと思われる。

掘立柱建物跡は復元できなかったが、１６世紀中葉から後葉の竪穴遺構ＳＫ８０は長軸を東西方向

に向けており、東側の第２南北街路に直交する形で土地が分割・利用されていた可能性が考えられ

る。「大分市史」では第５５次調査区の位置は「御蔵場」に比定されているが、遺構配置状態や遺構

そのものに御蔵場らしき様子が反映されていない。本調査区周辺の字図をみると、字図に記録され

た土地の境界線は、第２南北街路に面して東西方向に細長いものが集まっており、考古学的証拠と

併せ考えると第55次調査区の場所は御蔵場ではなく、町屋的状況であるとすべきだろう。掘立柱
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建物を復元できなかったが、想像を逢し<して述べれば、第２南北街路に面して建物があり、背後

に竪穴遺構と石組六角井戸があり、その後ろに庭があってゴミ穴が掘られた状況が１６世紀後葉の

この場所にあった町屋の様子ではなかったか。

大友城下町跡の板石組六角井戸について

大友城下町跡地域内では、これまでに実施された発掘調査で多数の井戸が調査されてきた。現状

で利用できる範囲でみても115基が報告されている｡全ての物が時間とともに変化するように、本

地域の井戸もまた、様々な形態を示す。今回報告する第36次調査区では３基、第55次調査区では

４基の井戸を検出した。両方とも、阿蘇凝灰岩を板状に加工したものを六角形に組んで数段積み重

ねた井戸が含まれている。板石組六角形井戸は大友城下町ではいくつも類例がある型式であるが、

本地域での井戸全体の消長とともに板石組六角井戸の出現について、現在判明する報告された資料

で検討しておきたい。

井戸各部の名称は様々であるらしい。宇野隆夫の「井戸考」によれば、井戸最下部の水を溜める

部分はまなこ・井筒・水溜の名称があり、その上部の細長い部分は井筒・井戸側等の名で呼ばれて

いる。また、地上部分には井桁の名称がある。確かに、地上から底まで全く同じ構造の井戸は考え

にくいので、地上部・中間部・最下部を区別する必要がある。ここでは、地上部を井桁とし、中間

部は円筒形のものだけとは限らないので井筒を捨て、「井戸考」に倣い井戸側とする。最下部は水

溜と呼ぶことにする。

井戸の構築年代ははっきりしない場合が多い。井戸側・水溜から出土した遺物は、井戸使用時期

の最終時点を示す可能性をもつだけである。大友城下町では井桁の残存例はない。

本地域で最古の井戸は奈良時代８世紀前半に遡る。その府内町第１８次調査区SEl76は、木質は

残ってないが縦割り断面観察により井戸側から水溜までが連続的な構造であり、折り曲げた板材で

ある曲物を用いていたらしい。

次に古い例は１４世紀前葉以前と判断された第８次Ｂ調査区SE238である。水溜は六角形に組ん

だ木の板材で、井戸側は板を四角に組んでいた。１４世紀前半代と考えられるのは第２１次Ｂ調査区

SElOOである。井戸側は方形縦板組隅柱横桟型という方形で、水溜は曲物である。１４世紀中葉か

ら後葉とされるのは２例ある。第20次Ｂ調査区SEOO9は板を四角く組んだもので、水溜は残って

いない。第８次調査区SElOlもこの時期で、桶利用の最古例であり井戸側・水溜とも桶である。

１５世紀前葉～後葉とされる第８次調査区ＳＥ102．SE228では、木型方形の井戸側、曲物の水溜

であった。木組方形の井戸側は１５世紀後葉まで残り、第５次Ｂ調査区ＳＥ259例がある。１６世紀

後葉～末葉に比定された第５次Ｂ調査区SElO8は井戸側上部に操を円く積んだ状態が残る。井戸

側に桶を利用する井戸の中には、上部に喋を積む例があることを示している。本地域では喋を井戸

側全体に積み上げる例は２例ある（５次Ａ区ＳＥ502.503)。井戸側に桶を用いる場合の水溜は、１５

世紀中葉以前とされるｌ例（第１０次調査Ⅱ北区ＳＥ300)が曲物である例外を除き､すべて桶である。

１５世紀になると五輪塔部材を井戸側材とする例が出現する。７基報告されている。喋と共に用

いる場合や五輪塔のみのもの、平面形は環状１基・六角形５基・八角形１基があり、井戸側基部に

凝灰岩板石を平たく並べて井戸側の重量を分散する仕組みのものがｌ例（八角形井戸側）ある。水

溜には例外なく桶を設置している。

１６世紀の主流は井戸側・水溜に桶を利用する井戸である。１６世紀後葉になると、板状に加工し

た阿蘇凝灰岩を六角形に何段も組んで井戸側とするものが少数現れる。そのうちに井戸側基部に板

石を平たく並べて重量分散を図る例が２例ある。別に基部の板石だけを残し、井戸側が撤去された

ものがある（第１０次ＳＥ212．第１３次ＳＥ266）のは石材を再利用したのであろう。この種も水溜に
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NOL 調査次 番号 井戸側 井戸側基部 水溜 抜取他

１ ３次 ＳＥ212 桶？ 未調森 未調査

２ ３次 ＳＥ213
？
． 未調森 未調査 l6C前半以前

３ ３次 ＳＥｌ２０ 瓦質桶(水淵と一体） 瓦質桶

４ ３次 ＳＥ206 桶(土層から） 桶(同） l6C中葉以降

５ ３次 ＳＥ211 桶？ 有 l6C中葉以降

６ ４次 SEl51 有？

７ ４次 ＳＥｌ５９ 桶 無

８ ４次 SEl75 桶 未調査 未調査

９ ４次 SEl88 桶 未調在 未調査

1０ 4次 SEl95 桶 未調査 未調査

1１ ４＃ SE200 ？
．

1２ ５沙 SE500 五輪六角 桶 l6C後葉以降

1３ ５沙 Ａ SE501 桶 桶 l6C末葉

1４ ５抄 Ａ SE502 扇平喋囲の円 桶 l6C末葉

1５ ５１ク Ａ SE503 五輪･磯の円形 桶二段 l5C末～l6C初頭

１６ ５次Ａ SE504 扇平諜囲の円だったか？ 鵡部藻基礎？ 桶 l5C後葉以前

1７ ５次Ａ ＳＥ505 五輪一段六角 桶 l6C末葉SE508を切る

1８ ５次Ａ SE506 桶らしい 桶･曲物片 l5C末～l6C初頭

1９ ５次Ａ ＳＥ507 未調査 未調査 1５

2０ ５次Ａ SE508 未調査 未調在 未調査 SE505に切られる

2１ ５次Ａ ＳＥ510 土色変化の方形平面有 未調査 l5CSE507を切る

2２ ５次Ａ ＳＥ511 桶二段以上 l5C

2３ ５次Ａ ＳＥ512 五輪２点｡六角形？ 桶 l5C？～

2４ ５次Ａ ＳＥ513 桶 未調査 l5C

2５ ５次Ａ ＳＥ515 桶らしい 未調査 l6C末葉

2６ ５次Ａ ＳＥ514 不明 未澗査 l6C後葉

2７ ５次Ｂ SElO8 畷積み下部に桶 桶 l6C後葉～末葉

2８ ５次Ｂ SEll9 抜取り 曲物 l5C後葉～l6C初頭

2９ ５次Ｂ SEl32
？
． 桶 l5C後葉～16C代

3０ ５次Ｂ SEl42 桶(水淵と一体)桶 l5C後葉

3１ ５次Ｂ SE203
？
．

？
。

3２ ５次Ｂ SE220 五輪五段六角 桶

3３ ５次Ｂ SE221 桶(水溜と一体)桶 l6C末葉

3４ ５次Ｂ SF22B 抜取り 桶 l5C後葉

3５ ５次Ｂ SE238 木組方形 六角板 14C前葉以前

3６ ５次Ｂ SE247 桶(水棚と一体)桶 l6C末葉

3７ ５次Ｂ ＳＥ248 桶(水溜と一体)桶 ２重複 l6C末

3８ ５次Ｂ SE249 桶 l5C後葉

3９ ５次Ｂ SE259 木組方形痕 節抜竹 l5C後葉

4０ ７次 SE800 木組方形 小喋敷 l5C

4１ ７次 ＳＥ773 木組方形の下部に桶 l5C

4２ ７次 ＳＥ558 桶が水溜と一体化桶 l6C第２四半期

4３ ７次 SE532 桶が水淵と一体化 桶 l6C第３四半期

4４ ７次 ＳＥ541 桶が水溜と一体化桶 l6C第４四半期

4５ ７次 SＥｌ９ 桶 有 l6C第３四半期

4６ ７次 SElO8 桶 有 l6C第４四半期

4７ ７次 SE331 板石六角形 板石花弁 桶 有 l6C第４四半期

4８ ８次 SElOl 桶？桶 l4C中葉～後葉

4９ ８次 SElO2 木型方形 曲物→桶 l5C前葉orl5C後葉

5０ ９次Ⅱ SEO28 不明 不明 l6C後葉～末廃

５１ ９次Ⅱ SEO29 不明 不明 l6C後葉～末廃

5２ ９次Ⅲ SEO31 木型方形 未調査 14C前葉

5３ ９次Ⅲ ＳＥＯ３２ 桶 l4C中莱～後葉

5４ ９次Ⅲ SEO33 桶 未調査 l6C後葉～末廃

5５ １０次Ｉ SEO14 不明 未調査 l5C代

5６ １０次Ｉ SEOl7 桶(水溜と一体） 桶作替え

5７ 10次Ｉ SEl26 縦板組隅柱横桟型 曲物 l3C末～l4C初頭

5８ １０次Ⅱ北 ＳＥｌ４４ 桶 未調査 未調査 l6C第２四半期



第５意まとめ

Ｎｏ． 隅査次 番号 井戸側 井戸側基部 水溜 抜取他

5９ １０次Ⅱ北 SEl47 桶 未調査 未調査 1587年以降

6０ １０次Ⅱ北 SEl48 五轄塔八角形 剖抜板石 桶 l6C第４四半期

６１ １０次Ⅱ北 ＳＥ210 桶 未調査 未調査 無 16C第４四半期

6２ 10次Ⅱ北 SE234 桶 未調査 未調査 l6C後半

6３ 10次Ⅱ北 SE235 桶？ 未調査 未調査 l6C第２四半期

6４ １０次Ⅱ北 SE291 桶 未調査 未調査 l6C第２四半期

6５ １０次Ⅱ北 SE300 桶のタガ 曲物 l5C中葉以前

6６ 12次 SEOl なし なし なし 16C後葉～末廃

6７ １２次 SEO3 なし 桶 16C中葉以前

6８ 13次 SE253 桶痕のみ(水溜と一体）桶 石投入 l6C後葉～末廃絶

6９ 13次 SE266 無・平瓦 基部花弁状７枚板石 桶 有 16C後葉～末廃絶

7０ １３次 SE286 桶痕 未調査 抜取・投入無 l6C末

7１ 13次 SE377 桶(水溜と一体)桶 上部石 l6C後葉廃絶

7２ １３次 SE384 五段板石六角形 桶 上部石投入 l6C後葉～末

7３ 14次 SEll8 灰石剖抜 １０角 l8C末～明治以降

7４ 14次 SE250 平瓦組合せ 18C末～明治以降

7５ １７次 SE212 石組六角形 花弁状板石 桶四段 #戸目上雛取|リ 16C後葉～末

7６ 17次 SE249 SE212に転用？ 有 l6C後葉～末

7７ 17次 SEl70 平瓦的 有 l6C後半(近世？）

7８ 17次 ＳＥ290 平瓦的 l6C後半(近世？）

7９ １７次 SE940 桶腐朽桶腐朽 l6C後半

8０ 17次 SE960 桶腐朽(水溜と一体)桶 l6C後半

■
8１ 18次 SEO79 徹去さる 基部雑な花弁状 桶 l6C後葉六角だろ

8２ 18次 SE261 桶3段(水溜と一体)桶 石投 l6C後葉

8３ 18次東 ＳＥ176 #伺鋤らﾎ餓鑓紬婚面州鯉h雌Ⅱ 曲物？ 8Ｃ前半

8４ １８次東 SEO75 全部抜取り 鉄管 l6C後葉

8５ 18次東 SEO79 抜取り｡六角形石組？ 板石花弁状６枚 桶 l6C後葉

8６ 18次東 SE261 桶5段井戸側と水溜が一体桶 l6C後葉

8７ 18次東 SE307 未調査 未調査 未調査 l6C後葉

8８ １８次西 SEOl6 方形痕跡 円形痕跡 15～l6C中葉

8９ 20次Ａ SElO4 有 l6C後葉～末

9０ 20次Ｂ SEOO6 桶 有 l6C後葉～末
9１ 20次Ｂ SEOO9 方形井筒 l4C中葉～後葉
9２ 20次Ｂ SEOlO 有 16C後葉～末

9３ 20次Ｂ SEO17 桶井筒 有 l6C後葉～末
9４ 21次 SE8４ 桶痕(水溜と一体)桶 l6C後葉～末

9５ 21次 SElOO 方形縦板組隅柱揃桟型 l4C前半代
9６ 21次 ＳＥｌＯ８ 桶(水溜と一体)桶 有 l6C末廃絶

9７ 21次 SEll5 ４段桶 桶 l6C末廃絶
9８ 21次 ＳＥｌｌ７ 桶 SEll5と同じ穴で先行
9９ 22次 SEOO7 不明 不明 l6C中葉～後葉
lOO 22次 SEOlO 不明 不明 l6C後葉～末葉
101 22次 SEOl2 桶(水和と一体)桶 有 l6C後葉～末葉
１０２ 22次 SEO21 不明 不明 l6C中葉～末葉
1０３ 22次 SE201 方形隅柱横板型下部に桶 14～l5C

104 22次 SE242 方形隅柱横板型内部に曲物 l4C代？

1０５ 28次 SEO27 桶 未調盗 石投入 l6C後葉～末葉
106 大友36次 SＥｌＯ

107 大友36次 SＥｌ４

108 大友36次 SE2４

109 大友40次 ＳＥ3６ 未調査 未調査 未調査

１１０ 大友48次 SEO32 円形痕 桶？ l5C代

111 大友55次 SE8５

1１２ 大友55次 SElO4

113 大友55次 SElO7 板石六角形 未調査 未調査

１１４ 大友55次 SEl30

115 大友55次 SEl88

１１６ 下志村２次 ＳＥ290 五轄・宝陸印塔六角三段 なし ～l7C中頃
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|ま例外なく桶を設置している。

中世に遡る県外での板石組六角形井戸発掘例を探し出すことができなかった。存在するとしても

稀であろうと思われ、今後報告されるものを加えれば、２０基くらいは調査された豊後府内町の出

土基数は全国的にも突出した存在である。発掘された例ではないが、板石組六角形井戸として知ら

れているものは全国的には40例ほどあるらしい（河野忠2004)。河野によれば、上部の井戸枠が

六角形または八角形のものが秋田から沖縄まで、全国に40基程度存在するらしい。設置年代につ

いての言及はみられないが京都・奈良・淡路島周辺・長崎に集中する傾向があるという（半ページ

分の発表要旨であり、一覧表は示されていない)。

以下は大友府内町ではないが、郊外にあたる下志村遺跡SE290には、中世末から１７世紀中頃と

推定される五輪塔部材を環状に組んだ例がある。水溜から井戸側下部に三段積んだ例で、石材が水

溜から立ち上がり､桶は存在しない。これは大友府内町が消滅した後に造られた事例かも知れない。

府内町からは多数の平瓦様のものを井戸側に利用する例が数基調査されている。中世末とされる

ものもあるが、福岡市内にある類例も中世例は存在しないので、府内町例も江戸から明治に造られ

たものであろう。１６世紀に出現した府内の板石組六角形井戸の構築技術は、後世に引き継がれ発

展することはなかったようである。

ところで、江戸時代の板石組六角形井戸発掘例は、福岡県北九州市に６基がある。府内との共通

点は水溜に桶を使うこと（４基。１基はヒューム管）で、相違点は石材は砂岩であること、井戸側

基部に平石を置かないことである。相互の井戸に関連があるのか、現時点では判断できない。

参考文献

坂本鴇弘2001「考古学から見た中世大友府内城下町の成立と構造｣｢南蛮都市･豊後府内｣大分市教育委員会･中世都市研究会

鹿毛敏夫2001「文献・絵図から見た大友館と府内の町～都市と国際性～」「同上」

宇野隆夫１９８２「井戸考」「史林」６５巻５号

河野忠2004「名数からみた井戸枠の形式一六角井戸の研究一」「地域研究」４２巻１２号

関川妥・毛利恒彦2001「小倉城下大坂町遺跡」北九州市文化財調査報告瞥第92集北九州市教育委員会

山口信義1999「常盤橋西勢溜り跡」北九州市埋蔵文化財文化財調査報告書第229集（財）北九州市埋蔵文化財調査室２号

山口信義・川上秀秋2001「木屋瀬宿本陣跡・脇本陣跡３」北九州市埋蔵文化財文化財調査報告啓第266集

（財）北九州市埋蔵文化財調在室

山手誠治2004「朽網南塚遺跡４」北九州市埋蔵文化財文化財調査報告替第３１８集（財）北九州市埋蔵文化財調査室
２００５「下志村遺跡第２次発掘調査」大分市教育委貝会
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所収遺跡名
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第36次調査

３｡うせいおおとも

中世大友
ふないまちあと

府内､T跡

第55次調査

所収遺跡名

中世大友

府内町跡

第36次調査

中世大友

府内町跡

第55次調査

ふりがな

所在地

おおいたしろくぼうきたまち

大分市六坊北町

おおいたしろくぽうきたまち

大分市六坊北町

種別 主な時代

中世都市 中世

中世都市 中世

コード

市町村 遺跡番号

3２２ ５１

3２２ ５１

主な遺構

溝・道路・井戸

溝・竪穴遺構．

井戸

北 緯 東経
ＯＰ〃 ◎ＰＰＰ
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｡

1３１
。

1３ ３７
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卯
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『Ｐ

1３１
｡

1３１
｡

3７ ３７

5．０４
〃

４．８３
卯

主な遺物

青磁・貿易陶磁．

鳥形水注

青磁・貿易陶磁.

古代石帯

調査期間

20031015

～

20040315

20050509

戸害

20051020

調査面積
Ｚ

、

850㎡

320㎡

調査原因

県道圧の原

佐野線建設

県道圧の原

佐野線建設

特記事項

中世の町を描いた

｢府内古図」の御蔵

場南側に該当する。

中世の町を描いた

｢府内古図」の御蔵

場南部・南側に該

当する。

要約

中世大友府内町跡第36次調査区は府内古図にある御蔵場の南側に描かれた｢魚ノ店｣・｢斜

行道路｣・「ノコギリ町｣に該当する｡今回の調査で初めて｢斜行道路｣の位置･規模･築造時期

が確定した｡その他の遺構は町屋跡の状況であった。
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